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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















口絵・本文イラスト　なかじまゆか

イラスト協力　甘ブリ再生委員会







　contents








プロローグ


１：ハード・ワーキング・マン

２：西せい也やの休日

３：トンネルの先



ブリリアント・レポート





　あとがき











　　　プロローグ







「愛してるぞう～～～！　モッフル～～！」

　燃え上がる帆はん船せんの甲かん板ぱん上で、悪の海かい賊ぞく『鉄ひげ』は絶ぜつ叫きようした。

「もっふ……」

　対たい峙じするのはモッフル卿きよう。お菓か子しの妖よう精せい、モッフル卿だ。手にはカトラス。大航海時代によく使われた曲刀である。

　乱戦の中の宿命の決戦。

　念のためにいっておくと、海賊『鉄ひげ』の叫さけんだ『愛してるぞう』という言葉は、別にそういうラブ的ホモ的なアレではなくて、ラストバトルで宿敵に向かって投げつける感じの『愛してるぞう』なのである。いろいろハイになっちゃったボスキャラが、ヒーローをぶっ殺す気満々で叫ぶ、『ヒャッハー！　楽しいバトルだぜ！』的な意味にすぎないので、誤解をしてはいけない。

　ともあれ、モッフルは言う。

「やい、鉄ひげ！　今日こそ引導を渡わたしてやるふも！」

　鉄ひげも応じる。

「ふん。貴様こそ、魚の餌えさにしてやるんだぞう！」

　チャンバラ開始。

　モッフルと鉄ひげが激げき突とつする。切ったり、防いだり。避よけたり、弾はじいたり。

　盛り上がるＢＧＭ。鳴り響ひびくＳＥ。

「もっふ……！」

　モッフルは押される。

　海賊『鉄ひげ』の図ずう体たいは大きい。なにしろゾウアザラシのマスコットだ。語ご尾びが『ぞう』なのも、このことに由来する。しかもその名の通り、ヒゲがなぜか鉄でできている。さらにさらに、しっぽを使って攻こう撃げきできる。

「ぞう！　ぞう！　ぞう～～～っ！」

　両手の二刀としっぽの一刀。合わせて三刀である。左右と頭上から襲おそいかかる猛もう烈れつな連撃。

「もっふ！」




　モッフルはしのぎ、かわし、飛びすさる。だがやがて、帆船の舳へ先さきまで追いつめられてしまった。絶体絶命の窮きゆう地ちだ。

「ぐふふ。もはや逃にげ場ばはないぞう！」

「うぬぬ……！」

　舳先から落ちれば、そこは人ひと喰くいザメの待ち受ける水の中だ。いまも──ああっ、見よ！　水面には凶きよう悪あくな人喰いザメのジョーが、哀あわれな犠ぎ牲せい者しやを求めてその顎あぎとを開いている！

「うあ────！　のーぇしゃーあっすおねがいします！　じじーぶんん、ええーじきき！　ええーじきき、ほっしーんでやーりゃすほしいんであります！」

　やたら聞き取りづらい声でジョーが叫ぶ。このバトル中の唯ゆい一いつの台詞せりふ。その台詞への熱意ゆえの暴走だ。

　とはいえその迫はく力りよくは本物だった。

　お菓子の妖精とはいえ、ネズミさん型のモッフルだ。ジョーには大のごちそうに見えることだろう。

　前門のゾウアザラシ。後門の人喰いザメ。

　さあ、ピンチだ！　われらモッフルの運命やいかに!?

「くっ……ここまでふも」

「覚かく悟ごするぞう！　モッフルよ！」

「待つでござる！」

　そこに飛び込んできたのは、イルカのサムライ、ゲンジュウロウだ。

　黒くろ漆うるしと朱しゆの仙せん台だい胴どう。兜かぶとの前まえ立だてはイルカ型。

　モッフルめがけて振ふり下ろされた一撃を受け止め、鉄ひげの剣けんを弾き飛ばす。ゲンジュウロウの鮮あざやかな剣さばきであった。

「うぬっ……だぞう!?」

　これには鉄ひげも、いささかうろたえる。

「もっふ！　ゲンジュウロウ!?」

「モッフルどの！　不ふ肖しようこのゲンジュウロウ、助すけ太だ刀ちいたす！」

「助かる！　行くふも！」

「応っ！」

　バトル再開。エフェクトたっぷりに斬きった張ったの大活劇。

「ぞうっ！」

　鉄ひげは中央のマストまで追いつめられた。すかさずゲンジュウロウがそばの綱つなを切り飛ばす。すると頭上の横帆コースが外れて落下し、鉄ひげの尻尾しつぽを直撃する。

「ぞうっ!?」

「正義の力、思い知るふも！」

　激痛にのけぞる鉄ひげを、モッフルが蹴けり飛ばす。よろめいた敵に綱をひっかけ、さらにもう一本の綱を切断。落下する帆桁ヤードと、からみつく何本もの静索シユラウド。

　あれよあれよという間に、鉄ひげの巨きよ体たいは、甲板の上で宙づりになってしまった。

「ぞうっ！　ぞうっ！　こ、降参なんだぞうっ！」

　血相を変えて叫ぶ鉄ひげ。おりしも手下のオットセイたちは、モッフルの仲間たちの活かつ躍やくに降こう伏ふくしているところだ。

「もっふ！　思い知ったふもか!?」

「ゆ、許してほしいんだぞう！　もう悪いことはしないんだぞう！」

　もはや立ち向かう術すべを失った鉄ひげは、モッフルたちに叫んだ。

「これからは心を入れ替かえて、海の平和に貢こう献けんするんだぞう！　だから助けて欲しいんだぞう！」

「悪党はみんなそう言うふも！　命いのち乞ごいなど受け入れないよ！」

「ぞっ……」

「手下は残らず打ち首ふも！　そして鉄ひげ！　貴様もきびしく拷ごう問もんした末、さらしものにして打ち首ふも！」

「ひい───！」

「地上界の子供たちを困らせた海賊。その無む惨ざんな最さい期ごを、末代までの語りぐさにしてやるふも！　覚悟するがいい！」

　ステージが暗転。

　そしてのどかなナレーションが流れる。

『……こうして海賊の鉄ひげたちは、一人残らず処しよ刑けいされました。スプラッシュ・オーシャンは海賊たちの血に染まり、すてきな平和が訪おとずれたのです。

　ありがとう、お菓子の妖精モッフル。

　ありがとう、イルカのゲンジュウロウ。

　七つの海はあなたたちのものです』

　美しい音楽が流れる。最新の照明にライトアップされ、モッフルたちが再登場。客席に向かって一礼し、楽しいダンスを披ひ露ろうする。

　モッフルが鉄ひげの首級（小道具）をかざす。続いてゲンジュウロウら海の仲間たちが、オットセイたちの首級（小道具）をかざす。

　感動的なファンファーレと共に、花びらが舞まい散り、終劇。




「あのだな……」

　ひととおりのリハーサルが終わってから、可か児に江え西せい也やはどんよりとつぶやいた。

「やはりこのライブショーの結末、どうかと思うのだが」

「なにを言うふも！　『子供にもわかりやすいようにしろ』と言ったのは西也、おまえだよ！」

　リハーサル後、自信たっぷりのふも顔だったモッフルがいきりたった。

「正義が圧勝し、悪は厳しく裁かれる。これ以上わかりやすい勧かん善ぜん懲ちよう悪あくはないふも」

「しかしだな。命乞いする敵を全員処刑して、しかもその首級をかかげるとか……子供にはトラウマになるレベルだぞ？」

「悪は必ず報むくいを受ける！　そのメッセージが大事なんだふも！　そもそもこいつらは──」

　と、モッフルは背後をびしりとさす。悪役の鉄ひげやオットセイ連中、そしてサメのジョーがぬぼーっと立っていた。

「──数々の町を襲い、男は殺して女は犯おかし、金品と食料をすべて略りやく奪だつした極ごく悪あくの海賊ふも。容よう赦しやは無用なんだよ！」

「うーん。確かに俺たち元海かい賊ぞくだけど、そこまでひどいことはしてないんだぞう」

　鉄ひげが不服そうに言う。

「やかましいふも！　お芝しば居い中の設定ふも！」

　とはいえ実のところ、鉄ひげとその手下たちは、魔ま法ほうの国メープルランドの近海を荒あらす海賊だったそうだ。フモリダ州やモクサス州沿岸の町を次々に襲い、自じ販はん機きから小こ銭ぜにを盗ぬすんだり、コンビニの廃はい棄き弁当を盗んだり、朝の回収前の古紙を奪うばい、使えそうなマンガをブックオフに売り飛ばしたりなど──様々な悪事を働いていたという。

　今年になってメープルランドの沿岸警備隊により検挙され、まとめて州刑けい務む所しよにぶち込まれそうになったところを、この甘あま城ぎブリリアントパークで働くことになった。

　なんでもメープルランドの法律で定められた、『もこもこプログラム』という社会奉ほう仕しの更こう生せいプログラムの一いつ環かんらしい。実は看板マスコットの一人、ティラミーもこの『もこもこプログラム』で甘ブリに送られてきたという。

　こうして鉄ひげと手下のオットセイたちは、今夏からスプラッシュ・オーシャンのライブショーに出演することになった。

　劇中でモッフルを食おうとしていたサメのジョーは、前からこのパークで働いているキャストの一人である。陸おかにいるときは二等身で愛あい嬌きようのあるサメ型マスコットなのだが、水につかると超ちようリアルな巨大ホオジロザメに変身する体質を持つ。子供がガチ泣きするレベルの怖こわい外観で、しかもえらく滑かつ舌ぜつが悪い。スプラッシュオーシャンでも、ジョーの扱あつかいは持て余しているらしい。

　ともかく、ライブショーの筋立てについて、西也とモッフルの口論は続く。

「そもそも、その海賊どもの凶行からして問題があるのではないか？」

「資源ゴミ盗んでブックオフに売ったことふもか？」

「いやそっちではなく、芝居の設定上の話だ！　たくさんの町で略奪・虐ぎやく殺さつとか……生々しいだろうが」

「リアリティと迫力優先ふも。それに悪は強大で残ざん虐ぎやくな方が、盛り上がるし」

「うーん……」

「だいたい最初はもっと深みのあるシナリオだったふも。『善と悪とは何か？　本当の正義とは？　真の敵は、自分自身の内なる弱さにこそあるのでは？』……というテーマだったふも」

「それはまあ立派なのだが。あれでは筋立てが複雑すぎるし、退たい屈くつだっただろうが」

　このライブショー『海賊たちの墓標』の最初のバージョンのシナリオでは、鉄ひげは過去の戦争で家族を虐殺され、対立する民族への復ふく讐しゆうに駆かられている設定だった。

　イルカのゲンジュウロウは虐殺事件に関かん与よし、罪の意識にさいなまれるエリート軍人。

　モッフルはその事件の調査を命じられた海軍法務部の弁護士で、自身もひそかにアルコール依い存ぞん症しようの問題を抱かかえている。

　派手なアクションは一いつ切さいなし。

　モッフルが法ほう廷ていで鉄ひげを弁護し、陪ばい審しん員いんに『戦争の罪とは何なのか？』と問いかけるシーンが最大の見せ場である。

　物語のラスト、自ら命を絶ったゲンジュウロウの墓前で、ひとりアルコールと決別するモッフルの場面は、なかなか感動的で味わい深い仕上がりではあったのだが、ボツになった。

「わけのわからんマスコットたちの社会派ヒューマンドラマとか。これが二時間だぞ？　だいたい看板マスコットがアルコール依存症とか、外聞が悪すぎる！　さすがにダメだろう！」

「だからシンプルにしたふも。『悪い奴やつは悪い！　ブッ殺してすっきり！』……これでいいふもよ」

「今度はシンプルすぎるのだ！」

「だったらどうしろっていうふも！」

　そこに鉄ひげが割って入る。

「待つんだぞう！　だったら俺からも意見があるぞう！　せめて奪った女たちと、イチャつくシーンが欲ほしいんだぞう！」

「いま、そういう話してないふも！」

　つづいてゲンジュウロウが挙手する。

「あいや、待たれよおのおのがた！　このゲンジュウロウ、問題の本質がわかったのでござる！」

「ほう？」

「すなわちラストは打ち首ではなく、切腹にすればいいのでござるよ！」

「それは全然、本質ではない！」

　さらにサメのジョーが声を張り上げる。

「あ──おっあの！　いーっぶっがじぶんが！　ぜーっくちゃーばっぜんぶくつてしまえば！　いーとっもーでーりゃすいいとおもうんであります！」

「おまえはまずその滑舌をなんとかしろ！」

「ううっつすす、ぎゃーっりあっすがんばります！」

「えーい、しゃらくせえんだぞう！」

　鉄ひげが海かい賊ぞく帽ぼうを甲かん板ぱんにたたきつけた。

「こうなったら！　拳こぶしと拳で勝ち残った奴の意見で決まりにするんだぞう！　そうすれば文句ないんだぞう！」

「なにをバカな──」

「もっふ！　その案、乗った！」

「やめ──」

「喧けん嘩か祭りでござるな!?　それもまた一興！」

「待っ──」

「しゃーらぁ──っすわかりました！　びゃーっりゃあぶっすがんばります！」

　乱らん闘とう開始。

　制止していたはずの西也も巻き込まれ、さらに大勢のオットセイたちも加わり、罵ば声せいと怒ど声せいが入り乱れる。

　劇中のチャンバラなどものの数ではない迫はく力りよくである。樽たるや鉄球が飛び交かい、プールに転落する者が続出した。

　騒さわぎを聞いて駆けつけた千せん斗といすずが、マスケット銃じゆうで残らず全員を射殺するのにも、およそ一分少々かかったほどだった。




　けっきょく、いすずが勝者ということになって、彼女の案が採用された。

　鉄ひげたちの略奪・虐殺設定はボツ。宝物を盗んだとか、その程度の悪事で。

　最後の処刑もボツ。反省したから、許してやっておしまい。

「これでいいわね？」

　撃うちすぎですっかり銃身の熱くなった魔ま銃じゆうシュタインベルガーを構えたまま、いすずが言った。

　もちろんだれも反論しなかった。

　とばっちりで一いつ緒しよに撃たれた西也も、悶もん絶ぜつしていて抗こう議ぎはできなかった。







　　　１：ハード・ワーキング・マン







　新品の入場ゲートを、たくさんのお客ゲストが通過してくる。

　家族連れ、カップル、友達グループ、あれやこれや。驚おどろきの笑え顔がおがほとんどだ。

　リニューアルで見事な変身を遂とげた正門広場──エントランス・スクエアにゲストが入ると、そこには広々とした夢の空間が待っている。

　トレビの泉もかくやといった荘そう厳ごんな噴ふん水すい。

　高低差を工く夫ふうした石いし畳だたみの回かい廊ろう。

　広場を取り囲む白はく亜あの建築群は、エーゲ海風で色いろ鮮あざやか。七月の青空に見事に映はえる。

　日常から非日常への、完かん璧ぺきな入り口。

　バスや乗用車でここまで来て、入場パスを日本円で買ったことなど、だれでも一いつ瞬しゆんで忘れてしまう。ここから先は、まごうことなき魔法の国。

　以前のエントランス・スクエアを知っているゲストは、むしろ啞あ然ぜんとしているくらいだ。

　これがあの甘あまブリ？

　これがあの、ダメ遊園地の代名詞ともいわれた甘あま城ぎブリリアントパーク？

　彼らゲストを出で迎むかえるキャストたちも、誇ほこらしげで自信たっぷりだ。

　お菓か子しの妖よう精せいモッフル、音楽の妖精マカロン、お花の妖精ティラミーが、見事な大道芸を披ひ露ろうする。

　鼓こ笛てき隊たいの生演奏。マスコットたちとの記念撮さつ影えい。居並ぶ店てん舗ぽは、もう『軽食コーナー』や『おみやげ屋』ではない。世界観にあわせた上品なインテリアを備えた、立派な『スナック・バー』と『スーベニア・ストア』だ。

　このエントランスで魔法のムードをたっぷりと味わってから、ゲストはそれぞれ五つのエリアへと散っていく。

　魔法がテーマの『ソーサラーズ・ヒル』。

　冒ぼう険けんがテーマの『ワイルド・バレー』。

　海洋がテーマの『スプラッシュ・オーシャン』。

　ＳＦがテーマの『アストロ・シティ』。

　その他もろもろの『エトセトランド』。

　これらエリアは、このエントランス・スクエアからは見えないようになっている。新設された白亜の建築群が、各エリアへの視線を遮さえぎるように設計してあるのだ。おかげでゲストは、各エリアに入った時に、初めてその場のアトラクションを目にすることができる。

　つまり、異なるテーマの場所を同時に見てしまって、興ざめすることがない。

　マニアや同業者をのぞけば、ほとんどのゲストは気付くこともないだろう。だがこれは大きな工夫だった。

　エントランス・スクエアを見下ろす二階の小部屋から、西せい也やはゲストたちの心を読む。どんどん読む。




《なんだかわからないけど、すごいな》

《おお……サントリーニ島がモデルかな？》

《一〇年ぶりに来たけど、こんな立派だったっけ？》

《すごい！　すごい！　すごい！》

《これやったのどこの建設会社だ？　あとで調べておこう……》

《子供たちのテンションがヤバいわ。転ばないといいんだけど……》

《今度、デートでもう一度来よう……》

《なにこれ!?　なにこれ!?》

《うおー。でも前のショボい感じも、味があって好きだったんだけどなあ……》




　ほぼ九割が好印象だ。批判意見はもちろんあるが、エントランスの景観に圧あつ倒とうされていることは間ま違ちがいない。

　よし！　成功だ！

　思わず拳を握にぎりしめる。

「心を読む魔法を使っているの？」

　西也の様子に気付いたのか、彼の隣となりに立っていた千せん斗といすずがたずねてきた。

「ああ。アンケート調査よりも、よほど確実だからな。ざっくり、二〇～三〇人くらいに使ってみたが、大好評だぞ。まあ……あの笑顔を見れば、魔法なんぞ使うまでもないだろうがな」

「そう……よかったわ」

　いすずが安あん堵どのため息をついた。

　ほっとするのも無理からぬことだった。なにしろこのエントランスのリニューアルには、相当な予算がかかっている。

　モグート族のチート級建築スピードのおかげで、休業することもなく、わずか一週間で改築をなしとげることはできた（その間、貧ひん相そうな仮設ゲートを利用するゲストには、いささか不便を強しいてしまったが）。

　だがお金はタダにはならない。

　普ふ通つうの改築ならかかるはずの膨ぼう大だいな人件費も、短期間なので大おお幅はばに節約できているのだが、建材の調達費や建築機材のレンタル料は半はん端ぱな額ではなかった。比ひ喩ゆ抜ぬきで数億の予算がかかっている。

「このリニューアルが失敗したら、大きな痛手になっていたでしょうから……」

「失敗などありえん。なにしろ、この俺のプロデュースだからな！」

　西也は胸を張った。

　エントランス全体のコンセプトやレイアウト、色しき彩さいや照明など、大まかなところは西也自身の発案である。

　細かな設計は発注しつつ、タラモやドルネル、レンチくんたちが詰つめている。むしろこの設計が、いちばん時間のかかった部分なくらいだ。

「まったく、俺という男は……なにをやらせても完璧だな。動線の計画や視線の誘ゆう導どう、どれをとっても目もく論ろ見み通りだ！」

「そうは言っても、全体のコンセプトが決まるまでずいぶん時間がかかったわね」

「む……」

「四月には『エントランスを大改造する』と言ってたのに、プランができたのは五月末。七月下旬にやっと建設終しゆう了りよう。ずいぶん待たされたと思うけど」

「ほ、ほかの件が忙いそがしかったのだ」

「そもそも、そういう仕事はほかの誰だれかに頼たのむべきところだと思うわ。あなたの仕事はパーク全体に目を配ることでしょう？」

「こういう大事なところは、俺がやるべきだ。何度も言っただろう」

「ええ。そしてわたしは、何度も反対したわ」

「むう……」

　この件については、いすずの態度は妙みように厳しい。ただでさえほかの執しつ務むで忙しいのに、この上、アートディレクターの真ま似ね事ごとなんぞにまで手を出されてはたまらない……秘書の立場としては、それくらいの文句も出てくるのだろう。

「だけど」

　いすずはすこし迷ってから、付け加えた。

「確かに見事な空間設計だとは思うわ。まるでプロみたいね。いったい、どこでこんな技術を身につけたの？」

「ふっ。図書館だ。そういう専門書を何冊か読んだことがあってな。要領はわかっていたので、さらさらっと」

　いすずが目を丸くする。

「本当に？」

「もちろんだ。まったく、独学でここまでできてしまうとは……自分の才能が恐おそろしくなるな」

「その自画自賛さえなければ、完璧なんだけれど」

「仕方あるまい。なにしろ本当にすごいのだからな！　ふははははは！」

　高笑い。ゲストの様子が好評なので、ついついテンションがあがってしまう。

　いすずはまったく笑わなかった。

「ええ。あなたは本当にすごいわ」

　ぽつりとつぶやく。賞賛の声ではなかった。なにか哀かなしいような、そして後ろめたいような、ため息混じりの言葉だった。

「なんだ、その辛しん気きくさい態度は。リニューアルがうまくいっているのだ。すこしはうれしそうな顔をしろ」

「そうかもしれないわね」

「なにか不満があるのか？」

「いいえ。そういうことでは……ないのだけれど」

「…………」

　いすずが何を考えているのか、西也にはまるで想像がつかなかった。

　懸け念ねん？　不安？　それとも後こう悔かい？

　彼女は自分のことをどう思っているのだろう？

　わからない。

　このまま放置しておいてもいいのだろうが、そのときの西也は、いすずの気持ちを知りたいと思った。

　憂うれいを秘ひめた彼女の横顔を注視する。

　本気で魔法を使うつもりではなかった。

　ラティファから授さずけられた心を読む魔法は、一人について一度きりだと聞いている。だからもう、いすずに魔法を使うことはできない。彼女の心は、この魔法をもらった翌日に読んでいる。

　そのはずだった。

　だが──

《……不満なんてあるはずがない。でも、彼にばかり頼たよりっぱなしで……自分が情けなくなるわ。もっと彼の力になれればいいのに……》

　西也は彼女の心の声を聞いた。

「……西也くん？」

　怪け訝げん顔の彼女に呼ばれても、彼はしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

「どうしたの？」

「ん？　あ……いや……」

　取り繕つくろうように応こたえる。いま、自分の身に起きたことがすぐには理解できずに、困こん惑わくしていた。

　いまのは確かに、魔法を介かいしての心の声だった。これまで何度も、様々な人々に使ってきたのだ。間違うはずもない。そう、錯さつ覚かくなどでは決してない。

　だが、一度きりではなかったのか？

　彼女がこちらの顔をのぞきこんでいる。心配しているというより、不思議そうな様子だった。

「気分でも悪いの？」

「いや。大だい丈じよう夫ぶ……だ」

　なにかの間違いかもしれない。もう一度、彼女を見つめて魔法を使う。

　今度はもっと、意識的に。

《……どうしたのかしら。さっきまで俺様モードで威い張ばり散らしていたのに。急に落ち着かない様子になって……。やはり毎日の激務で疲つかれているのかもしれない。心配だわ……》

「…………！」

　もはや間違いなかった。

　魔法が働いている。一度だけと聞いていたが、そんなことはない。二度も、三度も。魔法に不慣れだった数ヶ月前は、まだ自由に使えなかったのだろうか？　だがいまは違う……。

　そもそも、『一人につき一度きり』というのだって、過去の例を参考に、彼女がそう言っただけなのだ。

　このことをすぐに話すかどうか、西也は迷った。もし二回以上、心を読む魔法が使えると知ったら、彼女はどう思うか？

　警けい戒かいされる？　まあ、当然そうなるだろう。だがそれはいやだったし──心の片かた隅すみに、よこしまな気持ちがよぎらなかったといったら噓うそになる。彼女が自分をどう思っているか、知りたい欲望が脳のう裏りをちらついたのだ。

　それに自分自身も困惑している。すこしでいいから、気持ちを整理する時間が欲ほしい。

「あー、おほん」

　けっきょく、西也は努めて明るい顔で咳せき払ばらいした。

「なんでもない。なんでもないぞ。……とにかく、リニューアルは大成功だ。おまえは黙だまってついてくればいい。わかったな？」

「……そう？」

「そうだ！　おまえは……あー……。おまえは……」

　そこで西也は、ぞっとする事実に気付いた。

　目の前の彼女。

　赤いノースリーブの近この衛え隊の服でポニーテール、スタイル抜ばつ群ぐんのよく知った少女。これまで数ヶ月、秘書としてひたすら自分を支えてきてくれた、この彼女。

　その彼女の名前が、どうしても思い出せないのだ。ほかのことは知っているのに。

　彼女との思い出も、きっちり覚えている。出会ったころ、うっかり浴室での着き替がえに出くわし、目もく撃げきしてしまったお尻しりの形さえ覚えている。それからずっと一いつ緒しよに、パークのあれこれで頭を悩なやませてきたことも。

　なのに──この少女の名前が、どうしても出てこない。

　とても大事な相手なのに。

　ど忘れなんてレベルではない。本当に出てこないのだ。

　いや、名前だけではない。もうひとつ思い出せないことがある。

　浴室で彼女のお尻を見たのが、出会ったころだというのはわかる。だが肝かん心じんの、最初の出会いが思い出せない。なにかインパクトたっぷりの出会いだったような気はするのだが。あれは放課後の校舎だったか？　そしてデートに……いや、何だっただろう？

　わからない。

　すくなくともわかるのは、西也は彼女について、思い出せないことが──忘れてしまったことが──ふたつあるということだ。

　ふたつ。

　それは自分が、いま彼女に使った魔ま法ほうの回数と合がつ致ちしていた。

「西也くん？　大丈夫？」

「あ、ああ……」

　そう答えながらも、めまいがした。

　最近、彼女が自分を『西也くん』と呼ぶようになった時も、そのシチュエーションも覚えているのだ。なのに、名前と出会いだけが思い出せない。

「ちょっと待ってくれ……」

　スマホを取り出し、メールをチェック。なにしろ彼女は自分の秘書だし、毎日のようにやりとりしているから、すぐに出てくる。

　千斗いすず。

　それが彼女の名前だ。

　だが液えき晶しよう画面に映る五文字の名前を見ても、しっくりと来る感じはなかった。

　そうか。

『千斗いすず』というのか……。

　思い出すのではなく、新たな知識として書き加える──そんな感覚だった。だから彼女の名前を呼ぶとき、西也は言いしれない不自然さを感じていた。

「問題ないぞ、千斗いすず。俺は……なんともない。だからそんな顔をするな──」

　自分の不安を押さえつけるように、西也は繰くり返した。

「──千斗、いすず」

「…………？」

「様子が変よ。本当に大丈夫なの？」

「千斗……」
















「？」

「いや、なんでもない。すこしめまいがしただけだ」

　彼女に背を向け、小部屋の窓によりかかる。偏へん光こう式のスモークガラスになっているので、眼下のゲストたちから彼の姿は見えない。

「西也くん。すこし休んだ方が──」

　そこで彼女のスマホが鳴った。

「トリケンからだわ」

「ああ。かまわん、出てくれ」

　彼女は電話に出る。相手は営業部長のトリケンだった。以前は『広報部長』の肩かた書がきだったが、最近『営業部長』に変わった。仕事内容はまったく変わっていないのだが、本人的にはこの役職名の方がしっくりくるそうだ。確かに彼の仕事は、広報ではなく営業といった方が適切ではある。

　西也もそのうちいい人材が見つかったら、新たに『広報部長』を配置して、トリケンの負担を減らしてやりたいと思っていた。

「駐ちゆう車しや場じようまで来て欲しいそうよ」

　短い電話のやりとりのあと、千斗いすずが言った。

「駐車場？」

「来客があるそうなの。空から」




　千斗いすずが『空から』などと言うものだから、魔法の国かどこかから、ルブルムみたいな竜りゆうでも飛来するのかと西也は思っていた。

　だが、飛来したのはヘリコプターだった。

　ベル４２９型。一機五・六億円はしようかというビジネスヘリだ。はなやかな花はな柄がらの塗と装そう。ドア付近に描えがかれたネズミ型のマスコットが、ひときわ目をひく。

　ネズミといってもモッフルとは違う。

　白、赤、青のトリコロールカラーで、針金みたいな細い手足をした、三頭身のネズミだ。大きな目をパチッとウインクさせ、世界一快活な笑えみを浮うかべている。

　そう、まさしく世界一の笑顔だ。

　デジマーランドの看板マスコット、『マッキー・ブラウン』。

『マッキー』の名を知らない者など、この地上にはいないことだろう。

　このトリコロールのネズミこそ、世界一のマスコット。一いつ匹ぴきで年間数十億ドルを稼かせぎ出す、もっとも裕ゆう福ふくな魔法の国の住人。世界中に豪ごう邸ていを持ち、プライベートジェットで国から国へと飛び回り、個人資産でもビル・ゲイツすらしのぐと言われている。『フォーブス』のインタビューだって、何度も受けている。

　そのマッキーの専用ビジネスヘリが、ターボシャフト・エンジンの爆ばく音おんをとどろかせて、甘ブリの駐車場へと降下してくる。

「あれに……そのマッキーが？」

「え!?」

「マッキーだ！　乗ってるんだろう!?」

「よく聞こえないわ！」

　西也といすずが叫さけび合う。すさまじいエンジン音と下降気流の風音で、ほとんど会話にならない。

　そもそも、ここはヘリポートじゃない。業務用の駐車場だ。そんな場所にヘリが着陸していいのかどうかさえ、西也には見当もつかなかった。航空法とか、どうなっているんだ？

　きれいに着陸したヘリのドアが開き、まずトリケンが降りてきた。緊きん張ちようで表情がこわばっている。

　ヘリがエンジンを停止させたらしく、たちまちタービン音が落ちていく。ようやくまともに会話ができるようになってきた。

「か、可か児に江えさん……!!」

「トリケン。これはいったい？」

「すみません。都内のテレビ局で──ほら、深夜のＣＭの件です。きょうは打ち合わせに行っていたんですが……」

　汗あせを拭ふきながら、トリケンが言った。

「それが？」

「そこで、あの……廊ろう下かで、あのお方とはち合わせまして。ちょっと、甘ブリうちの様子を見てみたいと……。不ふ肖しようこのトリケン、アポ無しは困ると申し上げたのですが……」

「そこから先は、ボクが説明してあげるヨ！　ハハッ！」

　甲かん高だかい声。ヘリの中から、あのデジマーランドの大スター、『マッキー・ブラウン』が姿を見せた。

　トリコロールの体色。愛あい嬌きようたっぷりの（むしろ過か剰じような）笑顔。ドアに描かれたイラストのまんまである。

　そしてあの存在感！

　圧あつ倒とう的な生命力がある。大スターのオーラがある。モッフルたちと同じく、あれは間ま違ちがいなく『本物の妖よう精せい』なのだろう。

「レディ─────ス！　アーンド！　ジェントルメーン！　ハハッ！　きょうはボクのために丁てい重ちようなお出で迎むかえ、ありがとうネ！　ハハッ！」

　声高らかにマッキーが言った。

　くるりと回って、パチンと指をひと鳴らし。するとたちまち、どこからともなく拍はく手しゆと歓かん声せいが響ひびきわたり、紙かみ吹雪ふぶきと紙テープが、マッキーの周囲で飛び交かった。

　おそらく、マッキーの魔法なのだろう。

「おっと、素す敵てきなお嬢じようさん発見！」

　いすずの前に瞬しゆん間かん移動。同時に真っ赤なバラの花束を取り出し、うやうやしく差し出す。

「あ……ありがとう……ございます」

「ハハッ！　これはほんの挨あい拶さつ代わり！　それじゃあ聞いてネ！　名曲『ボクはイイ気分』！　ミュージック、スタート！」

　有う無むをいわさずファンキーな曲が流れる。





　ワアァ────オ！




　イイ気分だよ（パララララララ）

　こうなるのは分かってた（パララララララ）




　イイ～気分だよ！（パララララララ！）

　こうなるに決まってた（パララララララ）




　超ちようイイ！（チャッ、チャッ！）

　超イイ！（チャッ！）

　コマしたぜ！（チャッ、チャッ、チャッ、チャッ！）




　ワアァ─────ウォ──！






　盛せい大だいなブラスとドラムの音色で、シメ。聞こえてくる喝かつ采さい。頭上でミラーボールが輝かがやき、色とりどりのスポットライトが乱れ飛ぶ。

　そして、どこからともなく出現したダンサーたち。

　真っ昼間の駐車場なのに。なぜかそこだけが、彼と彼らをとりまくその空間だけが、マッキーのステージに変へん貌ぼうしていた。

　これもマッキーの魔ま法ほうなのか？

「……うーん！　われながら最高だネ！　ご清せい聴ちよう、ありがとう！」

　ぽかんとする西也といすずの前で、マッキーは深々とお辞じ儀ぎした。いつのまにか、ダンサーもミラーボールも消え去っている。

「ハハッ！　キミがカニエ・セイヤくんだね!?　噂うわさは聞いてるヨ!?」

「はあ。どうも……」

「今日はテレビ局でゲスト出演の仕事があってネ！　バラエティ番組のしょーもないコーナーさ！　すげー退たい屈くつだし、ボクにタメ口をきく芸人にもムカついたけど、仕方ないヨ！　そういう地道な露ろ出しゆつも、ボクみたいな大スターには大事なわけ！　まあしっかり、巨きよ乳にゆうの女子アナとディナーの約束はとりつけたけどネ！　ハハッ！」

「またこういうノリか……」

　肩かたを落とし、西也は思わずぼやいた。

　こんな奴やつばっかり。魔法の国って、いったい何なのだ!?

「ちなみに収録は第２スタジオさ！　エアコンが古くて、この時期、やたら暑いんだ！　カニエくんは知ってるかな!?　ハハッ！」

「ええ。まあ。ふーん……２スタ、まだあのまんまなのか……」

　子役時代によく行ったスタジオだ。マッキーくらいのセレブなら、ちょっと調べさせればわかることだろう。

　普ふ通つうに懐なつかしい気分になって、ぼんやりとつぶやいた直後、いすずやトリケンの視線に気付いて、はっとする。

　いかん。自分の子役時代の話は、忌いみ嫌きらっていたはずなのに。このネズミの気さくな物言いにつられて、ついのんきな感想を漏もらしてしまった。

　するっと人の心に入り込んでくるこのカリスマ性。

　おそるべし、マッキー。

　おそるべし、世界一の人気者……！

　そんな西也の戦せん慄りつと警けい戒かいにはかまいもせず（気付いているのか、いないのか……）、マッキーは話を続けた。

「それで出演が終わったあと、廊下でそこの彼に会ってネ！　えーと、キミ。名前は、えーと……」

「はっ！　甘ブリ営業部長、トリケンです！」

　トリケンが揉もみ手ですり手で答える。マッキーはぱちんと手をたたき、トリケンを指さす。

「そう、なんとかクン！　日本のテレビ局でレックスランドの人に会うのは珍めずらしかったから、声をかけたのさ！」

「はっ……。感激のあまり前まえ屈かがみです！　一生の語りぐさです！」

　レックスランドとは、トリケンの出身国である。その名の通りの恐きよう竜りゆうワールド。ここの出身者は、アメリカではやたらと人気があると聞く。

「聞いたらなんと、あの甘ブリの関係者だっていうじゃない!?　それでボク、急にまた甘ブリを見たくなったのさ！　ハハッ！　だから無理矢理、彼をヘリに乗っけて、ここまで来ちゃったヨ！　ハハッ！」

「あー……失礼ですが」

　西也は注意深く、敬語を保ったままマッキーに問いかけた。こんなうさんくさいネズミ野や郎ろうにへりくだるのは不ふ愉ゆ快かいだが、少なくともトップスターだ。ひとかどの敬意を払はらうべきなのは間違いない。

　それに、もしこの大だい富ふ豪ごうの機き嫌げんを損そこねたら、最悪の場合、こんなパークなど鼻息ひとつで吹ふき飛んでしまうことだろう。

「マッキーさん。貴方あなたのことは、自分もよく存じ上げております。この業界では並ぶ者のない第一人者だと」

「うん！　ちゃんと勉強してるネ！　ハハッ！　感心しちゃったヨ！」

「ですが……なぜうちのような零れい細さいパークに？　それこそ貴方にとっては、とるに足らない存在なのではないかと……」

「またまた！」

　マッキーは、大きな口をねじまげて、皮肉っぽい笑顔を作ってみせた。いままで様々なメディアでこの大スターを目にしてきたが、こういう表情を見たのは初めてだった。

「今年の三月で閉園だったはずなのに、なんとか持ち直しちゃったらしいネ!?　さすがにボクもビックリさ！　きょうはその秘ひ訣けつを、探さぐりにきたのサ！　ハハッ！」

「そう言われましても……。運がよかったんです」

「ハハッ！　それは謙けん遜そんかい？」

「いえ。本心です」

　噓うそではなかった。ここまで来られたのは、運がよかったからだと本気で思っている。傲ごう岸がん不ふ遜そんとなじられることの多い自分だが、こればかりは否定できない。

　いま思い返しても、ヒヤリとすることだらけだ。ほんのちょっとでもボタンの掛かけ違ちがいがあったら、いまごろこのパークは無人の廃はい墟きよとなっていたことだろう。

　もちろん普通のボンクラ野郎が自分と同じ立場だったら、土俵に上がるまでもなく死んでいただろうが……！

「ハハッ！　興味深い言葉だネ！　まあ額面通りというわけでもなさそうだけど！」

「はあ」

「ところで、ここの看板マスコットはどうしてるのかな？」

「それは……モッフルのことですか？」

「もちろんさ！　ハハッ！」

　マッキーは大げさに両りよう腕うでを開いて見せた。

「あれ、知らないのかな!?　ボクとモッフルは大親友なのさ！　もちろん、ボクの大親友は世界中に一〇〇人いるけどネ！　年収三万ドル以下の大親友は、彼だけさ！　ハハッ！」

「マッキー。おまえ、なにしに来たふも」

　新たな声に振ふり向くと、モッフルが駐ちゆう車しや場じように来たところだった。ヘリ飛来の騒さわぎを聞いて、駆かけつけたのだろう。だが、旧友との再会に感激しているようには到とう底てい見えなかった。

「やあ、モッフル将軍！　会いたかったヨ！　ハハッ！」

「ぼくは会いたくなかったふも」

「つれないなあ！　毎年、クリスマスカードを送ってるのに！　返事もないから、つい来ちゃったヨ！　ハハッ！」

　あくまで陽気なマッキー。モッフルはいまいましげに舌打ちする。

「もっふ。まったく……。おい、トリケン」

「は、はい!?」

「この金満ネズミを適当に案内するふも。ぼくは西也と話があるから」

「りょ、了りよう解かいいたしました！」

「こいつは超強力な『ララパッチのおまもり（セレブ版）』を持ってるから、オンステージに出しても大だい丈じよう夫ぶふも。ただし念のため、いすずも一いつ緒しよにいくふも」

　モッフルに言われて、いすずは眉まゆをひそめた。

「？　でも、わたしは……」

「ハハッ！　それは願ったりかなったりだネ！　ボクも巨乳の女の子は大好きさ！　どうだい、秘書のお姉さん！　ボクとステキな夜を過ごしてみないかい!?　おっと、マニーには内ない緒しよでね！」

　マニーというのは、マッキーの公式ガールフレンドのことである。実際には夫ふう婦ふだ。ほかの女関係は、だれも知らない。欧おう米べいのパパラッチですら二の足を踏ふむくらいの厄やつ介かいなネタだったりする。

　すこし気け圧おされながらも、いすずは折り目正しく一礼した。

「案内いたします、マッキー卿きよう。夜の件は遠えん慮りよしておきますが……」

「うーん、そりゃ残念。ハハッ！　でも、それも人生さ！　じゃあ行こうか！」

「はい。ではこちらに……」

「またあとでネ、モッフル、カニエくん！　ハハッ！」

　トリケンといすず、そしてボディガードの黒服数名を伴ともなって、マッキーはパークのオンステージへと向かっていった。




「大親友？　冗じよう談だんじゃないふも」

　駐車場から執しつ務むビルへの道すがら、モッフルが吐はき捨てるように言った。

「そうなのか？」

「昔、メープルランドの特とく殊しゆ部隊にいたころの話ふも。まだ将軍にもなってなかったころでね」

　モッフルは魔法の国・メープルランドの将軍だったと聞いている。その前は特殊部隊の大たい尉いだったとも。おそらく、その時代の話だろう。

「……そのころ、あるテロ事件があったふも。メープルランドの王制に反対する共産主義者の過激派が──」

「いるのか、過激派」

「もっふ（肯こう定てい）。で、その過激派が、デジマー合衆国の大使館を占せん拠きよしたふも」

　デジマー合衆国とは、マッキーらデジマーランドの母体となる魔法の国のことである。

　いや、魔法の超大国だ。

　メープルランドも大国ではあるが、デジマー合衆国はその国力を大きく上回る。

「その過激派が人ひと質じちをとって籠ろう城じようして……その鎮ちん圧あつにぼくの部隊が派は遣けんされたふも。困難な作戦だったけど、人質は無事救出、テロリストはすべてボコボコにしてやったふも」

「ふむ……」

　ボコボコというのが気になったが、話の流れが断たち切られそうだったので、西也はあえて黙だまっておいた。

「作戦は成功。でもその直後にメープルランド国務省から横やりが入ったふも。『今回の作戦は、デジマー合衆国との共同作戦だったことにしろ』だのと。つまり、デジマー合衆国の奴らに手て柄がらを譲ゆずれと言われたふも」

「手柄、か」

「その英えい雄ゆうになったのが、あいつ──マッキーだったふも」

　マッキーも昔から、予備役えきとして軍務に従事することがあったという。大昔は敵国を爆ばく撃げきするパイロットの役を演じたこともあるらしい。

　要するに、政治的な理由でモッフルたちのことは秘密にされ、代わりにマッキーが大活かつ躍やくしたという物語を押しつけられたのだという。

　過激派の犯行を止められなかったのは、メープルランドの落ち度でもある。

　その状じよう況きようでは、デジマー合衆国の要求にあれこれ妥だ協きようせざるをえなかったということなのだろう。

「たいしたこともしてないのに、王様からナイトの称しよう号ごうまで贈おくられたふも。……以来、あいつはぼくを『大親友』と言ってるの。ぼくも手柄が欲ほしかったわけじゃないしね、恨うらんでるってほどじゃないふも。けど、気に入らない奴やつふも」

「そうか。だが、毛け嫌ぎらいしているようには見えなかったぞ」

　先ほどのモッフルの態度は、いまいましそうではあったが、嫌っているというほどでもなさそうだった。『苦手そう』というのがいちばん近い。

「もっふ。まあね」

　モッフルはため息をついた。

「お調子者だし、ムカつくけど、あのマッキーについてひとつだけ言えることがあるふも」

「と、いうと？」

「奴は超ちよう一いち流りゆうのエンターテイナーふも」




　小一時間ほどパークを回って、マッキー・ブラウンがメープル城の空中庭園にやってきた。

　来客を空中庭園で応対するのは珍しい。

　事じ務む棟とうビルのしょぼい応接室に案内するのは気が進まなかったし、支配人のラティファも『ぜひご挨あい拶さつしたい』と言ってきたからだ。

　ラティファがいそいそとお茶菓が子しの支し度たくをするのを手伝う合間、西也はパークのキャストたちが業務用のＳＮＳ上で大おお騒さわぎしているのを読んでいた。

《マッキーです！　本物のマッキーが来てますよ！》

《マッキーが声をかけてくれたよ！　『がんばってね』だって！》

《いけすかねえ野郎だと思ってたが……なんでえ、案外いい奴じゃねえか》

《マッキーに握あく手しゆしてもらった！　一生この手は洗わない！》

《これはなにかの前まえ触ぶれだっぴ！　やっぱりモッフルと密談をしに……！》

《記念写真撮とらせてもらったんですけど、これツイッターに流したらヤバいですかね？》

　まったく、だらしない！

　仮にも商売敵がたきだというのに、どいつもこいつもはしゃいでばかりだ（まあ、敵にすらしてもらえないくらいの零細パークではあるが）。

　最後のサーラマのメッセージに『もちろんツイッターなど厳禁。口外も無用だ』とレスをつけている間、マッキーはラティファの前にうやうやしくひざまずき、差し出された手の甲こうに軽く接せつ吻ぷんをした。こなれた仕草だ。そして洗練されている。

「きょうはお越こしいただきありがとうございます、マッキー卿。大したおもてなしもできませんけど、どうかくつろいでくださいね」

　ラティファはほがらかに言った。さすがは魔ま法ほうの国の第一王女。彼女は萎い縮しゆくも緊きん張ちようもしていない。世界一の大スターを前に、堂々たるものである。

「身に余る光栄です、姫き殿でん下か！　ハハッ！」

「奥様はお元気ですか？　毎年、クリスマスカードをいただいているそうで……感激しております」

「ハハッ！　もちろんですヨ！　マニーも姫殿下にお会いしたいといつも申しております！　それにしても……お美しい！　ボクのところにもお姫様役のキャストは大勢いるけど、姫殿下にはかないませんヨ！」

「まあ。お上手ですね。ふふ……」

「『ああ、彼女こそは真しん珠じゆ、それを求めて一千にあまる船が海に乗り出し、王おう冠かんをいだく王たちが商人になりさがったほどだ』シェイクスピアの言葉です！　ハハッ！」

「さすがはマッキー卿ですね。勉強になります」

「いやいや、それほどでも！　ハハッ！　ハハッ！」

　横でモッフルが小さく舌打ちして、『ケッ。なにがシェイクスピアふもよ……』だのとつぶやいていた。

　それからラティファと、空中庭園のテラスでお茶会だ。その間もマッキーは実に饒じよう舌ぜつだった。庭園の草花を誉ほめたたえ、紅茶についてのうんちくを一くさり。要所要所に適度なユーモアを入れることも忘れない。マッキーの見事な社交力には、西也でも舌をまくばかりだった。

　マッキーを案内してきたのはいすずとトリケンだったが、トリケンは完全にこの大スターに心しん酔すいしていた。いすずですら、最初に比べて警けい戒かい心をゆるめているように見える。好意というほどではないだろうが、その受け答えにははっきりとした敬意がこめられていた。

「それでは……」

　ほどよく座が暖まったところで、ラティファが席を立った。

「わたしはこのあたりで失礼させていただきますね。仕事が少々、残っておりまして……」

「オウ！　それは残念至し極ごくです！　急な来訪をお許しくださいネ！」

「いえいえ。いつでもお越しください。今度は奥様もご一緒に」

「ハハッ！　もちろんですヨ！」

　ラティファはにこりとほほえんでから、去り際ぎわに言った。

「可児江さま、あとはお願いしますね」

「あ、ああ……」

「それからトリケンさん。お手伝いを頼たのめますか？」

「は？　ははっ！　もちろんです！　前かがみでお手伝いいたします！」

　あわてて立ち上がったトリケンを従えて、ラティファは空中庭園から去っていった。

「ハハッ。ああ……」

　メープルランド第一王女の後ろ姿が見えなくなると、マッキーは胸に手をあて、うっとりした声でつぶやいた。

「何度会ってもステキな人だネ！　あの立ち振ふる舞まい、あのたおやかな物もの腰ごし……水辺に咲さく一輪の花のようだヨ！」

『何度会っても』という言葉が引っかかって、西也は眉まゆをひそめた。

「前にもお会いを？」

「ハハッ！　もちろんサ！　これで何度目かなあ？」

「もっふ。こいつ、たまにこうして、いきなり来るふも。ラティファの呪のろいのことも知ってるふも」

　そうだったのか。

　驚おどろく西也を後しり目めに、マッキーは落らく胆たんした様子でため息をつく。

「痛ましい話だよネ……。呪いさえなければ、いまごろは妙みよう齢れいの美女なのに！　ハハッ！」

「それがどうしたふも。おめーには関係ないふもよ」

「ハハッ！　冗談、冗談！　だって……冗談でも言わなきゃ、やりきれなくてネ……」

「もっふ……」

　モッフルが肩かたを落とす。マッキーもこの問題については、これ以上茶化すつもりはないようだった（またこういう良識も持ち合わせているところが油断ならない！）。

「美しいだけでなく、気配りもすばらしいヨ！　ボクに気を遣つかって絶ぜつ妙みようのタイミングで、あの恐きよう竜りゆうの彼を連れてそっと退場……すばらしい！　ブラボー！　デジマーランドの女たちには、ああいう気品はまずないネ！　ハハッ！」

「ああ……」

　それには西也も気付いていた。

　どうもマッキーはただの冷やかしで、甘ブリうちに来たわけではなさそうだ。西也、あるいはモッフルに何かの話があるのではないか？　ラティファもその気配を敏びん感かんに察して、ああしてトリケンを連れて立ち去ったのだ。おそらく、自分たちの前では話しづらいことなのだろうと気を配り──

「彼女のああいう配はい慮りよには、いつも助けられている」

「だろうネ、ハハッ！」

　そこでモッフルが苛いら立だちもあらわに、大理石のテーブルをこつこつたたいた。

「もっふ。前置きはもうたくさんだから、用件を言うふも。おまえが損得勘かん定じよう抜ぬきで、甘ブリうちに来るわけがないだろうし」

「心外だなア！　さっきもカニエくんに話したけど、ボクだってこのパークの行く末には注目してるのサ！　ハハッ！」

「心にもないことを言うなふも。おまえから見りゃ、世界中にゴロゴロある雑ざ魚こパークふも」

「ハハッ！　だけど、こういう雑魚パークを見ると、ボクは元気が出てくるんだ！　だって、下には下がいるって思ったら、気分が楽になるだろ!?」

「…………」

「なにしろボクは世界一！　トップを走る者の辛つらさって、キミら凡ぼん人じんにはわからないよネ!?　それはそれは孤こ独どくなものサ！　普ふ通つうの妖よう精せいなら押しつぶされてしまう！　自分のパークのアトラクションに自信がなくなったとき──ボクは自分に言い聞かせるんだ！　『大だい丈じよう夫ぶさ、マッキー！　だって、甘ブリをごらんヨ！　あのみすぼらしいダメ遊園地に比べりゃ、ボクのパークは立派にやってるサ！』って！　そしたら勇気一〇〇倍だヨ！　仕事にも力が入るし、妻の散財にも耐たえられる！」

「そ、そうふもか……」

「一時間一〇〇〇ドルの心理カウンセラーにかかったり、神経科で薬を処方してもらったり、いろいろ試ためしてきたけれど、こっちの方がよっぽど効くのサ！　甘ブリはボクの清せい涼りよう剤ざいだヨ！　ハハッ！」

　なんだか、単純に腹を立てる気になれない話だった。世界一の苦く悩のうの一いつ端たんをかいま見て、むしろ西也はうすら寒い気分にすらなってしまった。

（……というか、マッキーが心理カウンセラーに？）

（業界では有名な話よ。奥さんの浪ろう費ひ癖へきも）

（いやな話だなあ……）

　西也といすずがひそひそ話しているのもかまわず、マッキーは大げさな身み振ぶり手て振ぶりを交えて話を続ける。

「……だというのに！　いまの甘ブリにはがっかりサ！　ハハッ！」

「？」

「ずいぶんと立派になっちゃったじゃないか！　特にリニューアル・オープンしたエントランス！　かなりイイ線いってるよネ！　あんなの、甘ブリじゃないヨ！」

「そう言われましても……」

「あの、うらぶれた感じが最高だったのに！　あんなしっかり、ゲストの視線や動線、音おん響きようや芳ほう香こうまで計算し尽つくして！　いったい、どんなプロデューサーを雇やとったんだい!?」

「いえ……予算も限られていたので、自分がやりました」

　西也が言うと、マッキーは両目を大きく見開いて、ぱちくりとさせた。

「キミが!?　ハハッ！　それは驚いたヨ！　カニエ・セイヤくん！　ボクのためにも、キミのためにも、デジマーランドに移い籍せきしないかい!?　年間三〇〇万ドルのギャラを保証するヨ!?」

「さ……!?　え……い、いや……」

　三〇〇万ドル！　日本円で四億円くらいである！　もちろん受ける気などなかったが、あまりのスケールの大きさに、一いつ瞬しゆん、西也も返事をためらってしまった。

「すみません、せっかくですが……。お金目当てでこの仕事をしているわけではないので……」

「ハハッ！　そう言うと思ってたヨ！　なら五〇〇万ドルでどうかな!?　それだけの価値がキミにはあるヨ！　ハハッ！」

「いえ、金額の問題では……」

「もっふ。いい加減にするふも！」

　我が慢まんできなくなったのか、モッフルが声を荒あらげた。

「ぼくらの前で、札ビラをちらつかせて西也を誘ゆう惑わくするとは。なんたる傲ごう慢まんふも！　ぼくはおまえのそういう品性が──」

「ハハッ！　ハハッ！　ハハッ！　甘い、甘い！　モッフル卿きよう、これが資本主義サ！　資本主義バンザイ！」

　マッキーが、クルリと回ってポーズをとる。またもや、どこからともなく拍はく手しゆ喝かつ采さいの効果音ＳＥが鳴り響ひびき、紙かみ吹雪ふぶきと紙テープが彼の周囲で飛び交かった。

「じゃあ歌おうか!?　こういうときにピッタリの曲は？　そう！　ボクの得意なあの歌！　『デジマーランドで遊ぼう』！　ミュージック・スタート！」

　そして流れる景気のいいブラスの楽曲。ファンキーなメロディにあわせて、ダンサーたちが出現する。





　すごいアトラクション！　端はしから端まで！

　簡単にイケるよ！　どこだって！




　ランドの横断！　荷物はいっぱい！

　カートに乗れば　すいすいイケる！

　どんな気分だい？




　目的地がなくても、どれだけ遠くても

　ここにくれば、本当の自分が見つかるよ！




※デジマーランドで遊ぼう！

　すぐ近所でも！　ちょっと遠くても！

　デジマーランドで遊ぼう！

　団結しよう！　エリアを越こえて！

　デジマーランドで遊ぼう！

　神の祝福があらんことを！




　約束の地を探してるのかい？

　だったらキミは見つけるだろうね

　こんな感じの、よく知った場所で！




　ニュー・トゥモーロー！（ニュー・トゥモーロー！）

　トゥーン・シティ！（トゥーン・シティ！）

　ク・リッター！（ク・リッター！）

　ウェスタンＰ・Ａ！（ウェスタンＰ・Ａ！）

　ファンシー・シティー！（ファンシー・シティー！）

　アシェンプテル！　アドベンチャー！　バザール！　アンド、Ｃ．Ａ．！




　ワア───オ！

　デジマーランドで遊ぼう！

　ヒッミー！（HIT　ME！）




（※くりかえし）




　デジマーランドで遊ぼう！

　ワア────オ！

　イイ気分だぜ！






　そして拍手喝采。マッキーはぴしりと親指を立て、ぱちりと快活にウインクする。

　西也やモッフルは途と中ちゆうで『いや、歌とかいいから。さっさと話を進めろよ！』と口を挟はさもうとしたのだが、できなかった。そう思っていても、なぜか実行できないのだ。

（これもマッキーの魔ま法ほうなのか？）

（そうふも。『問答無用のミュージカル』と呼ばれてる魔法でね……。あいつが歌い出すと、だれにも止められないんだふも……）

（なんとまた面めん倒どうな……）

　そんな西也とモッフルのひそひそ話などかまいもせずに、マッキーは感無量といった様子で愛用のマイクをくるくる回してポケットにしまった。

「フウ！　ハハッ！　楽しんでもらえたかナ!?」

「ちっともふも。……それより、ええと……なんの話だったのやら」

「そう！　資本主義だヨ！　お金さえあれば、カニエくんだってボクのものサ！　ハハッ！　それを伝えたかったんだヨ!?」

「いえ、ですからああしてお断りを……」

「それは愚おろかな選せん択たくサ！　ハハッ！」

　マッキーは腕うで組ぐみをして、西也の顔をのぞき込んだ。

「だって、キミらがどれだけがんばっても、三〇〇万人なんて無理無理！　未来は見えているのサ！　ハハッ！」

　そう言われたとたん、西也といすずの顔色がさっと変わった。

「三〇〇万人？　……なんの話ふも？」

　モッフルが怪け訝げん顔をする。

　三〇〇万人。

　今年度、甘ブリに呼ばなくてはならない集客数のことだ。去年度、このパークに課された観客動員数は六〇万人。それはどうにかクリアした。

　だが今年度からは、三〇〇万人を呼ばなければならない。

　今年度の初頭、第二パークの敷しき地ちを売ばい却きやくするときに取り決められた数字だ。もしこの三〇〇万人を達成できなければ、去年度と同様、甘ブリはお取り潰つぶしになってしまう。

　三〇〇万人。

　甘ブリはよくがんばっている。いまのこの調子でいけば、おそらく二〇〇万人も夢ではあるまい。だが、この目標動員数はその夢を超こえている。ほとんど不可能な数字だ。

　だからこの『三〇〇万人』について、西也はほとんどの従業員キヤストに秘密にしていた。聞けばやる気をなくしてしまいかねないくらいの目標だからだ。

　いま士気が落ちるのは困る。本当に困る。

　知っているのはごくわずか──西也といすず、あとは交こう渉しようの場にいたトリケンと、経理部長のアーシェくらいだった。

　モッフルには話していない。いずれ話そうとは思っていたが、いまこの時までは、黙だまっていたことなのだ。

　モッフルが驚おどろくのも無理からぬことだった。

「西也。どういうことふも？　三〇〇万人って……」

「あとで説明する」

「……もっふ」

　事態の深刻さを察したのだろう。モッフルはそれ以上騒さわがず、成り行きを見守ることにしたようだった。かたやヘラヘラと笑ったままのマッキーの顔を、西也はまっすぐに見み据すえた。

「マッキーさん。なぜあなたが、それをご存じなんですか？」

　ここで否定しても始まらない。こういう奴やつなんだから、それ相応の元ソネータスを確保しているのだろう。

「ハハッ！　甘い、甘い！　もう噂うわさになってるヨ!?　第二パークを売ったんだってネ？　しかも相手が──あのモルマートさ！　そりゃあ、みんな気になるヨ！」

　モルマートというのは、世界的なスーパーのことだ。甘ブリのすぐ南にある第二パークを売却した相手であり、その敷地には巨きよ大だいショッピングモールが建設される予定になっている。

　この話は甘ブリうちのキャストにも話している。ショッピングモールが開業するのは数年後だろうが、なにしろすぐ隣となりだ。相乗効果で甘ブリへの客入りも大おお幅はばにアップすることが見込めるだろう。これを聞けば、キャストだって明るい未来を想像できる。

「モルマートの件はいい。だが、なぜ三〇〇万人のことまで？」

「そこはいろいろとネ！　蛇じやの道は蛇へび、っていう言葉もあるじゃないか！　ハハッ！」

「…………」

「誤解しないでネ、カニエくん！　ハハッ！　ボクはキミをからかいに来たわけじゃないんだヨ！」

「そうは思えんのだが？」

　西也は敬語を使うのをやめた。こいつは、そういう礼れい儀ぎで態度が変わるような相手ではない。それに、敵か味方かすらわからない。

「オーケイ！　包み隠かくさず説明するヨ！」

　マッキーはぱちんと両手を打ち鳴らした。

「キミがモルマートとの売却交こう渉しようをしたとき、『三〇〇万人』なんて無茶な動員数を言ってきたのはどこだい？」

「甘城企き画かく」

　甘城企画。甘城市やいくつかの企き業ぎようの資金が入った、いわゆる『第三セクター』会社である。本来ならパークの味方になるはずの会社なのに、彼らが甘ブリに敵対的なせいで、いまの西也の苦労があるといってもいい。

「そう！　だけど、ちょっと待って欲しいんだヨ！　甘ブリの第二パークを売却すれば、彼らにもお金は入る。それに大型ショッピングモールができれば、市にとっても関連企業にとっても、おいしいことだらけだ！　甘城企画がイヤだというはずがない！」

「その通りだ」

「だというのに、甘城企画はほとんど達成不可能な『年間三〇〇万人』なんて条件を出してきたよネ!?　ハハッ！　おかしいとは思わないかい!?」

「そうだな。おかしい」

　もちろん西也は気づいていた。いくらなんでも、おかしいと。嫌いやがらせのレベルではない。甘城企画にとっても不利益になる話だというのに、なぜこんな無茶なことを？

「これにはカラクリがあるのサ！　甘城企画じゃなくて、別の企業の思おも惑わくなんだ！」

「つまり、モルマート側の意向だと？」

「ハハッ！　惜おしいネ！　モルマートはあくまで中立サ！　新設のショッピングモールの隣に、できるだけ人気の遊園地があれば、それでいい。『三〇〇万人』なんて無茶を言うように、甘城企画をそそのかしたのは、モルマートじゃなくて……」

「もっふ。わかってきたふも。『コズミック・グループ』ふもね？」

「ハハッ！　さすがはモッフル卿きようだネ！」

　ぴしりとモッフルを指さし、マッキーは小声で『ＲＩＧＨＴ！』とつぶやく。

　コズミック・グループ！

　それはマッキーのデジマーランドに、唯ゆい一いつ対たい抗こうしうる巨大エンタメグループである。映画、ビデオゲーム、ネット配信、音楽。あらゆるエンターテインメント業界に、彼らは食い込んでいる。デジマーランドのライバルと呼んでいいのは、コズミック・グループだけだ。

　関西のテーマパーク『コズミックスタジオ』を知らない者はいない。デジマーランドの本ほん拠きよ地ちフロリダにもパークを開業し、殴なぐり込みをかけている。

「そのコズミック・グループが、いよいよ東京で開業する機会をうかがっているわけサ！　ボクの！　このボクの『東京デジマーランド』のお客を奪うばおうという魂こん胆たんでネ！　ハハッ！」

「なるほど……」

　実のところ、甘ブリの立地は悪くない。いや、むしろ理想的とすらいえる。

　新宿から電車とバスで一時間以内。クルマならインターチェンジからわずか一五分。

　土地の広さも十分で、マッキーのデジマーランドとほぼ同じ。

　周辺は未開発の丘きゆう陵りよう地帯で、地元住民とのトラブルも最低限ですむ。

　ここに巨大資本が入って、様々なコンテンツを駆く使しした最新のテーマパークが生まれたら……？

　つまり甘ブリが消しよう滅めつし、新たに『東京コズミックスタジオ』が開業したとしたら？

「さすがのあんたにとっても、脅きよう威いになるというわけか」

「ハハッ！　脅威というほどじゃないヨ！　ボクのパークは、どんな商売敵がたきが来たって、へっちゃらサ！」

　マッキーは笑った。本気の笑いか、作り笑いかはわからなかった。

「でも、やっぱりムカつくんだよネ！　ボクの心の平へい穏おんに貢こう献けんしてくれてたダメパークがつぶれて、そこにあいつらが来るなんてサ！　そういうわけで、教えてあげに来たんだヨ！」

「そりゃどうも」

「ハハッ！　そこで提案サ！　キミが頭を悩なやませてる『三〇〇万人』の問題、ボクが解決してあげてもいいヨ！」

「……なに？」







「キミら甘ブリが、ボクの『デジマー・グループ』の傘さん下かに入るのサ！」

　西也も、モッフルも、いすずも、しばしの間、絶句した。

「そうしたら、ボクのグループが抱かかえているコンテンツを、アトラクションとして提供してあげるヨ！　『フィギュア・ストーリー』とか、『トレインズ』とか、『ファイティング・アモ』とか！」

「…………！」

　どれも世界的に有名なアニメ映画だ。そのアトラクションを、この甘ブリに作ってやるとマッキーは言っている。

「それからここだけで販はん売ばいする、ボクの限定グッズも用意してあげるヨ！　ハハッ！　たとえば……モッフル卿のコスプレをしたボクのぬいぐるみとかネ！　マニア垂すい涎ぜんの逸いつ品ぴんサ！　きっとボクのファンが甘ブリに殺さつ到とうするヨ！」

「むう……」

　ターボシャフト・エンジンの爆ばく音おんが近づいてくる。マッキーのヘリが、この空中庭園へと降下してきたのだ。

「もちろん……ハハッ。傘下に入る以上は、うちの方針に従ってもらうことになるけどネ。いろいろと。そう、いろいろと、ネ」

　マッキーの顔は陽気だったが、その声はすこしも陽気ではなかった。

　ラティファが大事に育ててきた草花が、ローターの下降流ではげしく揺ゆれる。

「まあ、そこは交渉次し第だいサ！　でも、お互たがいにとってもいい話だと思うヨ！　ハハッ！　すぐに返事をくれとは言わないヨ！　また来るからネ！」

　滞たい空くうするヘリから縄なわばしごが降りてくる。マッキーは軽かろやかな仕草で縄ばしごに飛びつくと、西也たちに手を振ふった。

「この辺で失礼するヨ！　これから巨きよ乳にゆうの女子アナとディナーが待ってるのサ！　ハハッ！　ボクの話、よく考えておいてネ！　それじゃあ……バアァ────イ！」

　ヘリが高度を上げ、遠ざかっていく。あたかも怪かい盗とうものアニメみたいなノリで、マッキー・ザ・ラットはパークから去っていった。

　有う無むを言わせぬ、世界一の退場だった。




　マッキーが去ると、すかさずモッフルからの厳しい詰きつ問もんが待っていた。

「三〇〇万？　三〇〇万人ふも!?　いったいどういうことなんだふも!?」

　最近、西也とモッフルとの殴り合いは少なくなっている。仲が悪いなりに、相応の信しん頼らい関係を築いてきたおかげなのだが、このときばかりは胸むなぐらを摑つかまれた。

「いずれ……話そうとは思っていた」

　西也は言った。

「だが話す時期が早すぎると、士気に悪あく影えい響きようが出ると判断したのだ。なんとか三〇〇万人への目め処どが立ったところで、まずおまえに説明しようと──」

「目処なんて立つはずがないふも！」

　モッフルは声を荒あらげた。

「三〇〇万人ふもよ!?　どれだけ無茶か、わかってるふも!?」

「わかっている」

　現状、三〇〇万人を超こえる集客力を持つ遊園地は、日本でも数えるほどしかない。あのマッキーの『デジマーランド』。甘城企画をそそのかしたという『コズミックスタジオ』。ほかに二つか三つ。どう多めに見積もっても五～六の施し設せつだけだ。

　ただの人気だけではない。収容能力そのものも、そこまでの数を想定したパークは少ない。

　先日、『モッフルのお菓か子しハウス』の待機列が問題になったが、そうした日本トップクラスの遊園地は、最初から大勢の客を受け入れることが可能なように設計されている。毎日一万人の客をさばくために、様々な工く夫ふうがこらされている。

　甘ブリは違ちがう。

　最大でも、せいぜい年間一〇〇万人くらいまでしか考えられていない。そういう造りになっている。施設はもちろん、従業員の勤務体制もだ。

　現状、今年度の甘ブリはおそらく一五〇万人くらいの動員数は確実な人気を誇ほこっているが、すでにたくさんのところで歪ゆがみを抱えている。待機列での熱ねつ中ちゆう症しよう患かん者じやが出たのもそのひとつだ。このままでは、ほかにもたくさんの問題が噴ふん出しゆつするだろう。機材の故障や、キャストの疲ひ弊へいや、飲食店の不足……。女性用トイレですら、無視できない列が生まれはじめているのだ。

　ましてや、三〇〇万人など。

　そこまでの集客も不可能だし、もしそんな数の客が来ても、対応すること自体が不可能だ。モッフルが激げき怒どするのも無理はない話だった。

「どうしてそんな条件を引き受けたふも!?」

「ほかに手がなかったのよ」

　西也の代わりに、いすずが答えた。

「本当なら、従来の条件でモルマートへの売ばい却きやくができるはずだったわ。でもあの日……ルブルムやタラモたちが仲間に加わったあの日の交こう渉しようで……急に甘城企き画かくが条件を変えてきたの。もしあそこで断っていたら……第二パークの売却そのものが白紙になっていたでしょうね」

「もっふ……」

「そうしたら、甘ブリうちは三ヶ月前に破は綻たんしていたわ。売却契けい約やくが成立したから、メープル銀行もお金を出してくれたし、いまこうして様々なリニューアルを打ち出すことができる。西也くんの判断は、間違ってなかったとわたしも思うわ」

　あの売却劇について、ここまでいすずがはっきりと自分の考えを述べたのは、はじめてだった。これまでは、西也の前でも懸け念ねんや不安くらいしか言わなかったのだ。

「いつも彼が言っているでしょう？　『溺おぼれている者が、つかまる岸の心配などできない』と。いまのパークは、見えない岸をようやくつかんだ──ただそれだけなの」

「……わかったふも」

　さすがに頭が冷えたのだろう。モッフルは西也から手を離はなした。

「それで、どうするつもりふも」

「なにがだ？」

「決まってる。マッキーの提案ふも。奴やつらの傘下に入って、支し援えんを受けると……」

「ああ……」

　西也は黙もつ考こうした。

　マッキーの提案は、実のところ悪い話ではない。いや、甘ブリの現状を考えると、ほとんど『渡わたりに船』とでもいったところだ。

　なにしろ、マッキーの『デジマー・グループ』は巨きよ大だい資本だ。おそらく世界で最大レベルのコンテンツ力もある。資金問題も一挙に解決するだろうし、集客についても──うまくすればあと半年で、三〇〇万人の達成が可能になるかもしれない。

　先ほどマッキーが言っていたいくつかの話──人気作品のアトラクションや、レアグッズの販売など──それだけでも、とてつもなく強力な集客力になるだろう。

　収容能力の問題についても、ノウハウの提供が受けられるかもしれない。

　むしろマッキーの助け船に乗らないことには、来年度の甘ブリの生存はありえないとすらいえる。

「考える価値は……あるな」

　西也は控ひかえめな言葉を選んだ。

　数ある検討要素のひとつ。そこまで心惹ひかれてはいないが、考えてみてもいい程度のプラン。

　それでもその場の二人は、不ふ穏おんなものを感じ取ったようだった。

「もっ……！」

「本気なの？」

　モッフルが何か言いかけたのを、いすずが遮さえぎった。

「もしそうなったら、どうなるか。あなたも支配人代行になって五ヶ月だから、想像できるでしょう？　甘ブリうちは甘ブリうちではいられなくなるわ」

「パークの名前くらいなら、どうでもいいだろう」

「いいえ。そういうことじゃないわ。うちを傘下に入れて、あのマッキー卿きようが甘い顔をするとは思えない。パークの名前ですら、変へん更こうを余よ儀ぎなくされるでしょうね。せいぜい『甘城デジマーパーク』といったところかしら。いえ、これだって甘い希望かも」

「それでパークが生き残るなら、けっこうではないか？」

「あなたがなにを『パーク』と考えているかによるわね」

　いすずの声はとげとげしかった。

「まず、はっきりと言えるわ。デジマーランドの傘下に入れば、ほとんどのキャストはクビになる。トリケンやワニピー、コダインや未み来らいくんを、マッキーが『必要だ』と判断する？　とてもそうとは考えられない。ミュースたちだって危ないわ。あの四人もがんばってるけど、ダンスのうまさなら、もっといいキャストを揃そろえられるでしょうから。しかも、従順な」

　デジマーランドのダンサーには、ブロードウェイ出身の者さえいるという。世界でもトップクラスのダンサーたちだ。

　ドジもやるしポカもやる。だけど愛あい嬌きようなら負けない──そんな『地元に愛されレベル』のミュースたちが、マッキーご指名のエリート集団にかなうはずもない。ダンスでかなうのはシルフィーくらいだろうが、それだってあのレベルはゴロゴロいる。

「同じように、マカロンもティラミーも危ないでしょうね。彼らはうちの看板マスコットだけど、たぶん撥はねられるわ。デジマーランドの前歴調査は厳しいから」

　元ヤンで離り婚こん歴のあるマカロンや、前科持ちで収しゆう監かん歴のあるティラミー。地上人のゲストに知らされることではないが、それでもデジマーランドは難色を示すだろう。

「モッフル卿は残るでしょうね。前歴はきれいだから。だけど……山ほどの制限を言い渡されると思うわ。今ほど気楽にゲストと会話することはできないでしょうし、たとえ『ララパッチのおまもり』を持っていても、よくいく居酒屋に出入りすることも許されない。それどころか、ほかのキャストとの接せつ触しよくすら禁じられることになるわ」

「馬ば鹿かな……」

　さすがに理り不ふ尽じんを感じて、西也は頰ほおをゆがめた。いくらか厳しくなるとは思っていたが、そこまでとは思わなかったのだ。

「いすずの言うとおりふも」

　モッフルが言った。

「それくらい、デジマーランドの規律は厳しいんだふも。まあ、世界一だからね。あそこに行ったら、ぼくらのほとんどはキャストとして通用しないふも」

「だが──」

「事実ふも」

　厳然とした声でモッフルは言った。

「正直に言うふも。ぼくらとあいつらの差は、高校球児とメジャーリーガーふも。いや、そこまでひどいとは言わないけど、総力的にはそんなものだふも。もしぼくが来週から、デジマーランドに移い籍せきしたとしたら……あそこの末席で通用するかどうかの人気だろうね」

「むう……」

「ましてや、マカロンたちがどうなるか……。あなたも想像できるでしょう？」

　いすずの言うとおりだった。

　デジマーランドのキャストたち──その人気とカリスマは西也だって知っている。ひとりひとりがハリウッドのセレブ俳優かそれ以上だ。

　かなうはずがない。

　パークのナンバー２であるマカロン以下、すべてのキャストたちは、もちろん固定客をつかんでいるし、独特の持ち味で人気もある。だが、それはニッチなレベルでの話だ。いってみればマニア向けの人気であって、もっと大きな世界での人気をつかむのは難しい。

「それだけじゃないわ。会社組織も、いまのままではいられないでしょうね。各部門に向こうから正社員が派は遣けんされてきて、ありとあらゆる案件に口を出される。ライブショーの内容から社員食堂のメニューまで、なにもかもよ。権利関係も全部握にぎられて、グッズの発注先まで指定される。これまで仲良くやってきた業者とは、ほとんど取引できなくなるわ」

「待て。おまえもモッフルも、まるで連中を人でなしみたいに言っているがな。あっちはまっとうな大だい企き業ぎようだ。それなりに厳しいところはあるだろう」

「ええ。彼らの姿勢は尊敬している。そうでなければ、世界一にはなれないでしょうから。でもその体質が、甘ブリうちにはまったく合わないと言ってるの」

「それはまだわからん。それに契けい約やく内容は詰つめればいいし、もっといい条件だって引き出せる」

「そうは思えないふも。向こうは強力な法務チームも持っているからね。足あし下もとを見られて、徹てつ底てい的にやりこめられるのがオチふも」

「そうはさせん！　それに……受けると決めたわけではない。考えてみるだけだ」

「西也くん」

「第一、他ほかにどんな手があるというのだ!?　それが思いつけば、俺だって……」

　西也は言いかけて、思いとどまった。

（俺だって、こんな悩なやんだりなどしない！）

　リーダーが言ってはいけないことだ。ここにいるのがモッフルといすずだけでよかった。ほかの面子メンツに聞かれたら、いたずらに不安をあおる結果になっていただろう。

「いや……忘れてくれ」

　深呼吸する。

「とにかく……この問題は明日あした以降にしよう。きょうの会議がまだ残っているしな……」




　その後の会議や執しつ務むには、どうしても身が入らなかった。

　マッキーからの『提案』はもちろん秘密にしていたし、西也の魔ま法ほうの新発見についてはなおさらだ。

　リニューアルしたエントランスが大成功だということで、甘ブリのキャストたちは喜んでいる。

　今夜はこれから有志で飲み会だそうだ。

「たまには、可児江さんもどうですか？」

　と、『アクワーリオ』のリーダーを務める水の精せい霊れいミュースが声をかけてきた。終業後、事じ務む棟とうビルのそばの自転車置き場。彼女も私服姿だ。

　今夜の飲み会はミュースが幹事なのだという。

「いや、俺は……」

「ええ～？　すこしはみんなと親しん睦ぼくを深めましょうよ！　あたしも可児江さんのお話、もっと聞きたいですし」

「あー、気持ちはありがたいのだが……。学校の宿題があるんだ。今夜のうちに片づけないと」

「そうですか……じゃあ、また」

「すまないな」

　ミュースはぺこりとお辞じ儀ぎすると、バス乗り場の方へと駆かけだしていった。

「来ないの？」

　離はなれて様子を見ていたいすずが、後ろから声をかけてきた。彼女も私服に着き替がえている。ミュースたちの飲み会に出席するつもりなのだろう。

「宿題なんて方便。ミュースだって信じないわよ」

　西也は学校の宿題など、ほとんどやらない。提出日の授業中に片づけている。それにいまは夏休みの直前だ。明日までに片づけなければならない宿題なんて、普ふ通つうに考えれば、あるはずがない。

「まあな。……みんなが楽しむのは結構なんだが、その場に俺がいたら、職場のグチもこぼせないだろう」

「……そうかもしれないわね」

「せいぜい羽をのばしてもらわないとな」

　それにきょうは、みんなの笑え顔がおを見るのがしんどい。

「じゃあ、わたしも行かないわ」

「どうしてだ？　おまえはいつも出席しているだろう」

「あなたにも羽をのばしてもらわないと。先日、おいしいラーメン屋を見つけたの。一いつ緒しよにどうかしら」

　珍めずらしい誘さそいに、西也はすこしの間きょとんとした。

「ラーメン屋？」

「ええ。甘城街かい道どうに先月オープンしたのよ。目玉はモロキュウラーメン。コッテリ風味の豚とん骨こつスープに、キュウリがまるごと三本入っているわ」

　湯気をたてるどんぶりの中、チャーシューの横に『どでん』と鎮ちん座ざしている三本のキュウリを想像して、西也は困こん惑わくした。

「それは……果たしてうまいのか？」

「ええ。とても」

「いや、キュウリの千切りなら、まだ冷やし中ちゆう華かの延長で想像できるのだが……まるごとだろう？」

「そうよ」

「それが、三本？」

「ええ。すばらしいと思わない？」

「まったく思わん」

「……そう」

　心なしか目を輝かがやかせていたいすずが肩かたを落としたので、仕方なく西也はそのラーメン屋に行くことにした。仕事以外で、こうしていすずが誘ってくるのも珍しいことだし……。

　自転車に二人乗りして一五分。

　着いたラーメン屋は、潰つぶれていた。シャッターの張り紙──『閉店のお知らせ』の文面から察するに、開店からわずか一ヶ月だったようだ。

　いすずは衝しよう撃げきに震ふるえている。

「こんな……こんなはずは……」

「うん、まあ……仕方ないだろう。モロキュウラーメンとか。ありえんし」

「だとしたら、この世界がありえないのよ。あのラーメンの良さがわからないなんて」

「俺にはおまえの味覚センスがよくわからん」

　けっきょく、二人ではす向かいの牛ぎゆう丼どんチェーン店に入っただけで、その日はお開きになった。いすずはラーメン屋の廃はい業ぎようについてのグチばかりで、あんまり実のある話にはならなかった。マッキーの来訪についての件も、ほとんど話題にならなかった。

　とはいえ、いまの西也にとっては、その方がすこしは気が楽になるくらいだった。







　　　すずらん商店街　ダイニング居酒屋『愚ぐたみ』にて




「みー！　でね!?　でね!?　その人妻が、会ってみたらとんでもない相手だったんだみー！　びっしり入れ墨ずみ！　そう、背中にタトゥーがびっしりだったんだみー！　もうね、コブラのドミニクちゃんみたいな状態だみー。残り二人の姉妹しまいとあわせたら、古代火星文明の最終兵器だって手に入りそうなタトゥーだったんだみー！」

「もっふ……また若者にはわかりにくいたとえを……」

「それはどうでもいいんだみー！　つまり極ごく妻つまだったんだみー！　極！　妻！　ゴクツマ！　銭湯やプールでお断りの人だったんだみー！」

「おお……気合い入ってるろんねえ。いまどき、なかなかいないろんよ？」

「ふーむ、極妻ふもか……。確かにあの映画は最高だけどね。特に……何作目だったかなあ？　シマ姐ねえさんがサブマシンガン構えて、悪いヤクザにカチ込む場面。和服美女と特とく殊しゆ部隊の歩き方を両立してて、ひそかに感心したふも。上半身がぜんぜん揺ゆれないの。ハリウッド映画のインストラクター（元ネイビーＳＥＡＬｓ）もびっくりふもよ」

「極妻を、そういう目で観みてる奴やつがいたことの方が、びっくりだろん……」

「みー！　話の腰こしを折らないで欲しいんだみー！　ボクの出会ったゴクツマの話なんだみー！」

「……ああ、そうだったふも。それで？」

「そのゴクツマのマンションに行ったみー。晴れて初パッフできそうなところで、旦だん那なが帰ってきたんだみー」

「ほう。普通なら殺されてるところだろん」

「ギリギリでクローゼットに隠かくれたみー。危ないところだったみー」

「で、どうなったふも」

「そしたら、その極道の旦那さんが、奥さんと夜の営いとなみを始めたんだみー。それがなんと！　赤ちゃんプレイだったんだみー。奥さんにおしめを替かえてもらってるところで、とうとうガマンできなくて噴ふき出したの。そしたら、ボクが隠れてるの、バレちゃったんだみー」

「ふむ……」

「もちろんその極道の旦那さん、メチャクチャに怒おこったみー！　土下座してるボクの前ですごんで、指エンコ詰めろとか言ってきたみー」

「オムツつけたまま？」

「みー。オムツつけたまま。裸はだかで、よだれかけつけて。『なんか言ったらどうなんじゃい』ってこづかれたみー。それで、それで。ボク。つい、ね？　自殺行こう為いだとは思ったんだけど……つい……」

「ど、どうしたろん？」

「つい、『ごめんなちゃい』って言っちゃったみー」

「ぶっ、ブハハハハハハハハハハっ!!」

「ぐっ、グヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒっ！」

　モッフルとマカロンが腹を抱かかえて転げ回る。ティラミーは『ＹＥＳ！』と拳こぶしを握にぎる。

「どうみー!?　どうみー!?　おもしろかったみー!?」

「パッフ。その絵が脳内で浮うかんでしまったふも！　ククク……」

「くっそ。その瞬しゆん間かんの、空気の凍こおり付く感じがたまらないろん！　ヒヒヒ……」

「じゃあ、笑ったからそれぞれ五〇〇円みー。ほれほれ。払はらうみー」

「仕方ないふも。ほれ、五〇〇円」

「今回はやられたろん……ほれ」

　モッフルとマカロンが、ティラミーに五〇〇円玉を渡わたす。

「毎度みー！　……ミュースちゃんは賭かけに乗ってなかったから、免めん除じよしてあげるんだみー」

「どうも……ははは」

　同じ卓たくで話を聞いていたミュースは、作り笑いを浮かべるしかなかった。

　ティラミーの話すネタで笑ったら、五〇〇円。笑わなかったら、ティラミーがそれぞれ五〇〇円。ミュースは遠えん慮りよしておいた。

　だが今にして思えば、賭けに乗っておけばティラミーから五〇〇円をせしめることができただろう（別に欲ほしくないけど）。なにしろ彼女には、なにがおもしろいのかぜんぜんわからなかったのだ。あと、なんか下ネタっぽかったし。

（うーん……）

　離れたテーブルでは、同じ『アクワーリオ』の仲間たち──火の精霊サーラマ、土の精霊コボリー、風の精霊シルフィーたちが、キャストの一人ワニピーをからかって盛り上がっている。ワニピーの女性観（というより好みのアイドル）の話をネタにして、主にサーラマが『そんな都合のいい女、いるわけねーっつの！』だの何だの、意地悪く好き放題につっこむ。『そんなことないんだっぴ！　本当に……本当にいい子なんだっぴ！』だのとワニピーが必死に抗こう弁べんして、むしろ墓ぼ穴けつを掘ほる。それでまた盛り上がる。

　なんだか楽しそうだ。できればあっちのテーブルに行きたかった……。

　ミュースが幹事を務めるきょうの飲み会は、総勢で四〇名前後だ。いつもの焼鳥屋『さべーじ』では収まらない人数だったので、近所のチェーン店を予約した。

　なのだが、飲み放題メニューが五段階もあってややこしい上に、未来くんが勝手にワインのボトルを注文した。

　しかも海かい賊ぞくの鉄ひげが手下のオットセイを大量に連れてきたため、予約人数を大おお幅はばに上回り、さらにミュースは大混乱した。気を利きかせたイルカのゲンジュウロウが、近所の別の店にオットセイ一〇名と新人バイトのＡＢＣトリオ、それからサメのジョーを誘ゆう導どうして、どうにか予約人数に収まった。

　しかし混乱の責任者である鉄ひげは、さっそく酔よっぱらって経理部長のアーシェを口説いている。

　まあ大だい丈じよう夫ぶだろう。ああいうときのアーシェのあしらいテクニックは見事なものだ。適当に笑え顔がおで相づちを打ちながら、鉄ひげの杯さかずきにどんどん安酒を注いでいる。たぶん、もうすぐ鉄ひげは酔い潰れるだろう。

　ティラミーの笑い話は続いていたが、ミュースは他の席に問題が起きていないか気を配っていたため、そのヤクザの人からどうやって許してもらったのかは聞き逃のがしてしまった。まあティラミー先せん輩ぱいのことなので、いかがわしい魔ま法ほうのアイテムかなにかを使って難を逃れたのだろう。

　それよりも、となりの席のサーラマたちの話題の方が気になる。

（じゃあさ、じゃあさ。ぶっちゃけ、うちら四人の中だったら、ワニピーはだれがタイプなわけ？）

　サーラマは完全にからかい半分で聞いているのだろう。だがワニピーはその質問を真に受けて、真しん剣けんに考え込んでしまった。

（ぴっ……ぴー。それは……あのう。困るっぴね……。オイラ、ミーヤちゃんに一生の愛を誓ちかってるっぴ）

　ミーヤちゃんとやらは、先ほどから話題に出ているアイドルのことだ。

（それは勝手に誓ってりゃいいじゃん。たとえば、の話よ。ほれ、ほれ）

（しゃべって楽になっちまえよー。カツ丼どん食うかい？）

　などと言いながら、シルフィーがお通しの小こ鉢ばちをワニピーの前に差し出す。

（ぴっ……ぴー……。うーん。それじゃあ……）

　ワニピーがちらりとこちらを見る。別のテーブルのミュースのことを。

　え。まさか。それ困る。

　そう思った直後、ワニピーは言った。

（うーん。『アクワーリオ』の四人だと、オイラはコボリーちゃんがタイプっぴ）

（あはははは！　だと思った！　だと思った！　黒くろ髪かみロング！　黒髪ロング！）

　とサーラマがケタケタ笑い、シルフィーが『どーん！』とコボリーを指さす。

　当のコボリーは困った笑顔で『そ、そんな……あんまりおだてないでくださいよー』だのと両手を振ふっている（正しい対応）。

　うーん。一瞬『まさか』と思った自分が情けない。ワニピーがどうのというより、こういうときの自意識過か剰じようなところが情けない。

　そういう意味では、可児江さんのことも笑えないよね、あたし……。

　ミュースがどんよりしていると、同じテーブルのマカロンが言った。

「そういえば、可児江くんは来ないろん？」

「へ？」

「可児江くん。誘さそうって言ってたろん」

「あ……え、ええ。でも、宿題があるとかで。遠慮するそうです」

「みー。可児江くん、一度も来たことないよね。ボクも何度か『さべーじ』に誘ったことあるみー」

「もっふ……支配人代行だからね。あえて距きよ離り置いてるんじゃねーの？」
















　ジョッキの中のホッピーを飲み干し、モッフルが言った。

「そうなんですか？」

「うん。あいつなりの責任感ふも。おおかた、リーダーは孤こ独どくでいるべき……とか思ってるふもよ。そんな俺様カッコいい！　とかいう気分もあるかもしれないけど。まあ、西也らしいっちゃらしいふもよ」

　モッフルの言わんとすることが、きょうの彼女──飲み会の幹事をやっているミュースには、ほんのわずかだが理解できた。いや、一度の幹事なんかでわかるわけもないのだけれど、おぼろげに想像できたのだ。

　不意にミュースは、可児江西也がこの場にいないのが、ひどく寂さびしいことのように感じた。

「でも、たまには来てくれたって……」

「まあね。ともかく、いずれにしても今日は無理ふも」

「どうしてですか？」

「ちょっと、パークの懸けん案あん事じ項こうができたの。あいつも一人でいろいろ考えたいはずふも」

「はあ……」

「ちょっと待つみー！　一人って言ったけど……そういえば、いすずちゃんも来てないみー！　これはどういうことみー!?」

「あ、はい。いすずさんも……きょうはキャンセルだそうです。学校の宿題があるそうでして」

「いすずちゃんも『宿題』ろん？　この時期に？　なんか怪あやしいなあ……」

「みー。これはひょっとすると……アラモにご一いつ泊ぱくかもしれないみー」

　マカロンとティラミーが、同時にいやらしい笑いを浮かべた。

「やめるふもよ」

　かたやモッフルは、渋じゆう面めんで言った。

「相談事のいくつかはあるかもしれないけどね。おまえらも、あの二人がクソ真ま面じ目めなのはよく知ってるふも？」

「みー。でもでも、真面目なのと情熱の炎ほのおが燃えるのとは、話が別だみー」

「確かにあの二人はお似合いだろん。くっつきゃいいのに」

「もっふ。まったく……」

　それから三匹びきは、別の話題に移っていった。最近公開された戦争映画の話なので、ミュースにはさっぱりわからなかった。

　ただ、マカロンの言った『あの二人はお似合いだろん』という言葉が頭の中に残り続けて、彼女はほんのすこしモヤモヤした。







　　　２：西せい也やの休日







　翌朝、西せい也やは目を覚ますなり気分が悪い自分に気づいて、二度ほどトイレで吐はいた。

　最初は食中毒かなにかかと疑ったが、そういうわけでもなさそうだった。メッセージでいすずに『具合はどうだ』と告げたところ、彼女の方はそうでもないようだったからだ。

　きのうはいすずと同じものばかり食べていた。朝は甘あまブリの社員食堂のＡ定食。昼はいすずが作ってきてくれた弁当。夜は一いつ緒しよに入った店の牛ぎゆう丼どん。

　どうも食べ物のせいではないらしい。だとしたら、精神的なものか？　なるほど、それなら山ほど心当たりがある。

　本当はそのまま寝ねていたいところだったが、歯を食いしばって身み支じ度たくして、水だけ飲んで出勤した。

　パークへの長い上り坂を自転車で行く自信はなかったので、電車とバスを使った。電車はともかく、バスは最悪だった。

　途と中ちゆうの停留所で降りて吐きまくるしかなかったので、いすずに『バスに乗り遅おくれた。一五分遅ち刻こくする』とメッセージを送った。いすずからは『了りよう解かい。きょうは休んだらどう？』と返事が来たが、そうはいかなかった。きょうは大事な会議がいくつもある。

　次のバスに乗ってなんとかパークにたどり着き、従業員用のゲートをくぐると、警備部長のオークロが挨あい拶さつしてきた。

「おはようございます、可か児に江えさん！　きょうもいい天気ですね！　……あれ？　きょうは自転車じゃないんですか？」

　脳天気なその様子から察するに、どうやら演技は成功したようだ。西也は『ああ。ブレーキの調子が悪くてな』とだけ言って、事じ務む棟とうビルへと急ぐ。

　途中で出勤中のサーラマに出会った。短く挨拶したが、彼女はすこし不ふ審しんに思ったようだ。『だいじょぶ？　顔、青いけど』と言ってきた。相手がサーラマなので、すこし油断してしまった。

「ああ。大だい丈じよう夫ぶだ」

　そうとだけ答え、西也は事務棟ビルに入り、二階のトイレでもう一度あえいだあと、慎しん重ちように口をゆすいで、執しつ務む室に入った。

　すでにいすずは秘書席に腰こしかけ、キーボードを叩たたいていた。

「西也くん」

　いつもの制服姿だ。メープルランドの近この衛え隊の夏服。金モールのついた赤いノースリーブのシャツに、ダークグレーのスカート。

「大丈夫？」

「なにがだ？」

　あえてとぼける。

「具合……」

「ああ。なんともなかった。きのう帰ったあと、藍あい珠す姉さんに何なん杯ばいか付き合わされてな。そのせいだったみたいだ」

　飲んだくれの同居人の名前を出す。あの若い叔お母ばのことは、いすずも知っているはずだ。

「そう」

「それより、デジマーランドからなにか言ってきてるか？」

　まだ不審そうだったが、いすずはすぐに自分の仕事を思い出したようだ。自分のＰＣのディスプレイに目を落とす。

「……メールが来てるわ。マッキー卿きようではなくて、彼の部下の弁護士から。きのうの提案の、細かい部分についてよ」

「内容は？」

「そうね……おおむね、わたしやモッフル卿の心配していた通りの条件で……。まだ大ざっぱな内容だけど、厳しいものになるでしょうね」

「そうか……」

「転送しておいたわ。見る？」

「ああ」

　自分の執務席に座って、ＰＣを起動する。ＰＣはずいぶん古い機種だ。うんざりするほどゆっくりな起動時間の間に、西也は支配人の制服に着き替がえ終わってしまう。パーティションのおかげで、いすずからこちらの着替えは見えない。

　席について、メールを確かく認にんする。

「…………」

　いすずの言う通り、ひどい内容だった。

　すこしはましになっていた胃のむかつきが、ひどくなってくるのを感じた。

　まず、甘ブリが保持しているキャラクターの権利は、すべてデジマーグループのものとなる。映像化、商品化などはデジマーグループの自由。モッフルの顔イラストひとつを看板に使うだけでも、まずはグループの許可を必要とする。

　次に、この甘ブリ──法人名では『メープル興業』の大おお幅はばな組織改編。現在の部署はすべて改編され、より細分化した組織になる。そしてすべてのセクションの長に、デジマーグループからの出向社員が就任する。たとえば営業部長のトリケンは解任され、デジマーグループの社員が後任になる。

　さらに、パーク内のアトラクションの『統合整理』。収益のよくないアトラクションは即そつ刻こく廃はい止しされ、代わりにデジマーグループの強力なコンテンツを利用した新アトラクションを建設する（もちろんそれにはモグート組を利用）。アトラクションの企き画かく内容も、デジマーグループが『提案』。

　こんなのは序の口だった。

　パーク運営のありとあらゆる要素について、デジマーグループからの厳しい統制と指示が入ることになる。そして西也の『支配人代行』という役職も、ほとんどお飾かざりのような立場になり、ラティファとの折せつ衝しよう役を務めるのがせいぜいで──しかもデジマーグループは、その気になれば西也を解任することもできる。

　グッズの収益についてもだ。パーク側の収益はこれまで三〇パーセントだったのが、今後は五パーセントになる。二五パーセントは、デジマーグループに。

　また各アトラクションには大手の広告代理店を通じてスポンサー企き業ぎようがつく。それはもちろん大きな資金源となるが、同時にこれまでのスポンサーは排はい除じよ。キャストのだれを使うかについても、新たなスポンサーの要望が取り入れられることになる。

「どう？　やりたい放題でしょう」

　屈くつ辱じよくをこらえているのだろう。いすずが震ふるえる声で言うと、西也は苦く笑しよう混じりのため息をついた。

「どうかな。これが本気というわけではなさそうだ」

「？」

「これは交こう渉しよう前の『ふっかけ』だろう。なるべくいい条件で契けい約やくしたいと思ってはいるだろうが、本気でこんな無茶が通るとも思っていないはずだ。あとはこれからの交渉次し第だいだな」

「それは……そうかもしれないけど」

「まあ、足あし下もとを見られているのは確かだが。なにしろマッキーはこちらの三〇〇万人問題を知っているのだ。藁わらにもすがりたい状じよう況きようなのはわかっているだろう」

「ええ。でもその上で……こんな条件なんて。腹が立つわ」

「向こうだって慈じ善ぜん事業ではない。俺がマッキーの立場なら、同じようなことをしただろうさ」

「それで、どうする気？」

「そうだな。どうしたものか……」

　努めてのんきな声で言う。

　ＰＣ画面から目を離はなして、背後の窓から外を見た。考え事をするときに、液えき晶しよう画面をにらんでいるのはよくない。

　この事務棟ビルは背が低いし、パークとの間には木々が生おい茂しげっているので、オンステージの方はほとんど視界に入らない。ただし、大観覧車だけは見える。

　本当なら、観覧車の中であれこれ思案したいところだった。パーク全体を見み渡わたして、じっくり吟ぎん味みしたい。だがこれから開演時間だし、そもそも自分は高所恐きよう怖ふ症しようだ。

「……千せん斗と。きょうの予定はキャンセルできるか？」

「キャンセル？　全部？」

「ああ。どうしても外せないものがあるなら、仕方ないが……」

「どうかしら……待って。会議は明日あした以降に回せると思うわ。代理店との打ち合わせも……わたしとトリケンが代行はできると思うけど」

「では、それで頼たのむ」

　西也はパーティションの陰かげに隠かくれると、制服を脱ぬいで、私服に着替えなおした。

「帰って休むの？」

「いや。……すこし、ぶらついてみる」

「？」

「きょうはサボる」




　西也のサボる宣言を聞いても、いすずは一言も不平を漏もらさなかった。『その方がいいと思うわ』とさえ言わなかった。

（わかったわ）

　それだけ言って、執務室を出ていく彼を見送っただけだ。

　まず西也は医務室に行って、一時間ほど寝てみた。サボると決めて寝たおかげか、案外気分がすっきりした。

「すごいいびきだったわよ」

　メディックのペギーおばさんが言ってきた。まあ、見た目は二頭身のタヌキなので、おばさんなのかどうかも西也にはよくわからなかったが。

　西也は礼を言ってから医務室を出て、そのまま徒歩で従業員用ゲートに向かった。

　夏だ。暑い。空が青い。

　従業員用ゲートを出て、そのまま都道を東へ。五分ほど歩くと、ゲスト用のゲートが近づいてくる。

　まだ開園から一時間半くらいだったが、チケット売場にはけっこうな行列ができていた。西也はふらりとその列の最さい後こう尾びに並ぶ。

　日ひ除よけの天幕と扇せん風ぷう機きがあるおかげで、まあ耐たえられないほどの暑さではなかった。設置するよう命じておいてよかった。

　一〇分ほど待たされて、自分の番がくる。

「高校生一人。フリーパスで」

　窓口でチケット販はん売ばいをしていたキャスト──ドロッ子さんがきょとんとする。

「可児江くん？　なにしちょるの？」

『ドロッ子さん』は女性のリアルキャストだ。頭はキャンディードロップで、首から下は長いスカートのセーラー服。昭和のころのスケ番風だ。意味不明な組み合わせなのだが、意外と、地味に人気がある（理由は西也にもさっぱりわからない）。

　武器はヨーヨー。決めゼリフは『舐なめたらいかんぜよ！』。魔ま法ほうの国のひとつ『マンパンアン王国』の出身だそうだ。ドロッ子さんと同じように『頭が食べ物』の同郷キャストは、甘ブリに何人もいる。

「きょうは客になることにした」

「はあ？」

「いいから、さっさとパスをくれ」

　きっちりと、一日フリーパスの代金を払はらう。高校生割引で四五〇〇円。遊園地としては普ふ通つうの金額──いやむしろ良心的とすら言える額だが、やはり負担は感じる。三〇円だった時期があることを知っていると、なおさらだ。

「だれにも言うなよ」

　小声でドロッ子さんに告げる。業務用のＳＮＳなどで、ほかのキャストたちに告知されるのは面めん倒どうだ。抜ぬき打ちテストかと思われてしまう。

　西也は本当に客になるつもりだった。頭を空っぽにして、このパークを回ってみるのだ。

　今年の三月、いすずと二人で『デート』としてこのパークに来た時に戻もどりたかった。あれからなにが変わったのか？　そして変わっていないものはなにか？　もしかしたら、なにかの糸口が見つかるかもしれない。

　フリーパスを受け取り、ゲートをくぐって、エントランス・スクエアに。

　白はく亜あの建築物群が、西也を出で迎むかえた。夏の青空との、見事なコントラスト。音も匂においも、すべての空気が一気に変へん貌ぼうする。

　パークは西也を全力で出迎えていた。視界に映るすべてのものが、元気よく『ようこそ！』と告げている。周囲のゲストもきのうと同じ。みんなたちまち明るい顔になっている。

（うむ）

　まあ当然だ。この俺が、こうなるようにちゃんと作ったんだし。

「ろーん！　ろん、ろん、ろーん！」

　大勢の子供に囲まれ、バイオリンを演奏しながら、マカロンが近づいてきた。そしてこっそり耳打ちしてくる。

（可児江くん、私服姿なんかで、なにやってるろん？）

　抜き打ちテストに身構えているというより、純じゆん粋すいに不思議そうな様子だった。

（なんでもない。さっさと仕事に戻れ）

（へいへい）

　マカロンは何事もなかったかのように西也から離はなれ、バイオリンの演奏を続ける。横ではバイトの女子大生安あ達だち映えい子こが、記念撮さつ影えいを希望するゲストに、順序よく誘ゆう導どうし整列してもらっていた。

　映子も西也に気づいていて、はっきりと会え釈しやくする。周囲のゲストもそれに気づく。

（いかんな、どうも……）

　やはり、ただの客になるのは難しそうだ。エントランス・スクエアの周囲にあるショップに入っても、マーチャンダイズ責任者のマーチャンやらその部下のキャストやらが声をかけてくる。カフェに行ってもフード責任者のニックやらその部下やらが声をかけてくる。

　そのたびに、周囲のゲストが『このイケメンさん、関係者なのかな？』とこちらに注目する（なにしろ自分はイケメンだし。しょうがない）。考えもなしに来てしまったが、やはりこのパークで『ただの客』になるのは無理そうだ。

　四五〇〇円は惜おしいが、おとなしくバックステージに戻ろうか……と思った時に、背後から声をかけられた。

「可児江さま？」

　ふりかえると、見知らぬ少女が立っていた。最初は、ゲストの一人のように見えた。小こ柄がらで黒くろ髪かみのセミロング。夏らしいカットソーにフレアスカート。

「？」

「こんにちは。わたしがわかりますか？」

　見覚えはない。だがすぐにわかった。

「あー。……ひょっとして……ラティファか？」

　こちらに向けられているのに、どこか定まらない視線は、彼女が盲もう目もくなのを示している。気品と愛くるしさを兼かね備えた顔立ちも、彼女と同じ。そして何より、西也を『可児江さま』と呼ぶ女の子は世界で一人しかいないだろう（いや、どこか知らないところで、ひそかに自分をそう呼ぶ女もいるかもしれないが！）。

　あと、声がそのまんまラティファだし。

「ご名答です！　ふふ……。びっくりしましたか？」

「あ、ああ……。その格好は？　髪……まさか切ったのか？」

「いいえ。これは『ガーリーの肉じゅばんＬＴ』です」

「ＬＴ？」

「ライトのＬＴです。ウィッグみたいなものでして。モグート族のタラモさんが、お忍しのび用に作ってくれたんです」

「ふーむ」

「これを取ると、この通りです」

　すぽん、と黒髪を取る。服装は変わらないが、いつものラティファの、ボリュームたっぷりのブロンドが現れた。光の飛ひ沫まつさえ飛んでいそうな神こう々ごうしさだ。

「わ、わかった。戻してくれ。目立つ」

「あ、すみません」

　店内の客の視線が集まる前に、ラティファはいそいそと元のかつらを着けなおした。たちまちすっきりした黒髪のセミロングに戻る。毎回思うが、いったいどんな物理法則なのやら。

「ここまではモグート族の方に連れてきてもらいました。みなさん、お忙いそがしいでしょうし……」

　ラティファが不自由なく歩き回れるのはメープル城の中だけだ。外に出るときは、だれかが案内する必要がある。見れば、業務用の扉とびらがすこしだけ開いていて、その隙すき間まからモグート族の一人──ヘルメットをかぶったモグラ型のマスコットがちらちらと手を振ふっていた。

「なるほど……」

「いすずさんから教えてもらったんです。可児江さまが、おひとりでパークを視察するみたいだって」

「千斗が……？」

「はい。それで、忘れ物があるから、届けてほしいと言われまして……。こちらです。可児江さま用の『ガーリーの肉じゅばんＬＴ』です」

　ラティファが紙かみ袋ぶくろからマスクを取り出した。人間の頭のマスクだ。ちょっとグロい。

　ああ、なるほど。お忍びでうろつくなら、これを着けろということか。気の利きくことだ。ありがたい。

　西也は前にも同じアイテムで、自分の高校の男子生徒に化けたことがある。要領はわかっているので、マスクを受け取りさっとかぶった。

　そばにあった鏡を見る。

　フツメンのメガネ男がそこにいた。なんとなく唇くちびるが厚ぼったいし、目もしょぼついているが……まあ、文句は言うまい。なにしろ目立たないのがありがたい。

「どんなお顔なんですか？」

　ラティファがたずねてきた。興味津しん々しんのようだ。

「うん。まあ……普通だな。可もなく、不可もなくといったところだ。超ちようハンサムのこの俺様と比べるのもバカバカしいが」

「たまにそう仰おつしやいますけど、可児江さまのお顔を知らないものでして……」

「ふふん。声の美しさで想像しろ」

「はい。そうしてます」

　またラティファはにっこりと笑った。変装していても、やはり愛らしい。

「さて。そういう格好で来たということは、俺と一いつ緒しよにうろつきたいということだな？」

「はい。ご迷めい惑わくでなければ、ですけど」

　これもいすずの計らいなのだろう。パークを歩くなら、ラティファを連れて行け、と。その意図が西也には今一つわからなかった。

　本当は自分がついてきたかったのに、秘書の仕事で抜けられないからだろうか？

　それとも、ラティファにもたまには楽しんでほしいからか？

　どうせ俺が一人でクヨクヨ悩なやむだけだろうから、だれかを同行させるべきだと思ったのか？

（まったくわからん……）

　何度か『千斗は俺に気があるのでは？』と思ったことがあるのだが、こういうことがあるたびに真しん偽ぎがわからなくなる。自分に気があったら、こうしてラティファを同行させるとは思えないし……。

（ええい、もう知るか）

　西也は小さく首を振ってから、もやもやした思いを振り払った。

　咳せき払ばらい。

「体調はどうなんだ？」

「あ、大だい丈じよう夫ぶです」

「無理はするなよ」

「はい」

「よし。では……久しぶりに二人で歩くか」

「……はい？」

　ラティファが怪け訝げん顔をして、それから曖あい昧まいな微び笑しようを浮うかべた。

　そうだった。前にラティファとパーク内を歩いたのは、まだ三月だった。彼女が記き憶おくを失う前だ。『いまのラティファ』にとっては、西也とこうしてパーク内を歩くのは初めての経験になる。

「あー……。いや、なんでもない。行こう」

「はい！　デートみたいですね。ふふ……」

「そうだな。うーん……そのつもりで行こう」

　ラティファの右手をそっと握にぎって引っ張る。ほとんど抵てい抗こうなく、その仕草ができた。

　デートのつもりで。

　それでいいだろう。そもそも、一人で遊園地をうろつく男子高校生というシチュエーションそのものが、あまり一いつ般ぱん的ではない。キャスト連中に声をかけられるのと同様、一人なのも不自然な気分だったのだ。

「まずは……そうだな。ワイルド・バレーでも行くか」

「はい！」

　手をつないだまま、二人は歩き出した。




　矢や継つぎ早ばやにリニューアルを繰くり返している現在のパークを、その目で見てもらうことができないのは残念だったが、それでもラティファは楽しそうだった。

　キャスト連中のほとんども、二人には気づかない（何人か、勘かんのいい連中はラティファを見て怪訝顔をしていたが）。

　西也もその点においては楽しかった。

　なによりいまのラティファは──

　その。うん。なんだ。

　とてもかわいい。

　いつものお姫ひめ様さまスタイルも、もちろん高貴で美しくて、会うたびはっとさせられるのだが、やはり浮き世離れの感は否いなめない。いまの彼女はもっと親しみやすくて、安心できる。『普ふ通つうの子』と形容するには、ちょっときれいすぎるのだが、だとしても原宿の表参道あたりなら見かけることがあるくらいの子だ。清らかなロングドレスと銀のティアラで着き飾かざったブロンドの王女様は、いくら表参道でも見かけない。
















　アトラクションはどれも混雑していた。普通に並べば三〇分から一時間待ちだ。

　秘境探検ものの『トゥーン・レンジャーズ』は素す直なおに並んだ。だがそれ以上、ラティファを暑い中で並ばせたくなかったので、その後はひそかに支配人特権を使ってファストパスを取るしかなかった。自動発行機に自分のＩＤカードを入れると、それだけで自由にファストパスが取れる。

　だがラティファはすこし後ろめたそうだった。

「普通のお客様に申し訳ないのでは……」

「かまわんさ。いつもヒイヒイ言ってるんだ。今日くらいはいい思いをさせてもらおう」

「はあ……」

「それより、つらかったら言ってくれよ？　暑さでバテられたら、モッフルに殺される」

「うふふ……。あ、それだったら！」

「？」

「モッフルさんのところに行くのはどうでしょうか？　わたしたちに気づくかどうか、試ためしてみたいです」

　それはおもしろい提案だった。

「そうだな。行ってみるか」

　手を引いてソーサラーズ・ヒルに向かう。『モッフルのお菓か子しハウス：ブラッド＆バレット』に入り、凶きよう暴ぼう化したいたずらネズミとドンパチ。

　最後の部屋『ハンバーガー・ホール』でモッフルが現れた。仕事で必死なのか、昨夜の飲みで疲つかれているのか、モッフルはラティファにもまったく気づいていない。

「もっふ！　もふ、もふ！　もっふー！」

　機き関かん銃じゆうを手に、モッフルは士気を鼓こ舞ぶする。ラティファはあわあわと銃を撃うつ。西也もほかのゲストと一緒に撃ちまくり、ラスボスを撃げき破は。

　ラティファのスコアは下から三番目だった。八人中、六位である。むしろ目が見えないのに、この順位はすごい。

「心の目で狙ねらいました！」

　と、ラティファは言った。

「いえ、冗じよう談だんです……。いたずらネズミさんが出るところは、そのちょっと前にモーター音がするものですから……その方向に見当をつけて撃ちました」

　西也にはそんなモーター音など、まったく聞こえなかった。ほとんど座ざ頭とう市いちの世界である。このお菓子ハウスに何度か通ったら、ラティファのスコアはすごいことになりそうだ。

「もっふ。もっふ……」

　最後の記念撮さつ影えいの部屋でも、モッフルはラティファに気づいていなかった。普通のゲストへの対応である。

　そのまま出て行くのもつまらないと思ったのだろう。ラティファは最後にモッフルに寄り添そい、『お疲れさまです、おじさま』とささやいていた。

「もふ。……え？　ラティ……なに!?」

　驚おどろくモッフルを置き去りにして、西也とラティファはお菓子ハウスを後にした。出てから大笑い。こんなに天真爛らん漫まんに笑うラティファを見たのは、もしかしたら初めてかもしれない。

「びっくりしてましたね」

「ああ。本気で『びくっ！』としていたな。いいリアクションだった」

「うふふ……でも、あとで謝らないと」

「謝罪などいらん。なにしろこちらが客なんだ」

「まあ！」

　そういって彼女はさらに笑った。

　その後も二人はデートを続けた。

　ラティファは楽しんでいる。心から楽しんでいる。

　それが強く感じられて、西也はずいぶんと救われた気分になった。

「楽しいみたいだな。よかった」

　手て頃ごろな売店で買ったクレープを食べながら、西也は言った。けさは最悪の胃腸の状態だったのに、いまでは生クリームを口にしても平気だった。

「ええ。とても」

　ラティファがほほえんだ。

「可児江さまは……いかがですか？」

「もちろん、俺も楽しい」

　自然に言ってみたつもりだったが、どこかぎくしゃくした答えになってしまった。

　自分も楽しんでいる。

　そう思いたいのだが、脳のう裏りから離はなれないのはデジマーランドや自身の魔ま法ほうの件。そしてこのパークの持つ力がどの程度なのか。

　キャストたちの接客や、細かな気配りにばかり目がいってしまう。

　いいところもあった。

　だが、問題もたくさんある。

　たとえば──

　あるキャストは、ベビーカーのゲストにとても気を遣つかっていた。売店でクレープを買って受け取ると、その母親は片手でベビーカーを押さなければならなくなる。そこは傾けい斜しやのついた路面だ。不安定だし、すこし危ない。そのキャストは『あちらのベンチまでお手伝いしましょうか？』と声をかけて、ベビーカーを押してあげる。母親はいたく感激する。

　そのキャストがシフト交こう替たいすると、ほかのキャストは同じことをしない。……というより、気づいてすらいない。立ち往生してきょろきょろしている似たような母親が、目にも入っていない様子だ。赤あかん坊ぼう連れの母親の不自由が想像できないのだろう。

　できないキャストに腹を立てはしなかった。西也はただ、暗あん澹たんとした気分になる。

　今年度から西也の指示で急ごしらえされた接客マニュアルには、こうある。

『常におゲ客ス様トの気持ちを考え、不便がないか気を配ること』

　先ほどのキャストはそれに成功している。だが交替したキャストはそれができていない。あの程度のマニュアルでは、個人の資質に頼たよるしかないわけだ。

　だからといって、すべてのキャストに対して、微びにいり細にわたってうるさく指示を出すわけにもいかない。もしそんな口うるさいマニュアルを作るのなら、相応の時間が必要になるし、それを新人に仕込むには、ただマニュアルを渡わたして『読んでおけ』と告げるだけではまったく足りない。継けい続ぞく的な講義と、専門のスタッフによる努力、意識改革への長い道のりが要求される。

　それはすなわち、高い経費を意味する。いまの甘ブリの財政状じよう況きようでは難しい。

　あのマッキーの率いるデジマーランドは、それができている。ありとあらゆる状況に対応すべく、様々なマニュアルが作成されていて、ヒマさえあればキャストたちにそれらのノウハウがたたき込まれる。

　ベビーカーの母親客への対応など序の口だ。デジマーランドのキャストにとっては、靴くつのはき方や箸はしの使い方くらいのレベルだろう。

「可児江さま？」

　ラティファに呼びかけられて、西也は物思いから引き戻もどされた。

「ああ……なんでもない。さあ、次はどこに行く？」

「そうですね……。では、メリーゴーラウンドはいかがでしょうか？」




　甘ブリにもメリーゴーラウンドはある。

　ソーサラーズ・ヒルのはずれで、あまり目立たない場所だし、サイズもそれほど大きくない。作りもひどく古くさくて、あちこちが傷いたんでいる。

　何頭もの白馬はひづめや尻尾しつぽが欠けているし、馬車は塗と装そうがはがれている。照明もあちこちが壊こわれていて、夜に稼か働どうさせると馬たちの顔に不気味な陰いん影えいが刻まれてしまう。

　可動部に客の衣服が巻き込まれる危険があったり、小さな子供が転落する危険があるので、年ねん齢れい制限が一二歳以上になっている。これでは何のためのメリーゴーラウンドかわからない。

　要するに、リニューアル前の『ダメ遊園地』ぶりが、いまなお色いろ濃こく残っているアトラクションなのだった。

「可児江さまは、お乗りになったことがありますか？」

　閑かん散さんとした入場口の前で、ラティファが聞いてきた。

「いや。視察は何度もしているが。乗ったことはないな……」

　それに高校生にもなった男が、メリーゴーラウンドに乗るなんて、ちょっとはばかられるではないか。

「それにしても、古いな。このパークが開園したころ──三〇年前よりも、もっと古い。ラティファはなにか知っているか？」

「いえ……。おじ……モッフルさんの話では、『甘あま城ぎ遊園』のころからあるそうです。もっとも、モッフルさんも書類で読んだことがあるだけみたいですけど」

「ああ。俺もそのあたりまでは何かで読んだが……」

『甘城遊園』はこの甘ブリの前身にあたる遊園地だ。といっても、一九七〇年代の中ごろに閉園となって、それから一〇年近く手つかずでいたために、当時の資料もいろいろと散さん逸いつしてしまっている。

　実のところ、このメリーゴーラウンドのような『甘城遊園』時代のアトラクションが、どれくらいの数、どのような形で『甘城ブリリアントパーク』に引き継つがれたのかも正確には把は握あくできていない。

「でもこのメリーゴーラウンド、わたしは好きです」

「どうしてだ？」

「匂においがするんです。……アニムスの匂い……ずっと昔から、たくさんの人たちを楽しませてきた匂い。何十年も前のお客様の笑い声が、いますぐ聞こえてきそうなくらいで……」

「ふむ……」

　西也にはさっぱりわからなかった。だがなにしろラティファの言うことだ。あながちでたらめでもないのだろう。

「まあいい。乗るか」

「はい！」

　いつもの自分なら『俺は外で見ているから、乗って来い』だのと言うところだろう。だがいまは顔も変えているし、相手は目の見えないラティファだ。格好をつけずに、きっちりエスコートしておくべきだ。

　彼女の手をとり、二人乗りの馬車へと連れて行く。

「馬車ですか？」

「お姫ひめさまだろう？　だったら馬車だ」

　それに彼女をおんぼろの白馬にまたがらせるのは、どうにも危なっかしい。ラティファは素す直なおに従い、わくわくとしている。

　乗客は西也とラティファの二人だけだった。最近はかなり混雑しているいまのパークでこの客入り。不人気のほどがうかがえるというものだ。

　ビ────、と耳みみ障ざわりなブザーが鳴り響ひびき、メリーゴーラウンドが動き出す。

　まず、ギアの音がひどかった。金属同士のこすれ合うような悲鳴。ガリガリと不安になるような振しん動どう。

　音楽が流れているのだが、駆く動どう音がうるさくてほとんど聞き取れない。あれはたぶんショパンの『革命』なのだろう。

　二人を乗せた馬車が、ガタガタと動く。尻しりが痛くなりそうだ。西也は昔、叔お母ばの藍あい珠すと自転車の二人乗りで、多た摩ま川がわの河か川せん敷じきの砂じや利り道を走ったことを思い出した。

　右前方、無人の白馬は小刻みに揺ゆれるだけで、ほとんど上下していない。

　正直、最悪の乗り心ごこ地ちなのだが、意外なことにラティファは喜んでいる様子だった。

「これは……すごいです！　すごいです！」

「確かに、ある意味これはすごいが……！」

「スリル満点ですね！」

「それはそれで問題だと思うぞ！」

　声を張り上げないと会話もできない。ラティファは変なテンションになっている。メリーゴーラウンドというよりは、ジェットコースター感覚の楽しみ方だ。

　それはそれで結構なことなのだが、内心で西也は苦々しい思いだった。

　いやはや、ここまでひどいとは。

　やはりもっと前に、乗っておくべきだった。これは客に出せたものではない。

　目立つアトラクションではないし、ほかに山ほど懸けん案あん事じ項こうがあったので、西也はこのメリーゴーラウンドを放置してきた。

「楽しいです！　これはこれで！」

「そうだな……うーん。まあ……」

「……ダメですか？」

「いや、そういうわけでは……うーむ……」

　西也はラティファの顔が曇くもるのも気づかなかった。いや、気づいてはいたのだが、それよりもこのダメなメリーゴーラウンドの処置で頭がいっぱいだった。

　修理させるべきか？

　だが、なにしろ修理をしようにも、古すぎる部品だらけなので、特注品を用意する必要がある。当然、予算も相当な金額になる。

　施し設せつ部長のレンチくんは、『かなりひでえよ。ひとまず休止にするべきじゃねえか』などと言っていた。動くには動くのだから、とりあえず稼働させておけ、と西也はそのとき答えた。

　いやいや、失策だった。これを放置していたら、いずれ事故が起きる──

　そう思った直後に、事故が起きた。

　さきほどから右前方で、危なっかしく震ふるえていた白馬──その胴どう体たいを貫つらぬいている支柱が、けたたましい音をたてた。

　支柱の天てん井じよう側に固定されていたはずの金具が壊れたのだ。白馬は一度、大きく沈しずんで耳をつんざくような悲鳴をあげた。壊れて外れた金具──拳こぶしよりすこし小さいくらいのリング状の部品が落下してきて、誰だれもいない白馬の背中にあたり、跳はね上がった。

「…………！」

　金具がこちらに飛んできて、馬車の中に飛び込み、ラティファの頭に直ちよく撃げきした。




　モッフルがその話を聞いたのは、夜のライブショーが終わったときだった。

　ステージ上で目いっぱい愛あい想そを振ふりまき、拍はく手しゆ喝かつ采さいを背に引っ込んで、出演者たちと手を打ち合ったり、『お疲つかれ！』と声をかけあっていると、アシスタントの中ちゆう城じよう椎しい菜ながおずおずと近寄ってきた。

「モッフルさん。実はお話が……」

「なにふも？」

「あ、あの。しゅしゅしゅ、ステージの前に、みょうもう連れん絡らくは受けていたんです。でも、モッフルさんの集中を乱すのも……どうかと思いみゃまして」

「いいから、要点を言うふも」

「と、取り乱すと思ったんでしゅ」

「ふん。このぼくが取り乱す？　見み損そこなわないでほしいふもよ。さあ言え」

「ラティファさんが、怪け我がをされたそうです。お忍しのびで乗ったメリーゴーラウンドの事故に巻き込まれて……」

　モッフルは全力で取り乱した。

　飲みかけのミネラルウォーターを『ぶ───っ！』と噴ふき出し、あたふたと舞ぶ台たい裏うらを行ったり来たりして、スマホを取り出し誤操作を繰くり返した。

「きゅ、救急車！　救急車を呼ぶふも！　何番だっけ!?　そう……９１１！　９１１ふも！」

「それはアメリカの番号です」

「じゃあ１１８！」

「それは海上保安庁です」

「へえ、そうなんだふも……。じゃなくて、えーと、えーと……！　０３‐３２３８‐＊＊＊＊！」

「それは富ふ士じ見み書しよ房ぼうの編集部です。っていうか、なんでそんなの登録してあるんですか。とにかく落ち着いてください……！」

「でも！　でも！　もっふ！」

　むしろ椎菜の番号知識の方が異常だったが、そんなことなど考えもせず、モッフルはおろおろした。

「そ、そうだふも。ラティファはどこ？　容よう態だいは!?　意識はあるふも!?」

「メープル城のお部屋です。軽傷ですけど、意識の方は……ちょっと、聞いてません」

「もっふ！」

　すぐさま地下通路──メープル城へと続くルートに駆かけだしていくモッフルの背中に、椎菜が叫さけんだ。

「待ってください、モッフルさん！　残りの業務、椎菜の代役でかまいませんよね!?」

「も──っふ！」

「それ、肯こう定ていなんですか!?　否定なんですか!?　あの、あの！」

　かまわず階段を駆け下りて、モッフルは地下通路をダッシュする。

　そういえば、メリーゴーラウンドで不具合が起きて、運行を休止したという通知が夕方にあった。事故だとは聞いていなかった。まさか、あれにラティファが乗っていたというのだろうか……？

　きっかり二分でメープル城のラティファの居室に到とう着ちやくする。

「ラティファ！　無事ふも!?」

　軍か警察の特とく殊しゆ部隊みたいな勢いで扉とびらを蹴けり開け、部屋に飛び込む。

　応接椅い子すに座ってお茶を飲んでいたラティファといすずが、モッフルを見てきょとんとしていた。

「モッフル卿きよう」

「おじさま？」

　ラティファはケロリとしていた。おでこの右のあたりに大きめの絆ばん創そう膏こうが貼はってあるだけで、私服姿だった。昼にお菓か子しハウスを訪おとずれたときと同じ格好のままだ。

「じ……事故で怪我をしたと聞いたふも。だ、大だい丈じよう夫ぶふも？」

「はい。ちょっとびっくりしただけです」

　ラティファが苦く笑しようする。

「メリーゴーラウンドで金具が脱だつ落らくする事故が起きたの。それがたまたま姫き殿でん下かに当たってしまって……」

「お客様じゃなくてよかったです」

「なにのんきなこと言ってるふも！」

　ほっとしたのもつかの間、モッフルは声を張り上げた。

「一歩間ま違ちがったら大けがだよ！　だれがついてたふも？　いすず！　おまえふも!?」

　するといすずは肩かたを落とし、ため息をついた。

「いいえ。可児江くんよ。例の肉じゅばんで変装して、姫殿下とパークで遊んでいたの」

　言われてみれば思い当たることがある。ラティファが来たとき、彼女に同行する見覚えのない男性客がいた。ラティファに正体を明かされ、驚おどろいたモッフルを見てにやにやしていたあの男が、西也だったのだろう。

「抜ぬき打ちの視察ふも？　でも──」

「ちょっと違うわ。なんというのか……気分転てん換かんみたいなものね。いろいろ考えをまとめたかったんだと思う」

「もっふ……」

　いすずの口くち振ぶりで、モッフルはおおよその事情を察した。

　きのうマッキーが来て、ああいう提案があったあとだ。

　西也のことだから、ひどく悩なやんでいるのだろう。執しつ務む椅子でクヨクヨしているくらいなら、一いつ般ぱん客きやくに混じってパークをぶらついてみる──その考えは悪くない。ラティファが同行したのも、まあ、わかる。

「そうふも。わかった」

「あの……どういうことでしょう？　お考えをまとめるというのは……」

「いえ。些さ細さいな問題です」

「うん。なんでもないふも」

　あんな重要な提案を、軽々しくラティファに知らせるわけにはいかない。はっきりと、そう取り決めたわけではなかったが、その点においてはモッフルもいすずも、そして西也も同じ考えだった。

「でも、きょうの可児江さまは──」

　ラティファはなにかを言いかけたが、その場の空気を察して、すぐにその言葉を飲み込んだ。

「いえ。すみません……」

「それで？　西也の奴やつはどうしてるふも？」

「帰ったわ。事故のこともショックだったみたいだし……やっぱり、疲れているみたいだったから」

「もっふ……」

「わたしからも、よく休むように頼たのんでおいたわ。明日あしたのスケジュールも、どうにか調整できるとは思うから」

　そのあたりについては、いすずに任せておくのが一番だろう。

「わかったふも。ラティファ？」

「……あ、はい？」

　ラティファはなにやら物思いに沈んでいた様子だった。

「ぼくもきょうは早上がりにさせてもらうふも。あとで一いつ緒しよに食事どう？　コボリーの実家から大量のうどんが送られてきてね。おすそ分けしてもらったから、味み噌そ煮に込こみうどんでも作ろうかと思ってたふも」

　思えば最近忙いそがしくて、ラティファをほったらかしにしていた。仕事が終わるころには、ラティファはとっくに就しゆう寝しんしているパターンばかりだったし。

　たまにはのんびり、食しよく卓たくを共にするのも叔お父じの務めである。

「すみません、おじさま。ちょっと、きょうは疲れてしまっていて……」

　ラティファはいつもと同じように微び笑しようを浮うかべているが、さすがに消しよう耗もうしているようだった。この体調で味噌煮込みうどんもなにも、あったものではないだろう。

「あ……そ、そうふもね。暑い中、パークを歩き回ったんだし。鈍どん感かんですまなかったふも」

「いえ、わたしこそ。また近いうちにご一緒させてください」

「うん。でも約束ふも」

「はい。約束です」




　いすずたちには『休む』と言ったものの、すでに西也は休む気などまったくなくなっていた。

　ラティファの怪我はごく軽いもので済んだ。とはいえ、下手をしたらもっとひどい怪我をしていたかもしれない。西也の動どう揺ようと、自分自身への憤いきどおりは並なみ大たい抵ていのものではなく、あのおんぼろメリーゴーラウンドは無期限で稼か働どう休止にするよう担当キャストに申しつけた。

　実質的には廃はい止しの方針だ。

　なにしろあのメリーゴーラウンドを修しゆう繕ぜんするのは予算がかかりすぎる。それにいまの西也にとっては、『ラティファを傷つけたアトラクション』という汚お点てんもある。

　手当てを受けるラティファにも、その旨むねを告げてしまった。彼女はなにか言いたそうだったが、すぐに『わかりました』と言っていた。その寂さびしそうな声こわ色いろさえ、西也にはメリーゴーラウンドへの怒いかりの理由のひとつくらいにしかならなかった。

　けっきょく、きょう一日パークをぶらぶらしていても、妙みよう案あんはなにも浮かばなかった。物事が煮に詰つまっているときというのは、えてしてそういうものだ。ラティファとデート中に、ささいなことでアイデアが出てきて、そこから突とつ破ぱ口こうが見えてくる──そんな淡あわい期待を抱いだいていたのだが、あいにく、そんな虫のいいことは起きなかった。

　行動することでしか、糸口は見えない。

　だから西也は行動した。

　自宅に帰るとすぐに、いくつかの場所に電話をかけ、自転車にまたがり甘城市内を走った。目当ての男には、まだ今夜中に会えそうだった。

　自宅から自転車で二〇分。

　西也は閑かん静せいな住宅地の真ん中にあるゴルフ練習場に着いた。

　すでに日は沈しずんでいる。まばゆく白い照明と、夜よ闇やみに浮かぶ緑色の巨きよ大だいなネット。ゴルフボールをひっぱたく小気味のいい音が、駐ちゆう車しや場じようにまで聞こえてくる。

　クルマは外車ばかりだ。メルセデスが三台、ＢＭＷが二台、アウディとボルボがそれぞれ一台。あとは国産でも、レクサスやらなんやかや。練習場のビルも金持ち向けで、煉れん瓦がタイルの外がい壁へき、エントランスの水すい盤ばんなど、どれも高級な造りだった。

　自転車置き場は見当たらなかったので、適当に入り口の脇わきに止めて、自動ドアからラウンジへと入っていく。

「いらっしゃいませ。ご予約はございますか？」

　受付の中年女性がすぐに声をかけてきた。慇いん懃ぎん丁てい重ちようだが、見慣れない若者が入ってきたことに身構えているのは明らかだ。

　事前に調べたところでは、地域のプロ志望の少年少女もこの練習場を使っているらしい。だが、そういう連中はこの受付とも顔見知りだろう。

　だから西也は、別の芝しば居いでアプローチしてみた。

「あ……すみません。祖父がここに来ているはずなんですけど……」

「はい。どなたでしょう？」

「北ほう条じよう一いち郎ろうです」

「失礼ですが、あなたのお名前をうかがっても……」

「あ、一かず樹きです」

「少々、お待ちいただけますか？」

「は、はい。すみません」

　こういう場所に慣れていない高校生のふりを、西也が完かん璧ぺきに演じる。相手もそれを信じたのだろう。『そんなに緊きん張ちようしなくてもいいんですよ』と言わんばかりの柔にゆう和わな微笑で、カウンターの向こうに戻もどっていく。

　もちろん西也は緊張などしていない。子役時代、しょうもないお偉えらいさんや大物タレント、その奥さん連中に誘さそわれて、クソ高いカントリークラブに連れて行かれたことが何度かある。練習場も同じくらいだ。

　場内の電話で短く受け答えをしてから、受付の人は西也に告げた。

「どうぞ。北条様は一二番打席にいらっしゃいます」

「は、はい。ありがとうございます」

「ご案内いたしましょうか？」

「いえ！　け、けっこうです！」

　深々とお辞じ儀ぎして、大おお股またで歩き出す。

　受付の姿が見えなくなると、すぐにおどおどの芝居はやめた。

　これでもし、西也がその北条一郎氏を殺害しようとたくらむ暗殺者だったら、彼女の責任は重大だろう。だがあいにく、ここは政府要人やマフィアのボスが出入りする施し設せつではなく、ただの近所のゴルフ練習場だった。

　打席は半分くらいが埋うまっていた。コーチとおぼしき人物に、手取り足取りスイングを教わっている若い女。ぶつぶつ独り言をもらしながら、憎にくい上司の頭に見立てたボールをひっぱたいている中年男。

　目当ての男は一番奥にいた。

　七〇歳くらいの老人だが、背筋はまだしゃきっとしている。落ちくぼんだ両目にたるんだ頰ほお。ぼさぼさで伸び放題の眉まゆ毛げ。

　この老人が北条一郎氏だ。

　パークの宿敵『甘城企き画かく』の代表取とり締しまり役やく。

　何度も顔を合わせているので、間ま違ちがいなかった。

　北条氏は西也には気づかず、黙もく々もくとドライバーを振ふるっている。うまいものだ。ぴしゃりといい音がするたび、ボールはまっすぐに飛んでいく。

「北条さん」

「？　きみは……？」

　スイングを止め、北条は眉をひそめた。

「メープル興業の可児江です」

『メープル興業』は甘ブリの法人名だ。メープルランドの資本で運営されている。

「それは知っとる。なぜきみがここにいるんだ？　あー……まさか、きみも打つのかね？」

「いえ。お話がしたくて来ました。月曜はよくここにいらっしゃると、会社の方からうかがいまして」

「ふん。だれが教えたのやら……」

　不ふ機き嫌げんそうにつぶやくと、北条はフルスイングした。今度もボールはきれいな放物線を描えがく。

「悪いんだが、別の日にしてもらえるかね。いまはオフなんだよ」

「それを言ったら、あなたはほとんど毎日オフでしょう。週に二回、オフィスで数時間ＰＣをいじるだけなんですから」

　すると老人は西也をにらみつけた。

「きみの無礼は知っとる。敷しき地ち売ばい却きやくの件でも、何度も押しかけられたからね。だがきょうは、いささか度が過ぎとるんじゃないのか？」

「こうでもしないと、いつ会えるか分かりませんので」

「態度のことだよ。ずいぶんと突つっかかってくるじゃないか」

「理由はご存じでしょう」

　第二パークの敷地売却を実現する際、西也はこの北条と何度も交こう渉しようを重ねていた。だがその時は、あくまで柔和な態度を貫つらぬいた。

　いまの西也は違う。最初から喧けん嘩か腰ごしだ。

　なにしろあのモルマートとの最終交渉のとき、いきなり『三〇〇万人』という条件を出してきたのがこの老人なのだ。

　ほとんど不意打ちに近い裏切りだった。

　普ふ通つうだったら白紙にしてでも突っぱねるような話を、やむなく受け入れたのは、あの時のパークの財政事情では他ほかに選せん択たく肢しがなかったからだ。

　北条は視線をそらした。あの会議の時と同じ、他ひ人と事ごとを装よそおうような横顔だった。

「そうは言うがね。あれはもともと、平社員の君との相談だっただろう。それ自体が異例なわけだし……きちんとした大人同士の交渉の場になれば、それはまた別の条件が出てくるのは……これはきみ、当然のことだと思うのだがね」

「ですがあの交渉の前、あなたは私に『この条件でけっこうだ』と言いましたね」

「そうだったかな？　まあ、あの時点ではそうだったんだろうね」

　なにが『きちんとした大人』か。平気で前言を翻ひるがえし、それを悪びれもしない。のらりくらりと言い逃のがれようとする。こんな大人を、西也は嫌いやというほど見てきた。

　彼らは自分を『大人』だと言う。

　だが西也の知る限り、本当の大人は自分を大人だとは称しようさない。いや、場合によってはそういう言い回しは使うが、本当の意味ではうそぶかない。

　ムカつく例ではあるが、モッフルなどがその最たるものだ。

　あいつは大人だ。

　すぐカッとなるし、悪ノリもするし、ガキみたいなことにこだわるが、実は大人だ。

　かたや、この老人ときたら──

　それこそ手近なゴルフクラブでこのジジイの頭をかち割ってやりたい気分だったが、もちろんそうはしなかった。だいいち、こいつの頭をかち割るのなら、三ヶ月前の会議の直後にやっている。

　西也の望みは情報だ。怒おこってみせているのも、半分は演技だった。

「なぜですか？　あの『三〇〇万人』をあなたに吹ふき込んだのは、だれなんです？」

「そんな相手はいない。あのときは、そうすべきだと思ったんだよ」

　いくぞ。

　西也は魔ま法ほうを試みる。

　北条に『心を読む魔法』を使ったのは、これが二度目だった。以前に用地売却の件で、第二パークの土地価格の落としどころを探さぐるために、使ってしまったのだ。

　だから、このすっとぼけた老人の本音を探るのは、もう無理だと思っていた。

　きのうまでは。

　だが、きのういすずとのやりとりで起きたように、同じ相手に何度も魔法を使えるとしたら……？

　どうだ……？

　集中していると、北条の心の声が聞こえてきた。

《まさかコズミックスタジオのクラヤマさんのことを知っているのか？　いやいや、それは考えにくい……》

　使えた……！

　だが二度目の魔法を使ったのだ。なにかを忘れているはずだった。

　西也は頭の中で、すばやく相手の情報を再確かく認にんする。

　北条一郎。甘城企画の代表取締役。東都大学工学部を卒業。建設省国土交通省で三〇年。一三年前に甘城企画の常務取締役に就任。六年前から代表取締役。

　ゴルフと麻雀マージヤンが趣しゆ味み。

　妻の名前は定さだ子こ。息子むすこの名前は一かず文ふみと美み枝え子こ。孫の名前が──

　孫の名前が──

　いや、そもそも孫なんていただろうか？

　その違い和わ感で西也は確信した。

（決まりだ。孫の名前を忘れている）

　先ほど、自分はこの練習場のラウンジに入るときに、孫のふりをしてその名前を名乗ったはずだった。

　その部分が、すっぽりと記き憶おくから抜ぬけ落ちている。

　とはいえ、この程度で済むなら安いものだ。

　いすずやラティファなど、パークの仲間の記憶を失うのはぞっとする代だい償しようだが、この爺じいさんのことなど、なにを忘れようが痛くもかゆくもない。プロフィールや過去の会合の内容なら、自分のクラウドデータに放ほうり込んであるから、スマホでいつでも読み出せる。

　いけるぞ。

　ここに来たのは、解決のヒントが摑つかめれば、と思ってのことだったが、もっと大きな成果が得られるかもしれない。

　いける。

　よし、もっと使ってやる。

　スマホを取り出し、相手のプロフィールを表示させながら、西也は話を続けた。

　マッキーの言う通り、黒幕はコズミックスタジオだった。だとしたら、次に引き出したい情報は──

「なるほど。倉くら山やまさんの出した条件が、よほど良かったみたいですね」

　西也がわけもなく言うと、老人のぼさぼさ眉毛が驚おどろきでつり上がった。

　三度目の魔法を使う。

《条件？　新遊園地の顧こ問もんの件まで？　この小こ僧ぞうはいったい何者なんだ》

　なるほど、顧問か。

　おおかた、甘ブリがつぶれて新しいテーマパークができたとき、その法人の顧問の座を約束されてでもいるのだろう。

　老人の名前が思い出せなくなる。

　画面のプロフィールには『北条一郎』とある。よし、問題なし。

「なんのことだか……わからんね」

　平静を装おうとする北条一郎に、西也はさらなる追い打ちをかける。

「そうですか？　あなたの小こ遣づかい稼かせぎそのものに興味はありません。顧問の報ほう酬しゆうがいくらかも。年ねん俸ぽうで、ええと……」

　魔法を使用。これで四度目。

《二〇〇〇万円。そこまで把は握あくしているのだろうか？　探たん偵ていでも雇やとったのか？　いや、探偵くらいでは……》

　今度は北条一郎と最初に会ったときのことを忘れた。プロフィールにはないが、クラウド上の日記帳におおよその会合の内容は書いてある。問題ない。

　西也はさらに揺ゆさぶりをかける。

「ただ、年二〇〇〇万円で地元のパークを売り渡わたしたということになれば……これは外聞が悪いですよね？　なにしろコズミックスタジオが甘城市に来るというのは、大ニュースになるでしょうから」

「きみ……大だい丈じよう夫ぶかね？　さっきから言いがかりみたいなことばかりを」

　金額まで言い当てられて、相手の狼ろう狽ばいが大きくなる。西也は挑ちよう戦せん的な目で北条をにらみつけた。

「あなたのことなら、もっと知ってますよ。あれも、これも」

　魔法を使用。五度目。

《何の話だ？　カタールの入札の件か？　それともマリナとタクヤのことか？　カタールの件はともかく……タクヤのことは困る……！》

　相手の姿を忘れた。

　北条一郎という個人は覚えているのに、その顔や背格好が記憶からすっぽり消えてしまう。急に見知らぬ老人と話しているような、異様な違和感が襲おそいかかってきた。

　自分が正気ではないような気がしてくる。めまいがしてくるのを、ぐっとこらえて、自分に言い聞かせる。

　目の前の老人は北条一郎のはずだ。どうしても自信が持てないが、確かにそのはずだ。

　しっかりしろ。

　いまはこいつを追いつめることに集中するんだ。

　それよりいま聞こえた心の声だ。

　カタールの入札？　たぶん、役人時代のことだろう。かなりの昔だろうから、これはさておく。

　むしろ『マリナとタクヤ』という名前の方が気になる。特に『タクヤ』。男の名前だ。それも、とても大事に思っている人物のようだった。

　ひょっとして──愛人とその隠かくし子？

「知ってますよ。あれも……これも」

　これ以上魔法を使うことがためらわれて、西也は普通にかまをかけた。

「困るでしょうね。タクヤさんのことは。ええと……一樹くん。お孫さんはご存じなんですか？」

「貴様！　いい加減にしないか!?」

　とうとう北条は激げつ昂こうした。それこそゴルフクラブで殴なぐりかかってきそうな勢いだ。

　練習場に老人の怒ど声せいが響ひびきわたり、ほかの練習客が手を止める。全員がこちらに注目していることに気づき、北条は肩かたを震ふるわせてクラブをおろした。

「……なにが望みだ。私を脅おどしにきたのか？」

「脅し、ですか？」

　頭痛がする。

　汚きたないことをしている自分に、うんざりもする。

　だが西也は、この老人を追いつめること自体には、なんの痛つう痒ようも感じていなかった。

　このジジイのせいで、自分がどれほど悩なやみ苦しんだか？　パークのみんながどれくらい苦労しているか？

　いまだって、モッフルたちは夜のライブショーの真っ最中のはずだ。連日連夜の催もよおしで、クタクタになっているだろうに、笑え顔がおを絶やさず、全力でゲストをもてなしている。

　その同じ時、こいつはのんきにゴルフの練習をしている。

　容よう赦しやなどしてやる必要はない。

　そうだ、いまここで片を付けてやる。

「ええ。脅していますよ」

「よくも……」

「三〇〇万人を撤回してください」

　冷たい声で西也は言った。

「なにをバカなことを」

「さもなければ、全部ぶちまけます。あなたがいちばん困るタイミングで、全部。洗いざらい。顧問のことも、カタールのことも、タクヤさんのことも」

「っ……」

「もう一度言います。三〇〇万人を、撤回してください」

「無理だ！　そう簡単にできることではない。モルマート側とも合意内容を変えなければならないし──」

「いいえ、できるはずです。やってください」

　いまや北条は動どう揺ようを隠しもしていなかった。他の客はすでに練習に戻もどっていたが、事あるごとにこちらを盗ぬすみ見ている。

　ここらが情に訴うつたえてみる頃ころ合あいか？

　甘ブリの連中が、いかに必死なのか。どれほど努力しているのか。お客の笑顔が、どれだけあふれているのか。

　それを救えるのは、あなただけなのだと。

　しかし西也が猫ねこなで声を発する前に、北条は切れ切れにこう言った。

「まず……で、電話をかけても……いいかね？」

「どちらにですか？」

「その……倉山さんに……。わ、私の一存では……」

　コズミックスタジオの担当者か。どんな人物かはわからないし、取り決めの内容も知らない。どうせこの場を西也が去ったら、北条はすぐに電話をするだろう。それなら、目の前で話をさせた方がましだ。

「どうぞ。手短かにお願いします」

「わ、わかった……」

　北条はガラケーを取り出し、ダイヤルした。呼び出し中も、こちらをちらちら見る。もはや西也のことを、正体不明の怪かい物ぶつかなにかだとでも思っているかのようだった。

　さあ、好きなだけ考えるがいい。

　ただし絶対に逃にがさないぞ。変なそぶりを見せたら、何度でも魔ま法ほうを使って食らいついてやる。

「あー……倉山さん。いま、いいかね？　……ああ。うん。少々……困ったことに……。ああ。……その、例の土地売ばい却きやくの……三〇〇万人の条件なんだが。……少々、難しくなってきたというか……。え？」

　北条が眉まゆをひそめた。

「あー……そうだ。いま、可児江くんという人と……。うん？　あ……なに？　ええと……そ、それだけ言えばいいのかな？　わ、わかった……」

　北条は耳からガラケーを離はなし、困ったようにこちらを見た。

「どうしたんですか？」

「あー……その。伝言というか……私にはよくわからんのだが」

「伝言？」

　そして北条は自信がなさそうに、おずおずとこう言った。

「ああ……ええと……『スタジアムのフェンスを這はいつたうのは大変だったでしょう』と……」

　その『伝言』を聞いたとたん、西也の目の前が真っ暗になった。

　スタジアム？

　フェンスを這いつたう？

　それだけで、なにを意味するかはっきりしている。

　三月、鍛か冶じの素もとスタジアム。配はい電でん盤ばんに細工して、ボヤ騒さわぎを起こした件だ。パークを生き延びさせるために実行した、大変な違い法ほう行こう為い。

　だれ一人怪け我が人は出ていないが、放火なのは間ま違ちがいない。れっきとした犯罪だ。

　あのとき西也は、スタジアムへの侵しん入にゆうのために、高さ八メートルはあろうかというフェンスの上を、一時間かけて這い進んだ。

　その時のことを、倉山とやらは言っていたのだろう。しかも、目の前の北条には分からない形で。

　つまりこの伝言の意味するところは明らかだ。

（放火の件をぶちまけてほしくなければ、北条を脅すのはやめろ）

　──と。

「…………っ」

　西也は北条に右手を差し出した。

「な、なんだね？」

「電話。貸してください」

　ほとんどひったくるようにして、北条からガラケーを奪うばい取る。身み振ぶりで『そこにいろ』と示してから、西也は老人から距きよ離りを取った。

「何者だ？」

　想像はついていたが、たずねてみる。

『おおっと。久しぶりだね、可児江西也くん』

　電話の向こうで『倉山』が言った。

　声は違っていたが、人を小こ馬ば鹿かにしたそのしゃべり方で、確信した。

「栗くり栖すか」

『ご名答。元気だったかな？』

「ふざけるな。なんの嫌いやがらせだ」

『ははは。こういうこともあるかと思ってね。甘ブリのスタッフから無理難題を言われたら、電話するように頼たのんでおいたんだよ』

　なるほど。用意のいいことだ。

　西也が北条を脅しにかかることを、前もって予想していたのだろう。

『そこの爺じいさんと、どんな話をしていたのかは想像がつくがね。まあ……ちょうどいい機会だ。すこし二人で話さないか？』

「いいだろう。どこにいる」

　どこだろうと、いますぐ駆かけつけてつかみかかりたいくらいの気分だった。

『ああ。今夜は駄だ目めだ』

「なに？」

『いろいろと予定があってね。明日あしたはどうだろう？　そうだな……甘城大橋、二一時で』

「よかろう」

『それじゃ』

　電話が切れた。

　北条が不安そうにこちらを見ている。自分みたいなガキ相手に。もうちょっとしっかりしろと説教したいくらいだった。

「それで……？　どういうことに？」

「忘れてください」

　西也はガラケーを北条に放ほうり投げた。老人はあたふたと手の中でガラケーをお手玉し、けっきょく床ゆかに落とした。

「失礼しました」

　それだけ言って、西也はその場を後にした。




　翌朝、ろくに眠ねむれないままパークに出勤してくると、執しつ務む室にいすずがいなかった。

　細かな仕事内容で確かく認にんしたいことがあったので連れん絡らくしようかと思ったところ、先にいすずの方から電話がかかってきた。

「千斗。いまどこにいる？」

『メープル城よ。姫き殿でん下かのところ』

　声が硬かたい。西也はそれだけで胸むな騒さわぎがした。

「どうした？」

『それが……妙みようなことになっていて……』

「なんだ。早く言え」

『その……姫殿下の記き憶おくが……』

「なに？」

『とにかく、すぐに来てちょうだい』

　言われるまでもなく、西也はメープル城へと走った。ラティファの居室に入ると、彼女はいつもの応接椅い子すに、ちょこんと座っていた。いすずも一いつ緒しよだ。

　ぱっと見、ラティファは何ともない様子だった。

「ラティファ？」

　彼女はすこし肩かたを震ふるわせてから、口を開いた。

「いすずさん。あの……こちらが、可児江西也さまですか？」

「……はい」

　西也が絶句していると、ラティファは申し訳なさそうにこう続けた。

「すみません、可児江さま。わたしとパークがいつもお世話になっていると聞いたんですけど……。記憶が……その、なくて……」







　　　甘あまブリ第二ビル　第一スタジオにて




　そもそもどうして、『タスクフォースＡＢＣ』だなんてアイドルユニット（？）を結成することになったのか、このわたし、椎菜自身にもよくわからないのです。

　可児江先せん輩ぱいの強ごう引いんな方針で、パークのテーマソングを歌うＣＤを出すことになったのは、まあ、わかります（承服したのとは別問題です）。椎菜の歌声を買ってくださるのは光栄です。でもあのときは、あくまで『バイトＣ』という名前でした。

　それがなぜか、いまでは安達映子さん、伴ばん藤どう美び衣い乃のさんのお二人と一緒に、三人一組でアイドルっぽいことをやらされています。

　どこでどう道を間違ったのか、この椎菜にはよくわかりません！

　ええ、はい。

　たぶん一生着ることはないと思ってた、ひらひらのステージ衣い装しよう（しかもヘソ出しです！）なんかを身にまとい、かわいらしい笑え顔がおで媚こび媚こびの歌声を披ひ露ろうすること自体は、なかなか貴重な経験だともいえます。お母さんなんか、目め頭がしらを熱くして『がんばりなさい、椎菜』とか言ってくれました。

　椎菜も女子です。女の子です。

　そういう華はなやかな世界にあこがれたことがないといったら噓うそになります。

　でも、でもですね？

　そういう格好で歌ったり踊おどったりの動画を、ネットで配信すると言われては、心穏おだやかではいられません！

　だって！　もし学校の人たちに見られたら、どんな顔すればいいんですか!?　いえ、むしろすでに見られているっぽいです！

　校内の廊ろう下かを歩いていると、だれかが椎菜を見てひそひそとささやきあっています。よく知らない他のクラスの男子が、スマホの画面と椎菜を何度も見比べたりしています。

　存在稀き薄はく、ボッチがデフォの椎菜にとって、これは異常事態です！

　いっそだれでもいいです、直接こちらに聞いてください！　その方が釈しやく明めいとか弁明とか、そういう機会が得られますから……！

　決して図に乗ってるわけじゃないんです！　アイドルのモノマネをしてチヤホヤされたいとか、そんな大それた考えなんてまったくありません！　ただパークのみなさんに悪くて、断れなかっただけなんです！

　そんな気持ちを映子さんと美衣乃さんに打ち明けたところ、『それは本当に良かったですね』だとか『すごいね！　シーナちゃん！』だとかいった感想が返ってきました。

　どうも『学校で噂うわさになってるっぽい』ということを、椎菜が自じ慢まんしているようにしか思っていただけないみたいです。

　そうなのです。このタスクフォースＡＢＣのメンバーは、映子さんも美衣乃さんもいわゆる天然系でして、物事に対するスタンスがとことんポジティブなのです。

　ネガティブでクヨクヨ系なのは、椎菜だけです。

「あの、あの、本当に困ってるんですよ！」

　椎菜がそう言っても、美衣乃さんはニコニコするばかりです。

「そりゃあ困るよね！　いきなり学校でモテモテになっちゃうなんて！」

　いえ、そうではなくて。

「椎菜ちゃんをジロジロ見てた男子、きっと気があるんだよ！　どんな人なの？　かっこよかった!?」

　かっこよくはありません。すごい地味めで、メガネの坊ぼう主ず頭あたまでした。キモいというわけではないですけど、フツメンです。

「あの、普ふ通つう……」

「いいなあ！　あたしの学校、ガチで芸能活動やってる子が二～三人いてね？　高こう坂さか富とみ乃のって人知ってる？」
















「いえ、あんまり詳くわしくなくて……」

「そっかー。けっこう人気出てるみたいなんだよ。おかげであたし、ぜんぜん目立たなくて。あはは！」

　むしろうらやましいくらいです。美衣乃さんは同じ市内の別の高校なんですが、かわいい子が多いことではけっこう有名です。というか、派手めな人が多い印象です。

　美衣乃さんはとっても明るく朗ほがらかで、この椎菜なんかよりもよっぽど美人さんだと思います。その美衣乃さんが目立たないとは……おそろしい高校です。

　笑顔で話を聞いていた映子さんに、美衣乃さんは話題を振ふります。

「映子さんはどうなの？　大学でなんか言われたりします？」

「いえ、特には……。前から似たような仕事もしてましたから。ただ、お世話になっている先生から『寂さびしい男の人たちを慰なぐさめる立派な仕事だと思う。がんばりなさい』と言っていただきました」

「そ、そうですか……」

　その先生はたぶん、例の『ＡＶ問題』を引きずっているのでしょう。椎菜もセクシーユニットかなんかの一員だと思われているのかもしれません。屈くつ辱じよくです。

「へえー、いい先生だね！」

　かたや美衣乃さんは目を輝かがやかせています。いい人です。

「しょ……そういえばモッフルさん、遅おそいですね」

　いま椎菜たちは、第二ビルのスタジオで待機中なのです。もう夏休みに入ったので、一日フルタイムで働けます。午前はこれから新曲と歌の稽けい古この予定でした。

　でも振り付けを指導するモッフルさんが、姿を見せません。約束の午前九時を一五分も過ぎているのに。時間に厳しいモッフルさんにしては、珍めずらしいことです。

「うーっす！　そろっとるろん!?」

　そのとき、スタジオにマカロンさんが入ってきました。

　ふわふわ、もこもこ。羊さん型のマスコットさんです。映子さんの話では、人間の姿になるとすごいハンサムのお兄さんになるそうです。その姿を見たことのない椎菜には、まったく想像がつきませんけど。

「マカロンさん……」

　映子さんの横顔が、ほんのり明るくなります。以前はなかった反応です。

　え？　まさか？　まさかですよね？

　すみません。たぶん椎菜の思い違ちがいです。だってマカロンさんは、二等身の羊さんですし。あと元ヤンでかなりガラ悪いですし。

「モッフルは急用ができたそうで休みだろん」

「急用……ですか？」

「うん。なんの用かは僕も聞いてないけど、二日酔よいとかじゃなさそうだろん」

「はあ……」

　マカロンさんはのんきな様子です。持参した楽がく譜ふを椎菜たちに配り、歌詞や構成の細かな修正を説明します。

「歌の方は以上だろん。振り付けの指導については、僕はよく知らないんだけど、モッフルの代役の先生を呼んできたろん」

「代役の先生？」

　マカロンさんがスタジオの出入り口に向かって叫さけびます。

「先生！　先生！　頼たのむろん！」

「頼まれた────！」

　シルフィーさんが勢いよく入ってきました。『アクワーリオ』でダンサーをやっている、風の精せい霊れいさんです。

　どこかの外国語を口ずさみながら、シルフィーさんはくるくると回ります。見事なステップです。
















「はじけるメロンの香かおり！　キュアイーグル！」

　最後に大きく腰こしを沈しずめた不思議なポーズを決めます。

「さあ、なんのポーズでしょう!?」

「え？」

「なんのポーズ!?　あと三秒、二、一……」

「きゅ、キュアイーグル？」

「ブブ───！　正解はシルフィーのポーズでした！　罰ばつとしてラジオ体操五〇〇本！」

「ええ──!?」

　椎菜が悲鳴をあげると、シルフィーさんはぱちっとウインクします。

「えへ！　でもきょうは風曜日だから、特別に許す！」

「風曜日って……？」

　きょうは火曜日です。

「わたしが行くところ、いつもその日は風曜日！　みんな、がんばろ───！」

　もうわけがわかりません。椎菜たちがおろおろしていると、マカロンさんはさっさとスタジオを出て行ってしまいます。

「じゃあ任せたろん。シルフィーはダンスの実力ピカイチだからね。しっかり教えてもらうといいろん」

「あの、あの……」

「じゃあレッスン・ワン！　ダンスの歴史！」

「あの」

「そもそもダンスの歴史は紀元前三世紀、カルタゴのハンニバルがアルプス越ごえをしたこととはまったく関係がありません」

「あの」

「レッスン・ツー！　ダンスの基き礎そ！」

「あの」

「わさびは醬しよう油ゆに浸つけずに、ネタの上に載のせること！　香りが飛んじゃうから！」

「あの」

「レッスン・スリー！　ダンスの作法！」

「あの」

「感じるな！　考えるんだ！」

「あの」







　　　３：トンネルの先







　ラティファはきのうまでの記き憶おくをすっぽりと失っていた。

　西せい也やの方がショックが大きかったくらいなので、聞き取りはほとんどいすずに任せる羽目になってしまった。

　いすずの話では、彼女は毎年四月初頭と同じ状態──つまり一〇年以上繰くり返してきた『一四歳の初期状態』になっているという。いすずのことすら覚えていないし、自分がこのパークにいる事情もいまひとつ分かっていない。

　もともと聡そう明めいで素す直なおな少女だ。ショックは受けているが、いすずからの説明はすべて理解している。

　だが、西也のことはまったく覚えていない状態だった。

「どういうことなんだ……!?」

　空中庭園の木こ陰かげに移動してから、苛いら立だちも露あらわに西也は言った。

「ラティファの記憶リセットは、年に一度じゃなかったのか？　いまは七月だぞ？　おかしいだろう！」

「……よく……わからないわ」

　いすずが言った。

「わたしが知っている限りでは、こんなことは今まで一度もなかった。もしかしたら……書類に残っていないだけで、これまでもあったのかもしれないけど……」

「それはないふも」

　庭園の隅すみからモッフルが現れた。

「ぼくはラティファと一いつ緒しよにこのパークに来たけど、これまで一度もこんなことはなかったふも」

「だが……！」

「信じてほしいふも。隠かくし事はしてないよ。本当に、わけがわからないふも……。ついきのう、味み噌そ煮に込こみうどんを食べるって約束したのに……」

　肩かたを落とすモッフルに、いすずがたずねる。

「モッフル卿きよう。タスクフォースＡＢＣの稽古があったんでしょう？　いいの？」

「シルフィーに代役を頼んだふも。こんな状じよう況きようで振り付け師なんて、やってられないしね……」

　苦く笑しよう混じりに言おうとしたのだろうが、モッフルはそれに失敗していた。西也以上の深い落らく胆たんと困こん惑わく。こんなに暗い声を聞くのは、滅めつ多たにないことだ。

　ラティファのリセットは年に一度。

　それだって周囲の人間にとっては、きつい行事だ。ラティファ本人にとっても、とてつもない辛つらさだろう。

　一年間の記憶と肉体をやり直すといえば、聞こえはまだ柔やわらかい。

　だが彼女自身にとってみれば、それは死にも等しい残ざん酷こくな呪のろいだ。それまで一年間生きてきた自分がすべて失われるなんて。しかもそれが、毎年続いていくのだ。

　だが西也は自分の立場を思い出し、努めて冷静な声でたずねた。

「このことを知っている者は？」

「この場の三人だけよ。ニックやモグート族には、『姫き殿でん下かは夏なつ風か邪ぜなのでしばらく休む』と伝えてあるわ」

　ニックはフード担当だ。ラティファの絶品コロッケを作るときに何かと手伝っているのだが、きょうはさすがに困る。

　モグート族もラティファの生活をこまごまと支えることがよくあるのだが、会えばすぐに問題に気づくだろう。

　だから会わせるわけにはいかない。いまラティファの異変がキャストの間に伝わるのは問題だった。

　そもそも、ラティファの『リセット問題』をはっきりと知っている者は、このパークでもごくわずかなのだ。

　古株のキャストたちは──まあ、おのずと気づく。モッフルたちから言われなくても、いずれわかる。毎年彼女は年をとらず、しかも顔を合わせるたびに、初対面のような態度をとるのだ。

　なにも言わないが、マカロンあたりならおおよその事情は察しているだろう。だが、彼はなにも言わない。その事実に気づくくらい長くパークにいるなら、ラティファやモッフルがそれを望んでいないこともわかるからだ（未み来らいくんやらワニピーやら、それがわからんアレな奴やつらもいるにはいるが）。

　ラティファの問題を伝えないのは、彼女自身がそう望んでいるからだ。

「まったく。次から次へと……」

　軽口を叩たたいてみたつもりだったが、いすずもモッフルも返事さえしなかった。西也でさえ相当のショックなのだ。もっと付き合いの長い二人が、それ以上のつらい気持ちになっていることは容易に想像がつく。

　こんな状況では、甘あま城ぎ企き画かくの北ほう条じようや、電話で話した栗くり栖す（いまはコズミックスタジオの倉くら山やま）との件など、相談もできないだろう。

　深呼吸する。

　ここで自分がしっかりしなければ。

「おかしくないか？」

　漠ばく然ぜんと脳内に浮うかんだ疑問がある。その疑問を具体的な形にするために、西也はつぶやいた。

　そうだ。おかしい。

　そもそも、これまでラティファが記憶を失うのは例外なく春だった。それが──夏？　それ自体が奇き妙みようだ。なにか理由があるはずでは？

　前日の彼女に、おかしなことはなかったか？　ああ、俺とデートごっこはした。だがそれ自体は何らおかしいことではない。前にもやったし、彼女は普ふ通つうに楽しんでいた。

　強しいてあげれば、あのメリーゴーラウンドか。あそこで彼女は怪け我がをして──

　怪我？

「おかしい。ラティファはきょうも、絆ばん創そう膏こうをしていたよな？」

「ええ。わたしが張り替かえてさしあげたわ」

　と、いすずが答えた。

「傷きず跡あとは？」

「そんな大それたものではないけど。擦すり傷のかさぶたはあったわ」

　そう答えてから、いすずははっとした。

「確かに、傷が今朝も残っていたわね」

「もっふ。だとしたら……」

　ようやくモッフルもその意味に気づいて、つぶらな瞳ひとみを輝かがやかせた。

「ああ。だとしたら、記憶は消えているとしても……肉体はリセットされていないということではないのか？」

「それはさすがに飛ひ躍やくしていない？　姫殿下の肉体の変化は、ぱっとわかるようには──」

「いや！　確かにこれまで、そんなことはなかったふも！」

　いすずの言葉を遮さえぎり、モッフルが興奮して叫さけんだ。

「ラティファは必ず、一四歳に戻もどるふも。怪我が残ったことなんて、いままでなかったふもよ！」

「つまりこれは、イレギュラーな原因があると？　『通常の呪い』ではなく？」

「わからないけど、その可能性だってあるふも！　どっちにしたって、一度専門家に診みてもらう必要があるよ」

「専門家か……。普段はどうしているのだ？」

「メープルランドから王室付きの侍じ医いが来るわ。定期的に」

　いすずが言った。

「でも、それも年に一度くらいね。大したこともできないから、形式上の診しん察さつみたいなものだけど」

「いますぐ呼べるか？」

「呼ぶことはできるけど……たぶん、彼らにはなにもわからないわ」

「もっふ」

　これにはモッフルも同意した。

「これまでも、ほとんど成果がなかったふも。むしろこの時期に呼びつけると、王宮でよからぬ噂うわさが立つかもしれないふも」

　西也は眉まゆをひそめた。

「と、いうと？」

「それは……もっふ」

「姫殿下の体調が、いよいよ悪化したという憶おく測そくが広まると、面めん倒どうなことになるわ」

　言いにくそうなモッフルに代わって、いすずが説明した。

「姫殿下のお命が危ないとなると、メープルランド本国の政局にも大きな影えい響きようがあるの。王位の争そう奪だつ戦せんも起きるでしょうし、わたしやモッフル卿の責任を糾きゆう弾だんする動きも予想される。それは勝手にすればいいけど……いちばん心配なのは、この甘ブリを存続させることに反対する勢力が、活気づくことよ」

「なるほど」

　西也もトリケンなどから、メープルランドの記事などは読ませてもらっている。

　まったく夢のない話なのだが、魔ま法ほうの国にもいろいろと面倒な政治事情があるらしいのだ。中には甘ブリを廃はい止しするべきだと考えている連中もいるらしい。

　ラティファの健康を維い持じできないなら、もはや甘ブリを無理して経営していく理由はない──そう主張する者も出てくるだろう。

「わかった。それならあいつを呼ぶしかないだろうな」

「？」

　いすずは怪け訝げん顔だったが、モッフルの方は察した様子でぽんと肉球を打った。

「ああ……あいつふもか。まあ、この際、仕方ないふもね」

「わからないわ。だれのこと？」

「教えん。きっとおまえは反対するだろうからな」

　西也はスマホを取り出した。




　その日の夕方には、問題の人物（？）が甘ブリにやってきた。

「おろろ───ん!!　会いたかったぞい、セツコさ──────ん！　おっぱい揉もませろっ！」

　ゴツくてデカくて、牙きばを生やしたじじいの人喰い鬼オーガが、ぶわ───っと涙なみだを流しながら、いすずに突とつ進しんしてきた。いや正確には、いすずのおっぱいめがけて突進してきた。

　いすずが発はつ砲ぽう。

「ぐはっ……」

　オーガのじいさんは昏こん倒とうする。

「やっぱり、まずはこうなったふもか……」

　と、モッフルがうなずく。

「さっそく後こう悔かいしてきたぞ……」

　と、西也がつぶやく。

「どうして、よりにもよってこの人なの……？」

　硝しよう煙えんのたなびくマスケット銃じゆうを握にぎりしめ、いすずが声を震ふるわせる。

「いや、そう捨てたものでもない。伴ばん藤どう美び衣い乃のの呪いを解いた実績は本物だからな」

　このオーガのじいさん──オビザ氏は以前、悪あく霊りようにとり憑つかれたバイトの美衣乃を診断し、その呪いを解くことに成功している。巨きよ乳にゆうに出会うと我を忘れる欠点（それも重大な欠点）をさておけば、その実力は侮あなどれない。

「まあ、実際の解かい呪じゆで苦労したのは、ほとんどぼくたちふも……」

「もうあんなクイズ大会は勘かん弁べんしてほしいわ」

　口々に言っていると、オビザはむくりと身を起こした。

「なんじゃ、貴様ら！　老骨にむち打って急な呼び出しに応こたえてやったのに、それがこの歓かん迎げいか!?」

「やかましい！　こっちもちょっとは申しわけない気分だったのに。すこしは自分の言動を反省したらどうなんだ！」

「わしは忙いそがしいんじゃぞ!?　スパロボαを全作通してプレイし直したり」

「なぜいまそれを？」

「もちろんＺもやっておる。フルメタ出るし」

「っていうかそれ、つまりヒマってことふもよね？」

「ええい……うるさい！　要するに、人を呼び出しておいて、その態度はないと言っとるんじゃ！　すこしは感謝を示せ！　そしてその証あかしにそこの娘むすめのパンツよこせ！」

「あー、とにかくこちらへ！」

　西也は全力でスルーして、オビザをメープル城へと案内した。オビザは不服そうだったが、ひとまずはおとなしく従うつもりのようだった。

「それで、事情はメールした通りです。ラティファを診て欲しいわけなんだが……」

「ああ、その件な……」

　不意にオビザは真ま面じ目めな顔になった。オーガの真面目な顔というのも変な話ではあるが、思し慮りよ深ぶかく、深刻な横顔だった。

「わしもあのお姫ひめ様さまのことは、前から考えておった。アニムス欠けつ乏ぼうの呪のろい。寝ねる間も惜おしんで様々な古文書を当たってみたが、ほとんど例が見あたらなかったんじゃ」

　あんたスパロボやってたんじゃないのか、と西也は思ったが、ここはなにも言わないでおいた。

「『ほとんど』ということは？　いちおう先例はあったと？」

「いちおうは、の。何百年も前、いまは亡なき魔法の王国で、似たような呪いにかかった王女の記述があったんじゃ。だが、詳くわしいことはなにも書いとらん。呪いを解く手だても、果たして王女が解放されたのかどうかも、まったくわからん」

「ふむ……」

「古文書からわからんなら、専門家として推測するよりないのう。わしが考えるに、おそらくじゃが……『アニムスの欠乏』と『成長と記き憶おくのリセット』は、密接に関連しておるはずじゃ。おぬしは地ち上じよう人びとじゃから、説明してやろう。わしら『魔法の国の住人』にとって、アニムスは生きるための力だといえる。だが本当はそれだけではないんじゃ」

「というと？」

「経験し、成長し、己おのれをより高い次元へと導いていくための力でもある。わしらはみな、アニムスを糧かてにして大人になり、老おいていくのじゃよ」

「その理り屈くつは……まあ、なんとなくわかるが。『高い次元』と言われると……」

　まずオビザをしげしげと見て、次にモッフルに目を向ける。

　こいつらが、ラティファやいすずのような少女（つまり子供）よりも高い次元にいるとはとても思えないのだが。

「西也！　いまぼくを見て『こいつが高い次元？』とか思ったふもね!?」

「そりゃあ、思うだろう」

「もっふ！　このぼくの人生の年輪を侮るとは……！　おまえも所しよ詮せんはお子ちゃまふも！　パッフするふも！」

「そういう次元の低いののしりを使うから、信用できんのだ！」

「も、もっふ……」

　だいたいこのオビザ老人も大たい概がいアホだし。高い次元にある妖よう精せいだか精せい霊れいだかが、なんで『おっぱい揉ませろ』だの『パンツよこせ』だのと口走るのだ？

「お若いの。それは物事を皮相的に見とるということじゃよ。わしの日ひ頃ごろの言葉には、もっと深い意味がこめられておるんじゃ」

「とてもそうは思えない」

「いやいや。たとえば『おっぱい揉ませろ』というのは……シュベールト皇国の古い言葉で『あなたの魂たましいに平へい穏おんのあらんことを』という意味があるんじゃ」

「絶対ウソだ！」

「まあウソなんじゃが。とにかくアレよ、人間、歳としくってくると、普ふ通つうの謙けん遜そんすらもイヤミに思えてきて、あえて下ネタ使って若者に嫌いやがられるようなところ、あるじゃろ？　そんな気分なんじゃよ」

「さっぱりわからん……」

「あー、あるふも、あるふも。そういう気分って、なんだかわかるよねえ」

　モッフルはやたらと納なつ得とくしている。

「うむ。これ見よがしに深刻な顔するの、イヤじゃからのう」

「もっふ。あんまり頭のいいふりとか、しなくなるよね」

　モッフルとオビザの間には、なにやら相通じるものがあるようだった。

　まだ一六歳の西也にはそれが何か理解できなかったが、どうもデタラメな話をしているだけでもなさそうだ。

　意見を求めるようにいすずを見ると、彼女は肩かたをすくめるばかりだった。

「……あー、わかった、もういい。百歩譲ゆずって、あんたやモッフルが高い次元の妖精だかなんだかとしておこう。その成長が、ラティファの場合は阻そ害がいされているわけだな？」

「しかり。アニムスの欠乏によって、成長阻害が引き起こされているわけじゃ」

「その程度のことなら、メープルランドの侍医たちでも推測できていることだわ」

　と、いすずが口を挟はさんだ。

「毎年三月末に、姫き殿でん下かの心と体がリセットされることの説明にはなってないでしょう？　ましてや、七月のいまそれが起きることも……」

「さよう。だがそもそも、なぜ三月末なんじゃ？」

「もっふ。それは……当時、呪いが発動したのが三月末だったからだふも」

「うむ。それから一年で、リセット。これはだれが決めたんじゃ？」

「そりゃあ、ラティファに呪いをかけた魔ま法ほう使いふも」

「なぜそう言い切れるんじゃ？　呪いの発動から一年で、リセットが起きる──その魔法使いは、本当にそう決めたのかの？」

「も、もっふ。確かに言われてみれば……」

　モッフルが考え込む。

　魔法やら呪いやらの話なので、西也にはこの会話の文脈がさっぱり見えなかった。それを察してくれたのか、いすずが代わりに説明する。

「西也くん。わかりやすくたとえるなら、魔法というのはコンピュータ上のプログラムみたいなものよ。呪いはウイルスみたいなもの。だからその発動には一定の条件や、期限のようなものがあるわ」

「ああ……」

　そういうことか。

　ラティファの『リセットの呪い』は、これまで一〇年以上、毎年、同じ三月末に発動してきた。普通に考えれば、これはつまり時限式のウイルスとみて間ま違ちがいない。メープルランドの侍じ医い（この場合はプログラマ）も、そう結論したのだろう。

　ところがオビザは、『本当に時限式ウイルスなのか？』と疑っているわけだ。

「これまで一〇年、あの姫さまは毎年同じ条件でリセットが起きていたんじゃろ？　だったら、今年はなにか違う条件が発生しておるのではないのかね？　その条件に心当たりはあるかいの？」

「ううーむ……」

　西也がうなったのは、心当たりを探したからではない。このじいさんが、えらくまともで正せい鵠こくを射た疑問をぶつけてきたからだった。

　そう。心当たりなら、ある。

「俺か」

　するといすずが渋しぶ々しぶうなずいた。

「いつもなら『あなたの自意識過か剰じようよ』と言うところなんだけど。わたしもそう思うわ。西也くんが来て、このパークはずいぶんと変わったから。影えい響きようがあったとしても不思議はないと思う。……モッフル卿きようはどう？」

「もっふ。まあね」

　やはりモッフルも渋々みとめた。

「ここ一〇年以上、甘ブリは緩かん慢まんな道を歩んでいたふも。変化はほとんどなくて、じわじわ、じわじわと衰すい退たいの道を……。そこに西也がきて、一気に活気づいたのは確かふも」

「なるほどのう」

　オビザは難しい顔でうなずいた。

「じゃとしたら、なにかとっかかりは摑つかめるかもしれん」

「本当に？」

「あまり期待せんでくれ。さすがにわしだって、あの姫さまみたいな『難病』は経験がないんじゃ……」

「先生……」

「そう悲しそうな顔をしなさんな。やれることはすべてやる。それがわしのプライドじゃよ。それに、あの姫さまは良いおひとじゃ。神がお見捨てされるわけがないとも！　そうじゃろ？」

　いつになく優やさしいオビザ老人の言葉に、いすずもモッフルも、それどころか西也ですらも救われた気分になった。

　言葉もない西也たちに連れられ、空中庭園へ。オビザはラティファに引き合わされる。

「あ、あの……先生。お忙いそがしいところを申し訳ありません。今日はよろしくお願いいたします」

　彼女は緊きん張ちようしていた。オビザとの記憶も失っているのだ。無理もない。

「うむ。ではまず、パンツを脱ぬぎなさい」

　聴ちよう診しん器きを取り出しながら、オビザが言った。

　西也が横から蹴けりを入れ、モッフルが肉球をたたき込み、いすずが何度も発はつ砲ぽうした。

「このじじいは……！」

「言うと思ったふも。絶対言うと思ったふも！」

「ちょっとでも、『まともな人かもしれない』と思った自分が情けないわ……」

　石いし畳だたみの上に横たわり、ビクビクと腰こしを上下させているオビザから距きよ離りをとって、いすずが生理的嫌けん悪お感をむき出しにした。

「まったく……というかラティファも真に受けるな！　脱ごうとするな！」

「は……はい!?　すみません」

　スカートのすそに手を伸のばしていたラティファが、あたふたとして背筋をのばした。本当に焦あせって、かしこまっている様子だった。ついいつもの調子で[image: しか]しかりつけてしまったが、いまの彼女にとって西也は『ほとんどよく知らない人』なのだ。

「あー……俺こそすまない。その……普段の俺と君は、こんな感じで話していたものだからな……」

「そ、そうなんですね。あの……どうぞご遠えん慮りよなく」

　申し訳なさそうにラティファが言う。申し訳ないのはむしろこちらなのだが。

「とにかく……その、なんだ。このじいさん──いや、先生の腕うで前まえは、まあそこそこ信しん頼らいできると思う。千せん斗とをつけておくから、ちゃんと診みてもらってくれ」

「……はい」

　そのいすずのことですら、いまのラティファはよく知らない。ふと西也は、不安に震ふるえるラティファの肩を、抱だき寄せてやりたい衝しよう動どうに駆かられた。

　そんな気持ちを振ふり払はらって、西也はオビザを助け起こした。

「じゃあ先生。頼たのんだからな」

「う……うむ」

「あとパンツは脱がすな」

「うむ。努力しよう」

　もうツッコむのも面めん倒どうくさかったので、西也は無言で背を向けて、モッフルに『行くぞ』とだけ告げた。

「もっふ」
















　庭園の隅すみ、パークの全景が見み渡わたせる場所まで来てから振り返る。ラティファとオビザ、それからいすずの三人が、部屋へと入っていくのが見えた。

「成果があると思うか？」

「正直、わからないふも」

　モッフルが暗い声でつぶやく。

「だけど、あのじいさんの指し摘てきはうなずけるところがあるふも。いまの状じよう況きようが打開できなかったとしても、なにか新しいことがわかるかもしれない」

「冷静だな」

「そりゃあね。ぼくは毎年、あんなラティファを見てきたふも。痛ましいけど、慣れてもいる。いちいち落ち込んでなんていられないふもよ」

「…………」

「それはともかく、マッキーとの話はどうするつもりふも？　ひどい条件らしいとは、いすずから聞いてるけど」

「ああ、それは……」

　西也は言いよどんだ。

「おととい話した通りだ。三〇〇万人を呼ぶためなら、考えねばならないかもしれない」

「そう」

　意外なことに、モッフルは怒おこらなかった。

「怒らんのか？」

「もっふ。あれからぼくも考えたけど、代だい償しようもなしに、そんな途と方ほうもない目標は達成できないだろうからね……」

「責められると思っていた」

「反対意見を言うのと、責めるのとは別だふも。世の中、それがわかってない奴やつが多すぎるふも」

「ふん」

「ラティファだって、事情を知れば従うと思うよ。あの子が心配しているのは……いや、なんでもないふも」

「なんだ。なにを心配していると？」

「ぼくの思い過ごしふも。……とにかく、ぼくは西也の決めることを尊重するよ。そのつもりでいて欲しいふも」

　モッフルなりに腹をくくっているのだろう。もともと、今年の春で閉へい鎖さされていたはずのパークなのだ。それが延命できたばかりか、いまはこうしてたくさんのゲストに来てもらっている。

　これ以上は高望みが過ぎるというものだ。たとえこれから、なにが起きるとしても。

「厳しいことになるぞ」

「わかってるふも。ぼくもクビは覚かく悟ごだよ」

「だがその前に……」

　西也はスマホを取り出し、時刻を見た。

「……今夜は別の用事がある。ラティファのことは千斗とおまえに任せたからな」

「もっふ？」

「人と会ってくる」

　それが人と呼べるのかどうかすら、西也には分からない。だが、対決すべきだった。




　甘城市の北を流れる多た摩ま川がわに、大きな橋がかかっている。『甘城大橋』という、そのままの名めい称しようだ。

　有料道路から連結しているためか、朝夕を除くと交通量はごく少ない。歩道もあるが、人が歩いていることは稀まれなくらいだ。夜の九時ともなると、ほとんど無人に近くなる。たとえ真夏の七月末でもだ。

　西也自身も、この橋に来たことなどほとんどなかった。橋は明るい。煌こう々こうと輝かがやく照明がまぶしいくらいだった。

　橋の真ん中に近づいてきたあたりで、乗ってきた自転車のギアを落として、相手を探す。

　いや、探すまでもなかった。

　男が一人、橋の欄らん干かんに寄りかかり、スマホをいじっている。夏の夜だというのに、背広姿だ。

　自転車のブレーキの音に気づいて、男がこちらに顔を向ける。

　間違いなく、元・甘城企き画かくの栗栖隆たか也やだった。

　顔も同じ。髪かみ型がたも同じ。

　まったくの同一人物に見える。だとしてなぜあの北条は、この男のことを『倉山さん』などと呼んでいたのだろうか？　なにしろ魔ま法ほう使つかいだ。顔を変えるなどわけもないのかもしれない。もしくは、あのララパッチのお守りみたいな魔法の原理で、強制的に別人と認にん識しきさせているのか。

　本当のところは見当も付かなかったが、相手があの栗栖であることだけは間違いなさそうだった。

「やあ」

　のんきな挨あい拶さつ。西也は答えず、自転車を降りた。

「きのうはすまなかったね。なにしろ急な電話だったから、非常手段……とでもいうのかな？　まあ、あまり美しくないやり方をさせてもらったよ」

「あの北条を焚たきつけて、無理な動員数を条件にさせたのはおまえだな？　なぜそんなことをした」

　西也は魔法を使った。

　栗栖に使うのは初めてのことだ。ラティファたちの話が本当なら、こいつはメープルランドの王室ですら手を焼くほどの呪のろいをかけた、強力な魔法使いということになる。

　そして前に会ったときは、こちらの魔法を見破っていた。果たして自分の魔法が通用するだろうか……？

　だが魔法は発動した。相手の心の声も、完かん璧ぺきに読みとることができた。

《それはもちろん、君らのもっと苦く悩のうする姿が見てみたいと思ったからなんだが……おおっと？　いきなり魔法を使ってくるとは！　意外だな！　これは危ない、危ない》

　声はそこまでだった。一度目なので、記き憶おくは失わない。

「驚おどろいたな。君はもう少し、慎しん重ちようなタイプだと思っていたんだがね」

「ふん……」

「しかし、これで俺への魔法は使ってしまったわけなんだが。大だい丈じよう夫ぶかい？」

「おまえの心配するようなことじゃない。それより答えろ。なぜラティファを苦しめる？　あの子にはなんの咎とがもないだろう」

　二度目の魔法を発動する。

　こいつ相手に気取った挨拶や腹芸など、まったくする気はなかった。ゴングはとっくに鳴っている。最初から全力でパンチを連打するつもりだった。

《あの王を苦しめたところで、何になる？　ただの因果応報が成立するだけじゃあないか。それよりは、もっと理り不ふ尽じんな苦しみこそが……いや、待て、使っているな!?　連続して魔法を……！》

　栗栖が驚きに目を見開いた。

　この男がいま所属している会社の名前が思い出せなくなる。だがそんなことは、調べればすぐにわかる。きのうから、栗栖隆也について知っていることはすべてメモっておいた。委細漏もらさずだ。

「どんどん聞いていくぞ。いつまで自信たっぷりのスカした顔をしてられるかな。前みたいにドロンと逃にげた方がいいんじゃないのか？」

「……言ってくれるね。しかし、これは参ったな。ちょっとからかうくらいのつもりだったんだが……」

　三度目の魔法を使う。

《さすがは王統の魔法。一度きりなどとは、考えづらかったのだ。むしろこれは……喜ばしいことだ！　やはりあの娘むすめは是ぜが非ひでも手に入れたい！　む……また使っている？　抵てい抗こうすら……できないとは……》

　いまの心の声が、これまでとはやや異質なものだということに西也は気づいた。いや。というよりは、前から薄うす々うすと感じていたことが、ここに至ってはっきりしてきたというべきか。

　自分の魔法には、答えを強要する力さえ備わっている。

　これまで西也は、口頭で質問を発し、相手からその答えを引き出すような形で魔法を使ってきた。だからその質問の内容や、タイミングをうまく工く夫ふうする必要があった。それを間ま違ちがえたら、ただの無む駄だ遣づかいで終しゆう了りようだ。

　だが、ただの口先だけでは引っ張り出せないような心の声すら、この魔法で聞くことに何度も西也は成功している。

　特にきのう、あの北条という老人相手の時がそうだった。日ごろ、ゲストから感想を聞く場合には、ああはいかない。お客と北条との違ちがいといったら、西也が敵意と闘とう志しをもって臨のぞんでいるかどうかの違いか。

　北条には敵意を抱いだいていた。この栗栖はもちろんだ。これほど強い敵意を感じた相手は、これまでの人生でほとんどいないかもしれない。

　栗栖は一歩、よろめいた。

「これは……ははっ。すごいな。この俺が……ここまで……」

「容よう赦しやはしないぞ、栗栖。……いや、イディナとか呼ばれているようだったな」

　三度目の魔法の結果、西也は栗栖と最初に会った日、バス停でどんな会話を交かわしたのかを忘れた。痛くも痒かゆくもない。どうせ不ふ愉ゆ快かいなやりとりだったに決まっている。

「俺の魔法について、どこまで知っている？」

「それは──」

「言え……！」

　四度目の魔法。

《多くは……知らない。何度も心を読むことができ、さらに答えを強要するということだけだ。いま……わかった。王統の魔法は強力だ。むしろ合が点てんがいったくらいで……》

　声が途と絶だえる。栗栖が膝ひざをつき、大きくあえぐ。

　今度は栗栖が過去、どんな約束をメープルランド王としていたのかを忘れた。なにか重要なことだったはずだが、思い出せない。

　しかし、こいつがラティファに呪いをかけたことはまだ知っている。

　西也もひどい疲ひ労ろうを感じていた。頭痛がしてくる。

「そろそろ逃げ出しそうだな。だがこれは絶対に答えてもらうぞ……！」

「待っ……」

「ラティファの呪いを解く方法だ！　洗いざらい、吐はけ！」

　五度目の魔法を使う。

　栗栖がその効果を畏おそれ、逃げようとするのが感じられた。脱だつ出しゆつのための幻げん影えいと瞬しゆん間かん移動──その魔法を使おうとすることさえ、西也は禁じることができた。

　絶対に答えろ。

　ほとんど絶対的な強制力だ。

　恐おそるべき力。自分自身でも戦せん慄りつする。

　一人に一度だけ。しかもほんのわずかなタイミングだけの読心魔法。そう思っていた。だが、違ったのだ。

　栗栖の心の声が聞こえた。

《解かい呪じゆの手段は……知らない》

　なんだと？

《カニエ・セイヤの力が予想以上だったときに備えて……自ら記憶を消した。記憶回復の手段も残さなかった。元よりラティファ・フルーランザの呪いを解く気はないのだから、それでいい……》

　心の声が途絶える。

　さらに強い疲労感を覚えながらも、西也は栗栖の胸むなぐらをつかみ、叫さけんだ。

「貴様……！」

「はは……。保険がきいたみたいだな」

　青白い顔に薄うす笑わらいを浮うかべ、栗栖が言った。びっしりと玉の汗あせ。向こうも余よ裕ゆうはないようだ。

　西也も余裕はなかった。

　五度目の魔法の代だい償しよう。とうとう西也は、この男がだれに呪いをかけていたのかを忘れてしまった。

　ほんのちょっと前まで、その呪いを解く手段を聞き出そうとしていたのに。

　いったい、だれのために？

　それが思い出せない。

　たちまちこの男への怒いかりが萎なえていくのが感じられた。根本的な動機、自分の魔力を支えている強い意志が失われてしまった。

「くそっ……」

　栗栖の胸ぐらから手を離はなし、スマホを見る。前に自分がメモしておいた内容によれば、呪いをかけられたのはラティファのようだった。

　ラティファ？　彼女のことは、もちろん知っている。

　初めて出会った日のことも。それから起きたできごとも。きのうのデートも全部。そしてけさ記憶を失い、オビザを呼び、さきほど別れ際ぎわにどんな会話を交わしたのかも。

　だというのに、この男が彼女に呪いをかけたという事実だけが、すっぽり抜ぬけ落ちているのだ。

　現実の認識がめちゃくちゃになっている。ひどい違い和わ感だった。吐き気がした。

「……辛つらそう……だな。どうだい、ここらで小休止でも……」

「ふざけるな！」

　わずかに残った反発心。

　この男への敵意の記憶だけを頼たよりに、西也は叫んだ。

　あと一度くらいが限度だろう。
















　自分が身につけた魔ま法ほうは、確かに強力だ。しかし無制限に使用できるものではないようだった。いま、気づいた。力には代償が伴ともなう。だれにだってわかる理り屈くつだ。

　ああ、それはまだいい。

　呪のろいの解除は、いったんあきらめるとしてだ。その次に知っておくべきことは？

　スマホの画面に表示される、この敵のプロフィール。

　たくさんの情報。雑多な情報。

　なにがいちばん大事なのか？　どこかに付け入る余地はあるのか？

「……三〇〇万人」

　西也はつぶやいた。

「そうだ……なぜ三〇〇万人を目標の動員数にした？」

「なに……？」

　一〇〇〇万人などといった途と方ほうもない数字でもなく、一五〇万人などといった可能な数字でもない。三〇〇万人は『ちょうどいいくらいの無理難題』だ。だからこれまで、深くは考えてこなかった。

　だが、この数字になにかの意図があるのではないか？

　もし無意味な数字だとしたら、無む駄だ撃うちになる。もう、あと一度くらいしか魔法は使えないだろう。ここで逃がしたら、次に会う機会があったとしても、栗栖はさらなる対策をしてくるはずだ。

　いましかない。

　西也の脳のう髄ずいの中のなにかが、この数字に対して根本的な疑問を訴うつたえていた。

「やめ……」

「答えろ……！」

　六度目の魔法。頭が割れそうだ。

《わからない。呪いに関する情報だからだ。だが君たちが三〇〇万人を達成したら、それは困る。なぜ困るのかは……本当にわからない。つまり意味のある数字だということだ》

　回答は終わった。

　栗栖がうつ伏ぶせに突つっ伏し、苦しそうに肩かたを上下させた。西也自身も立っていることができず、その場に尻しり餅もちをついて、はげしくせき込んだ。

　六度目の魔法の代償は、さきほどからの会話の一部を忘れてしまうことだった。おそらく、二度目の魔法で引き出した情報だ。記き憶おくしている内容の前後から、推測はできる。

　──俺はこいつから、なにを聞いただろうか？　重要な話だったかもしれない。忘れてしまった……！

　強い不安が、西也の胸中をかきむしる。

「くそっ……」

　だが、成果はあった。

　もちろん、まだ聞きたいことはある。きょうのラティファについてだ。だが、呪いに関する記憶を消去したというこの男から、なにか有益な情報が引き出せるとは思えない。

　それに、もう本当に限界だった。

　これ以上魔法を使えば、いま聞いたばかりの重要なヒントすら忘れてしまうかもしれない。

「はあっ……はあっ……」

　一台の二トントラックが、甘城大橋を通過していく。運転手から見たら、酔よっぱらいの男が二人、へたり込んでいるように見えたことだろう。

「いいだろう。質問は……終わりだ……」

　西也は力を振ふり絞しぼって立ち上がった。栗栖は身を起こそうともしない。

「それは……助かる……ね……はは」

「人間らしいしゃべり方をしても無む駄だだ。貴様の邪じや悪あくさはよく分かっている」

　だまされるつもりなど毛頭なかった。こんな姿で、フランクな話し方をしていてもこいつは悪魔だ。絶対に心を許してはいけない。

「だが、いまは貴様の力がいる」

「なに……？」

　自転車にかけてあった鞄かばんから、数枚の書類を取り出し、栗栖の前に投げつける。

「これは……？」

「甘ブリうちとデジマーランドとの提てい携けいについてだ」

　その書類は甘ブリとデジマーランドの提携内容についてだった。むろん詳くわしい契けい約やくについては伏せてある。ただその提携の内容を見れば、三〇〇万人という数字が現実味を帯びていることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだろう。

「いまの貴様は『倉山』だったか？　コズミックスタジオに潜もぐり込んでいるようだな。だったら、どうするべきかわかるだろう」

「…………！」

　栗栖が顔をあげ、西也をにらみあげた。

　驚おどろき、屈くつ辱じよく、怒り。だがいちばん大きかったのは、やはり驚きだった。

「この我と、あの道どう化けネズミを両りよう天てん秤びんにかけるだと……!?」

　人間らしいしゃべり方まで忘れたようだ。もはやこいつは『栗栖』ではなく、邪悪な魔法使い『イディナ』だった。

「なんとでもいえ。せいぜい、いい条件を引っ張り出すことだな」

　西也はよろめきながら自転車にまたがると、その場を走り去った。




　自宅への帰り道、西也は『これで良かったのか？』と自問自答を繰くり返した。

　よりにもよって、あの栗栖隆也にあんな取引を持ちかけるなど。

　奴やつこそがすべての元げん凶きよう。

　奴こそがラティファを苦しめている張本人なのだ。

　だが、現状を考えるとこの選せん択たく肢ししかなかったともいえる。なんとかパークを生き延びさせること──それはすなわち、ラティファを生きながらえさせることに他ほかならない。

　いや。そうとばかりは断言できないだろう。

　甘ブリの未来と、ラティファの未来。

　その二つは必ずしもイコールではないのではないか？

　だとして、自分はどちらを選ぶのか？

　彼女の笑え顔がお。キャストたちの笑顔。そして、ゲストたちのたくさんの笑顔。

　結論はまだ見えない。

　暗くら闇やみの中を手て探さぐりで進むような状じよう況きようなのだ。絵に描かいたような解決策など、すぐに見つかるはずもない。

　だがデジマーランドとコズミックスタジオの両者を競争させることで、すこしでも甘ブリにとっていい条件を引き出すことができれば──

　いいや。どれもこれも、責せき任にん逃のがれの言い訳みたいなものだ。

「くそっ……」

　ひどい自己嫌けん悪おを感じる。住宅街の真ん中で、西也は自転車を止めて、電柱によりかかり、何度もせき込んだ。

　もっとうまい手が思いつけばいいのに。

　どう知ち恵えを絞っても、これくらいのことしか思いつかないのだ。

　そこでスマホが短く振しん動どうした。いすずからのメールの着信だ。

「…………」

　西也はのろのろと画面を開き、彼女からのメッセージを確かく認にんした。

《オビザ氏の診しん察さつで成果あり。連れん絡らく乞こう》

　きょうは帰って寝ねるだけのつもりだったのに。

　なかなかそうもいかないようだ。




　夜の二三時近くになって、どうにかこうにかパークにたどりつく。自転車置き場で待っていたいすずが、まず最初に言った。

「大だい丈じよう夫ぶ？　顔色が悪いわ」

「気にするな。成果というのは何だ」

　ぞんざいにチェーンを止めてから、西也は訊きいた。いすずはそれでも不安そうだったが、こちらも気を遣つかう余よ裕ゆうはない。

　ついさっきまで、全力であの魔法使いと戦ってきたばかりなのだ。

「……複雑な話なの」

「複雑？」

「詳しくは、オビザ先生から話を聞いて」

「？　わかった……」

　いすずと二人でメープル城に向かう。空中庭園には、オビザとモッフルが待っていた。ラティファはすでに、寝しん室しつで休んでいるという。

「それで？」

　西也が尋たずねると、モッフルがいすずと同じことを言った。

「複雑な話ふも」

「だから、説明しろ」

　苛いら立だちもあらわに言うと、オビザが前に進み出た。

「はっきりとは言えないことなんじゃが──」

　オビザが切り出した。

「あの姫ひめ様さまが記憶を失ったのは、どうも呪いのせいではないようなんじゃ」

「なに？」

「いや。厳密にいえば、呪いも遠因となっておる。じゃが彼女の記き憶おく喪そう失しつの直接の原因は、非常に深刻なアニムスの不足にある」

「アニムスの不足？　だが……」

　そんなはずはない。

　いまの甘ブリはこれまでとは違ちがう。来場するゲストの数はうなぎ登りだし、しかもだれもがパークで遊ぶことを楽しんでいる。

　ゲストたちの『楽しいと思う気持ち』がアニムスで、ラティファたちのような魔法の国の住人は、それを糧かてにしていると聞かされている。だったらアニムスは高まっているはずではないのか？

「さよう。アニムスは十分なはずなのじゃ。これを見せてしんぜよう」

　オビザが診察カバンから、古い温度計のようなものを取り出した。温度計と違うのは、ガラス管の中の液体が青いことだった。

「これはアニムス計と呼ばれておるものじゃ。その場のアニムスの量を示しておる」

　そのまんまの名前なのには呆あきれたが、西也はこの『アニムス計』に見覚えがあった。メープル城のあちこちに、この温度計もどきが置いてあるのだ。

「アニムス計によれば、この場のアニムスの量はおよそ三八〇〇ミーベルト。これはＭＨＯの定めた基準では『とても潤じゆん沢たく。健康的な毎日が送れます』とされておる」

「ＭＨＯ？」

「魔ま法ほう保健機構。魔法の世界の国際機関よ」

　いすずが説明した。

「ミーベルトというのは？」

「そういう単位があるの。あまり気にしないでいいわ」

「なんだか放射線の単位みたいで落ち着かんのだが……」

「とにかく、このお城のアニムス量は充じゆう分ぶんなんじゃ。ところが、このニトマス試験紙によれば……」

　オビザがバンドエイドくらいのサイズの赤い試験紙を取り出す。使用後らしく、紙の三分の二くらいが青く変色していた。

「この青い部分は、患かん者じやのアニムスが欠けつ乏ぼうしていることを示しておる」

「そうか……。というかこの試験紙？　どう使ったんだ？」

「くわえるふも。ぱくっと。それで三分待つと、赤い部分が変色するふもよ」

　今度はモッフルが説明した。

「つまりこれは、ラティファがくわえたのか？」

「そうふもよ。……おい、ちょっと待つふも西也。おまえ、まさかこの試験紙を我がものにしようと……!?」

「バカを言うな！　むしろ、ほら。そこの爺じいさんが……」

「もっふ。確かに……」

　するとオビザが血相を変えた。

「な、なにを失敬な！　たしかにこの試験紙には、あの姫様の甘い甘い唾だ液えきが染しみ込んでおる。じゃが、ただの医い療りよう廃はい棄き物ぶつじゃよ。しっかり密みつ封ぷうして持ち帰り、神かみ棚だなに飾かざったり、一ミリ幅はばで切って紅茶に入れたり、時たま自分でペロペロしようなんて、これっぽっちも思っとらんわい！」

「では没ぼつ収しゆうね。わたしが処分しておくわ」

　いすずがオビザの手から、試験紙をさっと奪うばい取った。

「あっ。……おのれ若造。余計なことを言いおって……！」

「うるさい！　気色悪い使い方をいくつもいくつも……」

「悪用する気満々ふも！」

「悪用ではない！　有効活用じゃ！」

「いいからさっさと話の続きをしろ！」

「ぐっ……。そうじゃったわい。……とにかく、この場の空間アニムス量は潤沢なのに、あの姫様はまったくのアニムス欠乏状態だということなんじゃ。ほかにも数種類の試験をしたが、これはほとんど間違いないわい」

「なぜなんだ？」

　もともと彼女がこの甘ブリにいるのも、アニムスの欠乏を補うためではないか。その効果がないのでは、どれだけ西也たちががんばっても、意味がない。

「原因はわからん。だがアニムスの欠乏が引き金になって記憶のリセットが起きるのは、間違いないじゃろう。呪のろいも関かん与よはしているが、これはどちらかというと……自動的にそうなった、という印象じゃ」

「よくわからんのだが……」

「記憶のリセットは、呪いの作用。これは確実じゃ。だが……リセット機構は、呪いの中にプログラムされた、ある種の安全装置だと考えた方が自然なんじゃの。つまりリセットによって成長を抑よく制せいすることで、アニムス不足による極度の衰すい弱じやくを回かい避ひしているわけじゃ。肉体の方はリセットが起きていないのは……おそらくその証左じゃ。じゃが、このままアニムス不足が続けばいずれ、肉体のリセットも起きるじゃろう」

「生かさず、殺さずというわけふもね……」

　モッフルが怒いかりで肉球を震ふるわせた。

「その魔法使いが、なにを狙ねらいとしとったのかはわしもわからん。だがどうも……ただ姫様を弱らせて死なせたいわけでは、ないようじゃのう」

「…………」

「まあとにかくじゃ」

　オビザはおほんと咳せき払ばらいをした。

「いまの問題は呪いそのものではない。なぜあの姫様が、いま謎なぞのアニムス不足に陥おちいったのか？　その原因を究明せねばならぬ」

「方法はあるのか？」

「あるといえば、ある」

　オビザは診察カバンから、新たな道具を取り出した。

　それは古くさいゴーグルだった。大昔のバイクの映像などで、レーサーが着けているような革かわ製せいの作りで、分厚いガラス板がはめこんである。

「これは『ウンブラの眼鏡』。その名の通り『ウンブラ』を見るための品じゃ」

「ウンブラ？」

「『影かげの世界』という意味よ」

　いすずが補足した。

　また新しい言葉だ。わけがわからなくなってくる。

「影の世界というのは、ええと……おまえらの魔法の国とはまた別のものなのか？」

「そうよ。わたしたちの魔法の国は、別の場所にあるどこか。『影ウのン世ブ界ラ』はいま、この地上の裏側の世界のことなの。いまもここにあるけれど、普ふ段だんは見えない世界よ」

「さっぱりわからん……」

「頭の固い奴やつじゃのう。若いうちからそれだと、いずれ苦労するぞい？　スマホの操作がわからなくて、孫にたずねて邪じや険けんにされる年寄りみたいな」

「大きなお世話だ！」

「うーん。あれふもよ。『影ウのン世ブ界ラ』ってのは、地上人にわっかりやすくたとえれば……赤外線ゴーグルで見た世界とか、そんな感じふも」

「そんな簡単なものなのか？」

「もっふ。ほら、ある種の鳥や虫は、人間の見えない紫し外がい線せんまで見えるとか、あるでしょ？　あのノリふも」

「ふむ……」

　それなら、なんとなく分かるような気がするが。

「だとして、そのメガネを使ってどうするのだ？」

「『影ウのン世ブ界ラ』を通じて、あの姫様の魂たましいの痕こん跡せきを探さぐるのじゃ」

「はあ……？」

　西也はまたわけが分からなくなってしまった。




　その後三〇分間、オビザたちから回りくどい説明を聞いているうちに、西也はどうにか理解した。

　この世界（つまり地上界）には、普段は見えない魔法的なエネルギー（つまりアニムス？）のようなものがあって、それらエネルギーを視覚的に捉とらえることができるのが、その『ウンブラの眼鏡』なのだという。

『影ウのン世ブ界ラ』は、いわばエネルギーの分布状態を示した世界だ。そういう意味では、モッフルの言った『赤外線ゴーグルで見た世界』というのがいちばん適切なたとえのようだった。

『影ウのン世ブ界ラ』は通常、アニムスなどの動きや流れ、どこに多くてどこに少ないかなどを示す。つまりその場の人間の執しゆう着ちやくする事物や、行動などを示すことが多い。だからラティファの生活空間を『ウンブラの眼鏡』で見ることによって、彼女のアニムス欠乏の原因が分かるのではないか、というのがオビザの話の主しゆ旨しだった。

　訓練された魔法使いなどなら、その『影ウのン世ブ界ラ』を見ることができるそうだが、あいにくオビザには見えない。いすずも、モッフルもだ。

　そこで『ウンブラの眼鏡』の出番となるわけなのだが、これまた不都合があるという。

「この眼鏡は、莫ばく大だいな魔力を必要とするのじゃ」

　と、オビザは言った。

「わしが使うと、せいぜい五秒くらいかのう。しかもそれでヘトヘトになる。一日は休まんと、再使用は不可能じゃ」

　ならばモッフルやいすずが使う場合はどうなるか、と西也はたずねた。あいにく、似たり寄ったりの効果時間だとのことだった。オビザより若いぶん、もうちょっと長いだろうが。

「もっふ。いちおうぼく、軍隊時代から鍛きたえてるし、かなり強力な魔法の武器とか使えるんだけど。それでもダメふも？」

「ダメじゃな。武器とは違ちがう魔力なんじゃ。わしゃ軍隊経験なんぞないが、武者の魔力は、探索者シーカーの魔力とはまた別種のものだと聞いておるが？」

「ああ。なるふも……理解ふも」

　どうやら、ロープレでいうところの職業クラスみたいなものらしい。モッフルもいすずも軍人なので、この場の使用には適さないということだった。

　手段（心細い手段）はあるものの、それを使用できる者がいない。その現状のために、オビザたちは困っているわけだ。

　そこで西也は質問した。

「では、俺が使ったらどうなるんだ？」

　するとオビザは即そく座ざに首を横に振ふった。

「無理じゃな。おぬしは地ち上じよう人びとじゃ。そもそも魔力というものがないし、魔力を知覚し把は握あくする力もないからの」

「待って」

　いすずがはっとした。

「西也くんは姫き殿でん下かから魔ま法ほうを授さずかってるわ。普通の地上人ではないはずよ」

「もっふ、いすず……!?」

　モッフルがとがめる。西也が魔法を授かっていることは、基本的に秘密事じ項こうだ。メープルランド王家として、いろいろ政治的な問題があるらしい（なにしろその手段が接せつ吻ぷんだし）。部外者のオビザに話すことの危険を心配したのだろう。

「この期ごに及およんで、オビザ先生に隠かくしたところで何になるの？　セクハラについては殺したいくらい鬱うつ陶とうしいけど、お医者様としては確かな見識があるわ」

「もっふ……まあ、そうかもね……」

「なんか素す直なおに喜べんのう。……とはいえ、それは本当かの？　つまり……その……『王統の魔法』を!?」

　オビザが声を張り上げる。

　地上人の西也にとってはよくわからないことだが、彼の授かった魔法というのは、このオビザをして驚きよう愕がくせしめるほどの強力な魔法なのだろう。

「ああ。それほどの……ものなのか？」

「決まってるじゃろう！　貴様！　あ、あの可か憐れんな姫ひめ様さまと……き、ききききき、キスしただと!?」

「そこかよ……！」

「死ね！　死ぬがいいわ！」

「もっふ。ぼくもね、いつか殺す機会をうかがってるふも」

「おい」

「冗じよう談だんふも」

「いや、いまのはぜんぜん冗談ぽくない目だったぞ……」

　そこでいすずが、ずいっとマスケット銃じゆうを突つき出した。

「その話はいいから。西也くんの魔力の話よ。どうなの？」

「ううむ。そう言われても……『王統の魔法』の所持者なんぞ、生まれて初めて会うんじゃ。よくわからん」

　オビザが腕うで組ぐみして考え込む。

「そんなに立派な魔法なのか？」

「もっふ。おまえが授かったのが、どんな魔法なのかはいまだに聞いてないけど。たぶん強力だろうね」

　そうなのだ。モッフルは未いまだに、西也の魔法が何なのかを知らない。本人も聞こうとしない。おそらく、いすずの態度から『自分たちにはあまり関係がない』と判断しているのだろう。ならばそれ以上、詮せん索さくするべきではない──モッフルという人間（……というか妖よう精せい）は、そう考えて割り切ることができるタイプだ。

　確かにモッフルは正しい。西也も自分の魔法を使って、モッフルの心の声を引きだそうとは思っていない。そんなことをしなくても、こいつの考えてることは大体わかる。

　もしモッフルに魔法を使うことがあるとしたら……それは彼との信しん頼らい関係が完全に壊こわれた時だ。そしておそらく、その時は当面ありそうもない。

　当面は、だが。

「古来、『王統の魔法』の所持者は絶大な魔力を持っているとされる。じゃが先ほど言った通り、その魔力には種類があるし、やはり訓練を受けていない者には……うーむ……」

「だったら試ためしてみればいいだろう。借りるぞ」

「あっ……？」

　もう面めん倒どうくさい。西也はひょいっと『ウンブラの眼鏡』を手にとり、自分でかけてしまった。

「おお……」

　モッフルの赤外線ゴーグルのたとえは実に的確だった。『ウンブラの眼鏡』をかけたとたん、周囲の景色が不思議な色合いの世界に変わる。モノクロではなく、寒色系の世界だ。魔力の反応の強いところは暖色に近づき、なにもないところは暗く、黒い。

　だがそれ以外は、ふつうの世界と変わらない。空中庭園の植物や石いし垣がきは、白い輪りん郭かくで視し認にんできる。

　オビザやモッフル、いすずたちの姿も、黄色の輪郭で視認できた。

「見えるの？」

　黄色くぼんやりとした光を放ちながら、いすずの形が言ってきた。

「見える。おまえやモッフルや先生は……黄色いな。あと、先生の診しん察さつカバンもよく光ってる。魔法のアイテムやら何やらが詰つまってるからか？」

　すると三人の黄色い光が強くなり、西也の前で入り混じった。

「なにやら光が強くなったぞ。驚おどろいたのか？」

「ええ。たしかに驚いたわ」

「ふむ。おもしろいな……庭園の木々にも、光の強弱がある。あそこにラティファがよく剪せん定ていしている木があるだろう？　あれは……なるほど、ほかの木よりも光が強いな」

　だれかが執着する物品には、相応の反応がある。オビザの話の通りだった。

　周囲の物品の形はわかるので、足あし下もとにつまずくこともない。西也は空中庭園を歩き、欄らん干かんからソーサラーズ・ヒルを見下ろした。

「おお。こうして見ると、アトラクションの人気度がよく分かるぞ。お菓か子しハウスは……さすがだな。いちばん光が強い。だいたいデータと同じだから、あまり意味はないが……おもしろいことは確かだ」

「西也くん」

「アクワーリオも光が強いが、色が微び妙みように違うな。これはなぜだろう？　……というか、ほかのアトラクションもみんな色が違う。これは……ゲストの楽しみ方の差異なのかもしれないな」

「西也くん」

　いすずが繰くり返す。真ま面じ目めな声だった。ようやく西也は我に返った。

「どうした？」

「いえ。あなたはその眼鏡めがねを三〇秒以上つけてるわ。いまでも平気なの？」

　言われて、ようやく気づいたくらいだった。

「ああ」

「疲つかれたりしない？」

「特には。……変なのか？」

　いすずは答えず、オビザ先生に目を向けた。いや、視覚的にはそうしたように思えた。黄色い光がやや強く輝かがやき、オビザの光に向けられただけだ。

「なるほど。確かにこの若いのは、『王統の魔法』の所持者じゃわい」

「もっふ。おそらく、こいつは探索者シーカー系ふも。まあ、それ以上詮索はしないけど……」

「ええ。彼にゆだねるしかなさそうね」

　魔法のゴーグルを外す。いつも通りの世界が戻もどってきた。




　ラティファは寝しん室しつで眠ねむっていた。

　起こしてしまう心配さえ必要ないくらい、深く眠っているように見える。オビザの話では、見た目以上に疲ひ労ろうが激しいのだろうということだった。

「ラティファ……」

　おでこの絆ばん創そう膏こうは元のままだ。それだけが、自分と彼女との最後の絆きずなのようにさえ思えた。

　この場にいるのは西也だけだ。

　オビザやいすず、モッフルたちがいると、『影ウのン世ブ界ラ』の雑音が増える。だから距きよ離りを置き、静かにしているべきだということだった。オビザたちは現在、メープル城から離はなれて事じ務む棟とうビルで待機している。

　時刻を見る。

　いまは二三時三〇分。

　パークは静かだ。住宅地や繁はん華か街がいから遠く離れている。とても静かだ。

　行くぞ──

『ウンブラの眼鏡』を着ける。たちまちラティファの姿が黄色いシルエットに変じる。

　周囲にも、黄色い光の痕こん跡せきがあちこち見えた。彼女がよく使うモノも、同じように光る。寝室のドレッサー。衣い装しよう入れ。アナログレコードとそのプレイヤー。

　だが強い光を感じるのは、それだけではなかった。応接室や厨ちゆう房ぼう。空中庭園。それらすべてから、彼女の大事なものの『光』が発せられていた。

　ラティファが強く執しゆう着ちやくしている何か。

　それさえ見つけられれば、記き憶おくリセットの原因──そのヒントくらいは見つけられるのではないかと思っていた。

　甘かった。

　そんなものはない。ラティファはこのメープル城でごく真面目に暮らし、日々を静かに過ごしている。

　決まりきった毎日だ。なにもおかしなことはない。

　いや──？

　ほかのものより、ひときわ強い光が見えた。なにかの足あし跡あとのように点々と、彼女の居室から続いている。

　それはまさしく足跡だった。

　床ゆかに点々とつく、小さな、かわいらしい足跡。

　西也は彼女の足跡を追った。次し第だいに足跡だけではなく、はっきりとしない全身のシルエットまで見えるようになってきた。

　リビングの電話に出て、なにかの話をしているところから、その全身像がひときわ強く見えるようになる。

　これはいつの時間のことだろうか？

　彼女は電話に出たあと、寝室に戻って着き替がえを始める。ぼんやりとしたシルエットにすぎないので、失礼だったがそのまま観察させてもらった。

　彼女は何度も服を着替える。なにを着るか、迷っているようだ。だが同時にそれを楽しんでもいる。

　やがて着替えを終えると、部屋を出て行く。

　応接間に、モグート族らしき影かげがやってきて、なにかを渡わたす。緑色の光の固まりにしか見えなかったが、それがあの『ガーリーの肉じゅばんＬＴ』だということがすぐに分かった。

　だんだんこの現象が飲み込めてくる。

　これはきのうのラティファの影だ。自分とデートごっこをする前の、支し度たくの様子がいま、アニムスの影という形で再生されているのだろう。

　モグートの影に伴ともなわれて、彼女はメープル城のエレベーターに向かう。そのまま地下通路へ降りていって、南の方へと歩き出す。

　西也は彼女の影についていった。

　眼鏡越ごしに見る『影の世界』を歩き続けるのは、すこし心細い。何度か眼鏡を外してみようかと思ったが、それがきっかけで彼女を見失ってしまいそうな気がしたので、やめておいた。

　地下通路を歩いていく彼女の影。

　ときたまキャストとすれ違ちがう。だれも彼女だと気づいていない。そのたびに彼女の影が楽しそうに輝く。

（けっこう悪戯いたずら好きなんだよな……）

　最近、西也も気付いてきたのだが、彼女にはこういうところがある。悪意のない茶目っ気で、人の裏をかいたり、驚かしたりするのが大好きなようだ。

　予想通り、彼女とモグートの影はエントランス・スクエアのキャスト用通用口に向かう。そこからショップに入っていき、西也に声をかける。……といっても、きのうの西也の影に、だ。

　変装用のアイテムを手渡し、西也の変装が済んだところで、二人で一いつ緒しよに歩き出す。

　彼女の影が、喜びと期待で強く輝いていた。これまで見た中でいちばん強い。

　自分とパークを歩くだけで、こんなに喜ぶなんて。なんとも気き恥はずかしい気分だ。

　その後のデートコースも、西也が知っている通りだった。

（しかし、このままでは……）

　彼女の影を追っていくのは興味深いことだったが、西也は焦あせりに似たものを感じはじめていた。こうして後を追っているだけでは、彼女の記憶リセットの原因など分かろうはずもない。

　それに、先ほどからわずかだが疲れを感じている。『王統の魔ま法ほう』とやらの所持者といっても、無制限にこの眼鏡をかけていられるわけではなさそうだ。

　そろそろ追つい跡せきをやめて、メープル城の居室に帰るべきだろうか？

　ちょうどそう思ったとき、彼女の影に変化が起きた。

　デートを楽しむ光が消え失うせ、灰色の光（？）が彼女を包んだのだ。

　深い憂ゆう慮りよ。

　不安。

　悔かい恨こん。

　罪悪感。

　そうした様々な負の感情が、彼女の影を取り巻き、渾こん然ぜん一体となっている。

（これは……？）

　きのうのこととはいえ、すぐには思い出せなかった。自分はなにか、彼女が傷つくようなことを言っただろうか？

　心当たりはない。

　傲ごう慢まんな態度で人から疎うとんじられている自覚はあるが、こと彼女に対してはまったく異なる。気き遣づかっているし、優やさしくもしている。たとえうっかりでも、ここまで彼女を沈しずませるようなことは言わないし、もし言ったらさすがに覚えているはずだ。

　その場所はワイルド・バレーの中の売店のそばで、ジュースを買って小休止していただけだった。

　なにかの会話は交かわしたのだろう。だが本当に他愛たわいのない話だったはずだ。『暑いな』だとか『次はどこにしようか』だとか。

　西也と彼女の影は、小休止を終えて歩き出す。歩いているうちに、灰色の光はやがて弱くなっていき、次し第だいに先ほどまでの、喜びの光が強くなっていく。

　まるでいやなことを無理に忘れて、いまを楽しもうとしているかのようだった。

（さすがに……気になる）

　引き返すのはやめにして、西也は彼女の影を追い続けることにした。

　その後も、たびたび同じ現象が起きた。

　それはアトラクションを出た直後だったり、ただ道を歩いているときだったり、ファストパスを取っているときだったりした。なにかの法則があるとはとても思えない。

　とはいえ、確かなことがひとつある。

　彼女はこのデートごっこを、心から楽しんでいたわけではない、ということだ。

（いったい、なぜ……？）

　いや、理由なら山ほどある。自分の境きよう遇ぐうもあるだろう。目が見えないことの寂さびしさもあるかもしれない。みんなが働いている最中に、自分だけ遊んでいていいのかとも思っていたかもしれない。

　だが、そうした理由では、あの暗さは説明がつかない気がする。

　なぜなのか？　どうして彼女は、時折あんなに『暗い光』をまとうのか？

　西也は苛いら立だちさえ感じていた。

　ここまで俺が尽つくしているのに。ここまで俺がパークの未来で頭を悩なやませ、きみを笑え顔がおにしようと苦労しているのに。

　なぜきみはもっと喜んでくれないのだ？

　あのほほえみは作り物なのか？

　これ以上、俺になにを望むというんだ？

　もちろん、そんな自分の気持ちが理り不ふ尽じんだということはわかっている。彼女は都合のいい操あやつり人形ではない。彼女がなにをどう感じるかは、彼女だけの自由だ。

　とはいえ、なぜ彼女は──

（くそっ……）

　西也は頭を振ふった。いまは冷静でいるべきときだ。なにかのヒントがあるかもしれない。それを見落とさないようにしなければ……。

　追跡を続ける。

　モッフルのお菓か子しハウスに入って、いたずらネズミとのバトルを繰くり広げ、最後の部屋でモッフルと記念撮さつ影えい。

　いまは真夜中だが、支配人のＩＤのおかげで、どのアトラクションにも入ることができた。

　それから何度も、灰色の光が彼女を包んだ。むしろその頻ひん度どは多くなっているくらいで、もともと輝かがやいていた楽しい光までもが、弱まっていくようだった。

　そしてデートの終着点、メリーゴーラウンドにたどり着く。

　これまでのアトラクションは、『ウンブラの眼鏡』を通すと明るく光り輝いていた。お菓子ハウスは戦いの炎ほのおの色。ミュージックシアターは情熱的なオレンジの色。フラワーアドベンチャーは、なぜかピンク。

　そしてこのメリーゴーラウンドは、彼女が楽しいときとまったく同じ、いくつもの喜びの光が入り乱れた、白い光だった。

　もしかしたら、このパークの施し設せつの中で、いちばん美しい輝きかもしれない。

　ラティファとまったく同じ色。

　絵の具だったら、たくさんの色を混ぜていくとにぶく汚きたない色になる。だが照明だったら、逆にどんどん白く強い輝きに近づいていく。

　メリーゴーラウンドの放つ色は、後者だった。たくさんの喜びが渾然一体となって生まれる、白い光。

　あのおんぼろで、整備不良の、不人気なメリーゴーラウンドが……？

　彼女の影かげと西也の影が、馬車に乗る。回転する二つの影。

　彼女は楽しんでいるようだったが、やがてその光も弱まっていく。またあのにぶい灰色が、彼女を取り巻く。

　そして、あの事故が起きる。

　彼女の影が倒たおれ、西也の影がそれを支え、木馬の回転が止まり──

　周囲のすべてが停止した。

　西也の記き憶おくでは、彼女はそれから西也に抱だき抱かかえられて、医務室へと運ばれていくのだが、そうはならなかった。

　彼女の影が立ち上がる。

　いまだに曖あい昧まいなままのシルエット。それが一歩一歩、ゆっくりと西也に近づいてくる。

《そこにいるのは……可か児に江えさまですか？》

　彼女の影が言った。

「ああ……」

　たじろぎながらも、西也は答えた。

「たぶん……きみとデートしたときの俺とは、違う……というか。いや、俺にもよくわからんのだが」

《そうですか……。またなにか、わたしがご迷めい惑わくを……？》

「いや……よくわからん」

　だが、彼女は『また』と言った。今朝からの彼女なら、そうとは言わないだろう。

「確かく認にんなんだが。マッキーと会ったことは覚えてるか？」

《はい。ご挨あい拶さつして、お茶をさしあげました》

「もっと前のことは？　ナイトパレードをやったり……ルブルムやモグートたちを採用したり……」

《覚えてます。……というより、最初にお会いしたときから、すべて》

「そうか。四月になってから？」

《いいえ。もっと前から。三月にあなたと再会した時のこと、魔法をお授けしたときのことも……》

「なんだと……？」

　西也は驚きよう愕がくした。

　彼女の記憶は、四月頭の段階で一度リセットされている。三月のできごとを、彼女が覚えているはずはなかった。

《小さなころの可児江さまも、知っています。ここにいるわたしは……すべてを覚えているみたいです》

　どういうことだ？

　彼女がすべてを覚えている？

《理由はわかりません。いま、わたしがこうして話しているのも……。わたし自身が話しているのとは、違ちがうようです》

　足りない知識を総動員して、西也は推測した。

「あー……いま、本来のきみは寝しん室しつで休んでいるはずだ。それとは別の存在だと？」

《はい。ここにあるのは、わたし自身ではなく、わたしの記憶の集合です。『このわたし』自身には意志などはなくて……あなたの意識をお借りして、話しているのだと思います》

「つまり……うーん。俺の脳みそが、君がどう言うのかをシミュレートしているようなものか？」

《たぶん、そうだと思います》

　ここにラティファのすべての記憶が集積（保存？　滞たい留りゆう？）しているという話が、まず驚おどろきだ。そしてその記憶をもとに、こうして会話をしている。

「えー。ということは、俺は自分の脳内で、きみと妄もう想そうトークをしているわけか……？」

《そういうことになります。ただし、根こん拠きよのない妄想というわけでは……。むしろ、かなり正確なシミュレーションなのではないかと……》

「ふむ……」

《それから、ここでの会話は、本当のわたしがするものではないので、記憶されません》

　まあ、そうなのかもしれない。これは自分の脳内トークなのだから。

「だったら、聞きたいことがある。きみがいま、こうなっている原因についてだ」

《呪のろいのことですか？　それでしたら、わたしからお教えできることはなにも……。すみません》

「いや。この時期に記憶がリセットされたことだ。呪いもあるが、ラティファ自身のなにかが問題だと、オビザ先生は言っている」

《わたしの……問題》

「なぜアニムスが欠けつ乏ぼうする？　以前に比べて、パークは大盛せい況きようだ。理り屈くつに合わないではないか」

《おっしゃる通りです……》

「心当たりはないのか？　どんな小さなことでもいい。教えてくれ」

《はい。そうですね……》

　すると彼女の影は、パーク全体を見み渡わたした。本物の彼女は目が見えないはずだが、『影の世界』ではその限りではないようだった。可視の光で見る世界ではないからだろう。

《このパーク。いろいろな色がありますよね……》

「ああ」

《わたしの国でもアニムスというのは、どんな色でも同じだと考えられています。でも、本当は違うのかもしれません。たくさんの種類が……たくさんのうれしい気持ちがあるのでは？　考えてみれば、当たり前のことじゃないですか？》

「まあ、そうかもしれんな」

《だとしたら……わたしはいま、お客さまのアニムスとは違う……もっと大事な何かが足りなくなっているのでは？》

「もっと大事な……？　それは何だ？」

《もう、あなたは気付いているはずです》

　彼女の影が、寂さみしげにほほえんだ。はっきりとは見えないが、そんな気がした。

　もっと大事なもの？

　大勢の客が喜んでいるんだ。なんの不足がある？

「いや、わからん」

　意固地になっているわけではない。本当にわからないのだ。

《では、教えてさしあげます。あなたは……苦しんでいますね？　三月にわたしと再会してから、ずっと悩み続けています。わたしのこと、パークのこと……》

「それは……仕方がないだろう」

《はい。大変な責任なのは、もちろん分かっています。でも、あなたは常に消しよう耗もうしています。疲つかれ切っています。ちっとも、毎日を楽しんでなんかいません……。それに……悔かい恨こんの念にいつも苛さいなまれています》

「悔恨だと、俺はなにも……」

《スタジアムの件で、あなたがなにかをしたことは……さすがにわたしでも気付きます》

「…………」

《勝手なことを言ってごめんなさい。きのうのデートのときも、あなたはことあるごとに、このパークをどうするのか、なにか解決法はないかと……悩み続けていました。それに気付くたび、わたしは消えてなくなりたいような気持ちになったんです》

　灰色の光に包まれたときのことだろう。これで理由がわかった。

　やはり自分だった。

　態度には見せていないつもりでも、彼女は察していたのだ。そしてそのたび、落ち込んでいた。

「き……君のせいではない。本当だ。俺はいくら悩もうと、君を責める気など、すこしも……ない」

《はい……。きっと本当にそうなんだと想おもいます。可児江さま。あなたは本当に強い方です。だけど……》

　彼女はためらった。

「だけど？」

《だけど……わたしには耐たえられないんです。だって……あなたはいま、ちっとも幸せじゃないんです！　よりにもよって、あなたが……！　いちばん大切で、大好きな人が……！》

　どきりとする。顔がかっと熱くなるのを感じた。

　彼女の姿ははっきりと見えない。だがその声は悲しみに震ふるえていた。

「え……」

《ええ、そうです……。お慕したいしてます……可児江さま……》

　茫ぼう洋ようとしたシルエットの彼女から、銀色の光のしずくが落ちる。涙なみだのイメージ。そんなものを見なくても、彼女が泣いているのは明らかだった。

《あなたのことが……大好きです。いつもあなたを想っています。……だって、どうしようもないんです。あなたと会うたび、胸がきゅっと締しめ付けられて、どきどきして、でもうれしくて……幸せな気持ちでいっぱいになるんです。だから……》

「だから……なのか？　俺からの……『楽しいと思う気持ち』が、なくなってしまったから？　それで君は……」

《はい……》

　彼女の姿が小さくなった。

　うなだれたようにも、ひざをついたようにも見える。ひどく弱々しい。

《あなたが苦しんでいるのに、どうしてわたしが……毎日を楽しめるんですか？》

　そうかもしれない。その道理はわかる。だが、だとしても──

「俺に……どうしろというんだ」

《なにも……なにもお願いできることはありません。わたしにだって、わからないんですから……》

「…………」

《わたしはひどい女です。あなたにとてもできないことを、心の底でいくつも要求しています。こんな……こんな身勝手で卑いやしい心の持ち主なのに、高貴な王族のふりをして……最悪です。……あなたがわたしを嫌きらってくれれば、まだ救いがあるのかもしれません。でも、事実はそうではなくて……あなたはわたしなんかにまで優やさしくしてくれるんです。そう……哀あわれみをかけてくださる……。それが……辛つらくて悲しくて……》

　どうにもならないジレンマだ。

　西也はこれまで、戦略や戦術で勝利がつかみとれると思っていた。冷静に状じよう況きようを把は握あくし、作戦を立て、断固として行動する。物事を解決するには、それしかないと思っていた。それができないバカ共は、勝手に野垂れ死にすればいい──それくらいのことさえ思っていた。

　だが、いまの自分──彼女と自分のこの状況は、もはやそれでは手に負えない。

　無理難題に取り組み、限界まで苦しみながら……笑っていろだなんて。

　演技の笑いならできる。それで勘かん弁べんしてもらえないだろうか……？

《そうじゃないんです……。わたしたちのために、あなたが犠ぎ牲せいになる必要なんて、これっぽっちもないのに……。もうやめてください》
















　それはいやだ。

　なぜかはわからないが、それだけは断固拒きよ否ひしたい。得体のしれない強い衝しよう動どうが、彼の中で膨ふくれあがった。

《なぜなんですか？　どうしてそこまで……》

　俺にだってわからない。

　だが、細さい胞ぼうの中のなにかが、俺にこう言っているのだ。『戦え』と。

　だったら俺は、自分の戦争を遂すい行こうし続けるしかない。これはボランティアでも、哀れみからくる施ほどこしでもない。

　君じゃない。

　俺の問題なのだ。

　俺が、そうしたいからだ。実のところ、周りのみんなや、君がどうとかなんて、関係ないのだ。

《だとしたら、わたしは……あなたのトロフィーなんでしょうか？》

　ひょっとしたら、そうかもしれない。

《このパークも？》

　まあ、そういうことになるかもな。

《わかり……ました。すこし怖こわいですけど……でも、それこそが王たる者の資質なのかもしれません》

　王、だと？

《あなたこそ王です。……あの魔ま法ほう使つかいに立ち向かえるのは、もしかしたら、そんな人なのかもしれませんね……》

　どうなんだろうな。

　俺にもよくわからん。

《はい。わたしにも……》

『影ウのン世ブ界ラ』がちらついていく。最初はノイズが混じるように。やがて大きなブレが生じて、雑音が増え、彼女の影も見えなくなってくる。

　魔力の限界なのか、なにかほかの理由があるのか。『影ウのン世ブ界ラ』との接続が終わろうとしている。

　それを察したのか、彼女の影が言った。

《そろそろ、お別れのときのようです》

　いや待て。まだ話したいことはたくさんあるんだ。

《はい。ですが、わたしの力ではどうにもなりそうに……ありません》

　君の気持ちは聞いた。だが俺の答えを言っていない。

《それは……聞きたいです。でも、本当のわたしは、この場のやりとりを知ることはありませんから……》

　最後に彼女はほほえんだ。いつものように。

《できたら、いつか……教えてください》

　ああ、それはわかった。

　とはいえ、この会話はある意味、俺の脳内妄もう想そうトークでもあるわけで、それを根こん拠きよにあれこれ言ったら、なんというのか、本物の彼女に引かれないか？　『え？　なに言ってるんですか？　あの、そういうつもりはなかったから、ちょっと困るんですけど……』とか素すで言われたら、たぶん、この俺といえども立ち直れんぞ？

　その辺の心のケアをだな？　もうすこしなんとか相談したいのだが──

《無理です。がんばってくださいね！》

　いや、待っ──

《それでは、ごきげんようです……！》

　視界にひびが入る。いや、『ウンブラの眼鏡』のレンズ部分が割れたのだ。そのとたん、西也はなにも見えなくなった。

　眼鏡を外すと、周囲は終業後の真っ暗なパーク。それまでの数々の光は、消え失うせてしまった。

　くたびれたメリーゴーラウンドの前に、彼は一人で立っている。

　強い疲ひ労ろうが襲おそってきた。

　倒たおれる直前、千斗いすずがどこかで自分の名を叫さけんでいるのが聞こえた。




　目を覚ますと、すでに翌日の昼前だった。

　エアコンのきいた執しつ務む室の、革かわ張ばりソファに西也は横たわっている。

　応接机の反対側にはいすずが寝ねていた。西也が身を起こすと、すぐに彼女も目を覚ました。

　状況を聞く。

　西也はあのメリーゴーラウンドの前で倒れ、それからこの執務室に運ばれたとのことだった。いすずは寝ずの看病をしていたようだ。とはいっても、西也もただ疲労から眠ねむっていただけのようだが──

「ラティファはどうなった？」

「お変わりないわ。記き憶おくも……やっぱり、戻もどっていないみたいね……」

「そうか……」

　いすずの暗い顔を見ても、西也はあまり動どう揺ようしなかった。むしろ『まあ、そうだろうな』くらいの気分だった。

　なぜだか、自分がどうすべきかが、漠ばく然ぜんと見えているような気がしたのだ。はっきりとはわからない。

　だが、結論がどこかにあるような気がする。

　あのメリーゴーラウンドでなにがあったのか、いすずは深く聞こうとはしてこなかった。西也の口が重たいので、詮せん索さくを避さけているのだろう。彼女の話では、ラティファにはいまのところオビザとモッフルが交こう替たいでついているという。

　洗面所で顔を洗い、コーヒーを一いつ杯ぱい飲んでから執務室に戻ると、いすずがメールのチェックをしていた。

　ディスプレイをにらみつけ、いすずが息をのむ。

「どうした」

「大変よ。コズミックスタジオの方から、業務提てい携けいの話が……」

「ああ」

　それもわかっていた。

　あとは交こう渉しようだけだ。

　ただパークを延命するためだけの、憂ゆう鬱うつな駆かけ引きが待っている。

　デジマーランドとコズミックスタジオ。

　どちらを選んでもろくなことにはならないだろう。




　さっそくその夜には、非公式の交渉の場が設けられることになった。

　デジマーとコズミックの両者から提携の条件を提示させ、甘ブリ側の見解を表明する。個別の交渉は行わない。当事者はすべて情報をオープンにする。ほとんど入札みたいな形式だった。

　出席者も最低人数にした。話がややこしくなるのが嫌いやだったので、事情に疎うとい地ち上じよう人びとなどはすべて除外してもらう。

　この会議の提案者は西也だ。

　いすずは『そんな交渉、受けてくれるかしら』と不安顔だったが、両者が受けることは彼にはわかっていた。

　実際、デジマーランド側もコズミックスタジオ側も、その非公式な会議を承しよう諾だくした。

　会議の直前、空中庭園に行くとモッフルが待っていた。きょうはほとんど仕事を着ぐるみに任せて、ラティファについている。

「ラティファは休んでいるふも。記憶の方も相変わらずだよ」

「そうか……」

　せめて会議の前に話がしたかったのだが。仕方がない。それにいまの彼女と込こみ入った話をしたところで、おびえさせ、混乱させるだけだろう。

「もっふ……。デジマーとコズミックを両りよう天てん秤びんにかけるとは。思いつきそうで、思いつかない手だふも」

　事情はすでにいすずから聞いているらしい。モッフルは特に反対する様子も見せなかった。

「どうかな。まあ……これですこしは、マシな条件になるかと思うが……」

「マシ、という程度ふも？」

「ああ。どちらがマシか、というレベルの話だ」

「もっふ……」

　西也もモッフルも覇は気きがなかった。

　これから開かれるのは、いうならば『甘ブリの身売り先の競売会』のようなものだ。元気が出るはずもない。

「キャストの間で、もう噂うわさになってるふも」

「身売りの件が？」

「もっふ。知っているのはぼくとおまえ、それからいすずだけ。だから、こちらから漏もれたとは思えないふも。強しいてあげれば……」

「マッキーか」

「うん。おおかた、キャストのだれかに、ＳＮＳかなにかで話しかけて、それとなくにおわしたんだろうね。奴やつのゆさぶり作戦だふも」

「ふん。いい性格だな、おまえの大親友は」

「やめるふも」

　モッフルはうんざりした様子で肉球を振ふった。

「会議。来るか？」

「いや。ぼくはここでラティファについてるふも。結果がどうなろうと、文句は言わないよ」

「そうか。じゃあ、行く」

「西也。無理はするなふも」

「…………ああ」

　西也は空中庭園を後にした。

（無理はするな……か）

　メープル城のエレベーターの中で、ひとり考える。あの一言も、本質はラティファと同じことを言っているのかもしれない。きっといすずも言うだろう。ほかの連中も。

　またなにか──漠然としたイメージが脳のう裏りに浮うかんだ。

　まったく違ちがう道。自分も楽しい道。

　ありそうな気がするのだが。

　あいにく理性の方は、きっぱりと『ない』と告げていた。




　事じ務む棟とうビルに戻ったころ、ちょうどマッキーが来訪したとの連れん絡らくがあった。

「きょうは車だそうよ」

　いすずが言う。

「意外だな。どうせまたド派手なヘリで来て、うちのキャストを困こん惑わくさせると思ったのだが……」

　業務用の駐ちゆう車しや場じように行くと、ダックスフントみたいな胴どう長ながのリムジンから、マッキーが降りてきて言った。

「ハハッ！　ホントはヘリで来たかったんだけどね！　メンテナンス中で断念さ！　ハハッ！」

「まあ、そのリムジンも充じゆう分ぶん目立っているがな……」

「カッコいいだろ!?　防ぼう弾だん性能もバッチリさ！　ハハッ！　ＲＰＧの直ちよく撃げきにも耐たえるよ!?」

　確かに、マッキーが降りたときに見えたドアの厚みはすごかった。下手をしたら三〇センチくらいあったかもしれない。

「それより、可児江くん！」

「なんだ」

「このボクとコズミックを両天秤にかけるとは、さすがだネ！　ハハッ！」

　あくまで陽気な態度だが、こちらを誉ほめているわけではなさそうだ。

「こちらも必死なんだ」

「うん！　ボクは救いの手をさしのべたんだヨ!?　それを……あんまりさ！　優やさしい気持ちをなくしちゃいそうだヨ！　ハハッ！」

　ああ、怒おこってるんだな。

　だがそんなのは最初からわかっている。どうにも憎にくめないところはあるが、こいつはとんでもなく有能で、しかも甘パブーリクの味方じゃない。

　必要とあらば、いつでも魔ま法ほうを使うつもりだった。

　マッキーに同行してきたのは、二人のブロンド美女だった。秘書と法務担当らしい。猫ねこ耳みみと犬耳がついているので、たぶん、地上人ではなく魔法の国の住人なのだろう。

　すこし遅おくれてコズミックスタジオ側も到とう着ちやくした。

『倉山』と、その部下二人がやってきた。こちらの部下たちは没ぼつ個こ性せいな中年男だ。存在感がまったくない。ひょっとしたら、この二人は人間ではなくて、魔法で動く操あやつり人形かなにかなのかもしれない。

「コズミックスタジオの倉山です」

『倉山』は名めい刺しを差し出してきた。いすずはそれを丁てい重ちように受け取り、自分の名刺を返す。相手があのイディナ──栗栖隆也だとは夢にも思っていない様子だった。

　見た目はまったく同じなのに。正体を知っているのは自分だけだ。それがどんな魔法なのか、西也には見当もつかなかった。

『倉山』の正体について、西也はいすずたちになにも知らせていない。この魔法使いと取引するかもしれないと言ったら、さすがにいすずたちも難色を示すだろう。下手をしたら、この場で撃うち殺そうとするかもしれない。

　そうなったらそうなったで、気分はすっきりするだろうが──ラティファの呪のろいを解くヒントを得るためには、この敵をおいそれと排はい除じよするわけにはいかないだろう。

　それに、よしんば納なつ得とくしてくれたとしても、ひどいストレスに苛さいなまれるはずだ。言うのはもっと後でいい。

「……どうしたの？　西也くん」

「いや……」

　そのやりとりを見て、『倉山』はわずかに眉まゆを動かした。たぶん、西也がいすずに正体を話していないことを察したのだろう。

「……今回は弊へい社しやの提案を検討していただき、誠まことにありがとうございます。ぜひ、良好な関係を築くことができれば、と思っております」

『倉山』が言った。いつもの人を小こ馬ば鹿かにしたような物もの腰ごし……とも受け取れるが、本当のところはそうではない。西也によって、この場に引きずり出された不本意な気分を、苦労して隠かくしているような感じだった。

「よろしく……お願いします」

　違い和わ感は覚えているのだろう。いすずは釈しやく然ぜんとしない様子を残しながらも、丁重にお辞じ儀ぎした。

　事務棟ビルの会議室に移動する。

　マッキーと『倉山』の挨あい拶さつも、特に波風の立たない穏おだやかなものだった。マッキーの軽口（ほんのすこしの悪意入り）はあったものの、『倉山』は苦く笑しようでそれを流した。

　マッキーが相手の正体に気付いている様子はなかった。あくまで、目に見える限りでは、だが。

「じゃあ、さっさと用件を進めようヨ！　ハハッ！　ボクは明日あした、カリフォルニアで撮さつ影えいがあるのサ！」

　そういうわけで、会議が始まった。

　デジマーランド側の提てい携けい条件は、これまでの提案をやや緩ゆるめた程度のものだった。

　大まかには、いまの甘ブリで人気の高いアトラクション──その上位五つまでは、残すことを保証していた。つまり『モッフルのお菓か子しハウス』と、『マカロンのミュージックシアター』と、『ティラミーのフラワーアドベンチャー』、それから『アクワーリオ』と『ルブルムの試練場』。

　逆にいえば、それ以外のアトラクションはその限りではない、ということだ。それに現状で話題を集めているライブショーや、夏期限定の大プールは入らない。

　その他の条件もいくらか甘ブリ側に寄り添そってはいるが、基本的には大半のキャストが職場を失うことになる内容だ。

「ハハッ！　これでもボク、一いつ生しよう懸けん命めい考えたんだヨ！　甘ブリさんが、賢けん明めいな判断をしてくれるとうれしいナ！　ハハッ！」

　とはいえ、メリットも大きい。前の会見でマッキーが話したとおり、デジマーランドの超ちよう強力なコンテンツが提供される。世界中のだれでも知っているような、超有名な作品のアトラクションを、矢や継つぎ早ばやにいくつもオープンできるのだ。普ふ通つうの零れい細さいパークの経営者なら、迷いもなく飛びつくような好条件だった。

「では、弊社のご提案です」

　次はコズミックスタジオの番だ。

『倉山』が提示した条件は、かなり魅み力りよく的だった。

　なによりも大きいのは、例の『三〇〇万人問題』だ。コズミックスタジオは甘城企き画かくとも良好な関係を築いており、提携が実現すれば動員数の条件を二〇〇万人まで下げることが可能だと明記している。もし万一、甘城企画がそれを認めなかった場合、あらゆる不利益をコズミック側が肩かた代がわりするとも。

　つまり、遠回しながら確約の形で、三〇〇万人の条件を二〇〇万人まで緩かん和わすると言っている。

　二〇〇万人。

　これはいまの甘ブリでも、頑がん張ばり次し第だいで達成できるかもしれない数字だ。

　しかも提携の内容について、デジマーよりも相当な好条件だった。生き残るアトラクションは倍近くで、裏方の社員たちについても、五割は職を保証する。

　提供できるコンテンツについては、さすがにデジマー側ほどの大人気作は無理だが、二、三の近年のヒット作を提供できると明記してある。

　問題は、パークの名めい称しようが『東京コズミックスタジオ』になることだったが。これは『倉山』といえど、社内の意見を抑おさえられなかったのだろう。

　とはいえ──

「ハハッ……コズミックさん、なかなか本気みたいだね」

　と、マッキーの陽気さにも陰かげりが見えるくらいの条件だった。

「それでは、提携の条件について大筋は示されたと思うわけですが──」

　言いながら、西也はちらりといすずを見る。

　彼女は暗い顔だった。

　まあ、わかる。

　どちらにしたって、これまでの甘ブリは潰ついえるようなものだからだ。それになにより、二者の条件を考えれば、どう転んだところで、いまの仲間の半分以上はクビになる。がんばって再就職先を探してやるにしても、いまのパークのムードを維い持じすることは不可能だ。

　すずらん商店街で飲み会？

　そんなことは、もう二度とないだろう。

「──それぞれ別室をご用意してあります。修正事項がございましたら、どうぞご相談ください」

　西也はそう言って締しめくくった。

　要するに、次に切るカードがあるなら決めてこい、ということだ。まだ最終的な合意は先だが、次の条件で勝負はほぼ決まる、ということだ。

　マッキーも『倉山』も、どこか苦々しい目で西也を見た。西也はそしらぬ顔で、その視線を受け流した。

　両者が会議室を出て行くと、いすずが散々悩なやんだあげくに、口を開いた。

「これで……いいの？」

　西也は無言でいた。

「どうあがいても……パークのみんなは救えないわ。姫き殿でん下かがどうなるかも」

「まあ、そうだな」

「パークが変わってしまったら……モッフル卿きようだって去っていくかもしれない。わたしだって……」

「俺もだ。なんだかんだいっても、真っ先にお役やく御ご免めんだろうな」

「だったら……！」

　そこまで言いかけて、いすずは一度、口をつぐんだ。

「いえ……ごめんなさい。わたしにだって、代案なんかないわ」

「ああ」

「こんな会議、うんざりよ。さっさと逃にげ出したい」

「俺だってそうだ。……？」

　その瞬しゆん間かん、西也の脳のう裏りになにか言いしれない違和感が生じた。

「いま、なんていった？」

「うんざり」

「そうではなく……いや、いや、いや……」

「西也くん？」

「待ってくれ。これは……うーん……」

　ぼんやりとしたイメージが、形を取っていく。もっといいやり方。もっと冴さえた解決策。

　こういうのをインスピレーションと呼ぶのだろうか？

「なあ、千斗」

「なに？」

「腹が減ったな。もう、あんな奴やつらほっといて、どこか食べにいかないか？」

　いすずはぽかんとした。

「なにを言ってるの？」

「言葉の通りだ。こんなこと、ちっとも楽しくない。俺もさっさとおさらばしたい」

「そういうわけには……いかないでしょう？」

「ん……。まあ、そうだな。じゃあ、もう少し待ってやるか」

　会議室のモニターを操作し、テレビをつける。どうでもいいようなバラエティ番組が映った。ひな壇だんの芸人が、なにかおもしろいことを言っている。頭を空っぽにして、西也はそれを楽しんだ。

　三〇分ほど経たって、マッキーと『倉山』が会議室に戻もどって来た。

「お待たせしました」

「ハハッ！　お待たせしたネ！」

　あれこれ知ち恵えを絞しぼって、条件を精査してきたのだろう。なにしろこのパークを奪うばわれると、どちらもいろいろ困ったことになる。

　だが、西也は言った。

「すみません。やっぱり、どちらもないです」

　すこしの間、会議室が静まりかえった。いすずですら、言葉を失った。

「ハハッ……？」

「どういう……意味です？」

　二人が言う。西也はバラエティ番組から目を離はなすことさえせずに、面めん倒どうくさそうに手を振ふった。

「あんたらとの提携ですよ。バカバカしいからやめた。うちはうちでやっていくから、もういい。帰ってくれ」

　マッキーも『倉山』も怒おこった。

　声すら出さず、怒った。

「ハハッ……？　なにを言ってるんだい？　このままじゃ破は滅めつ。それくらいわかってるんだろ？　なにを急に……」

「うるさい。さっさと帰れ、クソネズミ」

「はあ!?」

「カリフォルニアで撮影なんだろ？　だったらこんなダメパークのことなんか、忘れろ」

「……ハハッ！　よくもそんな口が……」

「俺は帰れと言ったんだ」

　やっとテレビから目を離し、まっすぐにらむ。

　魔ま法ほう発動。詳しよう細さいはさておくが──

「そこの秘書と、どんなプレイを楽しんでるか、嫁よめさんに知られたくないだろ？　俺も言いたくない。だから帰れ」

「ハハッ……」

　マッキーは笑いながら帰っていった。

『倉山』にも、同じように言った。

「まだいるのか？　帰れ」

「……どういうつもりだね？」

　さすがに慎しん重ちような声こわ色いろだった。怒いかりよりは、疑念の方が強い。

「気が変わったんだ。もう、おまえの顔にはうんざりってことだよ」

「だが、君らの苦境はまったく──」

「うるさい」

　心の底からうんざりして、西也は言った。

「おまえはくだらない奴だ。いくら陰いん湿しつな手を使っても、俺と仲間は必ずはねのける。絶対に、切り抜ぬける」

「なにを言う？　提携なしに、三〇〇万人なんて──」

「どうするか？　実はちょっと思いついたんだが、教えてやらん。おまえなんか、ものの数じゃない。おまえのネクラな情熱なんか、俺たちは絶対に吹ふき飛ばす。俺の仲間は、ものともしない。なにしろ──」

　それから深呼吸して、宣言する。

「うちのパークは日本一だ」

「…………」

「わかったな？　わかったらとっとと失うせろ」

　イディナは去った。

　去ったあと、真相を話すといすずは大層怒った。なにしろ憎にくむべき魔法使いだ。

　だがそれでも、彼女は目め尻じりに涙なみだを浮うかべてこう言った。

「なぜかしら。ほっとしてるの……」

「そうか？　俺は大後こう悔かいの真っ最中だがな」

　ため息混じりにつぶやく。

　パーク延命の確実な手段を、きっぱりと切り捨ててしまったのだ。これからどんなひどいことが起きるのか、西也には見当もつかなかった。

「だが、なぜだろうな」

　すっきりとした気分で、西也は言った。

「俺はいま、楽しいんだ」




　それからすぐに、モッフルから連れん絡らくがあった。

　ラティファが目覚めて、話をしたとのことだった。

　彼女は記き憶おくを取り戻していた。

　おととい、デートをしたときのラティファに戻っていた。

　西也はその報しらせを聞いても、特に驚おどろきはしなかった。

『ああ、そうだろうな』と思っただけだった。




　　　　×　　　×　　　×




　翌日、西也が真っ先に決めたことは、『ソーサラーズ・ヒル』にあったおんぼろアトラクションの徹てつ底てい修しゆう繕ぜんだった。

　いうまでもなく、あのメリーゴーラウンドだ。

　まだはっきりと分かってはいなかったが、あのメリーゴーラウンドは昭和初期、フランスから輸入された経けい緯いがあり、マニアにとっては垂すい涎ぜんの逸いつ品ぴんらしかった。

　もちろん、修繕には大変な予算がかかる。数日前の西也なら、考えもしなかったことだ。経理部長のアーシェからは『本気ですか？』と散々グチを言われた。

　もちろん本気だ。

　いくらかかってもかまわない。

　なにしろ、あのメリーゴーラウンドはとても大切だ。パークの魂たましいといっても過言ではない。

　さいわい、モグート族の族長タラモの話によれば、一週間ほど入念に時間をかければ、往年の美しさを取り戻すことができるだろう、とのことだった。




　オビザ先生の診しん察さつによれば、ラティファは完全に回復しているとのことだった。

『完全』という言葉については、議論の余地があるだろう。だが少なくともこれまでの彼女には戻った。

　ただし何らかの疲ひ労ろうはあるようで、体調はあまりよくない。

　西也が訪ねたときも、彼女は寝しん室しつのベッドで就寝中だった。

　天てん蓋がい付きのベッドの下で、安らかに眠ねむる姫ひめ君ぎみ。無む垢くで純じゆん粋すいな、その姿。

　西也は彼女の傍かたわらに腰こしかけ、冗じよう談だんめかして言ってみた。

「君は強ごう欲よくな女だな」

　彼女は無反応だった。静かな寝ね息いき。かすかに胸が上下する。

「ここまで俺に尽つくさせて、その上、『楽しめ』だなんて。だが……できそうな気がするんだ。まだ、よくわからないが。ぼんやりと……いや、それすら見えない」

　彼女は答えない。

「……ただ、きのう、いちばん間ま違ちがった選せん択たくは避さけることができた気がするんだ。……そう、いちばんつまらない選択だ。あいつらと手を結んでいたら……わかるだろう？　たぶん、君は戻ってこなかった」

　やはり、彼女は答えない。

「俺だって必死だ。完かん璧ぺきにはなれない。だから……だからこそ、やっぱり君は必要だと思う。君は無力じゃない。自分のことを、おとしめないでほしい。……なあラティファ。聞いているか？」

　聞いてるわけがない。

　そう高をくくって話していたので、彼女が目を開いたときは、両りよう肩かたがふるえるほどびっくりした。

「聞いています」

「っ……!?」

「すみません。寝ているふりをするつもりはなかったんですけど……」

「ど、どのあたりから？」

「す……すみません。最初からです……。君は強欲とか、そのあたりから……」

「忘れてくれ」

「ちょっと無理です。でも……」

　くすりと彼女は笑った。

「よく分かりませんけど……わたしが可児江さまのお役に立てたのかな？　ということは……ちょっとだけ、わかります」

「だれにも言わないでくれ」

「はい。もちろんです」

　ラティファはほほえんだ。文句なしの美しい微び笑しようだった。

「それから、あの返事なんだが……」

「はい？」

　言いかけて、すぐに後悔する。そもそも、いまの彼女はあの『影ウのン世ブ界ラ』でのやりとりを知らない。

「その……だな？」

「はい」

　それ以上はなにも出てこなかった。拒きよ絶ぜつがこわい。ひどくこわい。

　やっぱりわからない。あれほどの出来事があっても、こうやって、彼女を目の前にしていると──

「あー、なんでもない。忘れてくれ」

「……はい」

　その返事のわずかなトーンの違いすら、西也にはまだ聞き分けられなかった。







　　　ブリリアント・レポート








【タイトル】抜ばつ粋すい記事まとめ




TO　可か児に江え西せい也や（ＣＣ　千せん斗といすず）

FROM　営業部長　トリケン




　お疲つかれさまです。トリケンです。

　各紙に取り上げられた当パークのインタビュー記事等をまとめましたので、ご確かく認にんください。

（注：地上のメディアではなく、魔ま法ほうの国の新聞や業界誌が主体です）

　ここ最近の当パークの好成績を、肯こう定てい的に捉とらえたものが多いようです。

　感激のあまり前まえ屈かがみです。






　　　　×　　　×　　　×




［メープルランド有数の全国新聞

『メープルブルク・ポスト』紙より］





名将の逆ぎやく襲しゆう

官営アゲルの再生は本物か？






　今年三月、奇き跡せきの逆転劇によって存続が決まった官営アゲル『甘あま城ぎブリリアントパーク』の快かい進しん撃げきが止まらないちゅー。

　地上法人モルマートへの敷しき地ち売ばい却きやく、幻まぼろしの妖よう精せい法人モグート組との専属契けい約やくなどを成功させた甘城ブリリアントパークは、四月以降、矢や継つぎ早ばやにリニューアル策を打ち出し、大おお幅はばな集客数のアップを実現しているちゅー。その伸のび率はパーク全体で前年比の一〇倍以上ともされており、地上界の多くのアゲル、またアニムス産業が、甘城ブリリアントパークの動向に注目しているちゅー。

　今回はこの話題沸ふつ騰とうの『甘ブリ』で、筆頭マスコットを務めるモッフル・メル・モーセナス卿きように話を聞いてみたちゅー。

（東京支局：ネズネズ・チューカイト記者）




──モーセナス閣下。きょうはお忙いそがしいところを感謝するちゅー。モッフルさんと呼んでもいいちゅー？

モッフル「別にいいふも。でも、おまえんところの新聞、前にぼくの悪口書いたよね。つぶれかけのアゲルで怠たい惰だに暮らす王おう妃ひの弟だのなんだの……」

──ちゅ、ちゅー！　それはたぶん、前任者の記事なんだちゅー！　ボクは知らないちゅー！

モッフル「そうふも。……っつーかメープルブルク・ポストって飛ばし記事多いからムカつくふもよ。なんとかするふも」

──そ、それは不当な評価だちゅー！　王族に連なるあなたが言うのは、もはや言論弾だん圧あつなんだちゅー！

モッフル「……ったく。ブンヤはすぐそれだふも。まあいいや。好きに質問するがいいふも」

──感謝するちゅー。……ではモッフルさん。メープルランド本国では、甘ブリの快進撃にみんなが驚おどろいているちゅー。その最大の功労者は、あなたということでいいちゅー？

モッフル「まったく違うふも」

──でもでも、上司からはそういう記事にしろと言われているちゅー。

モッフル「結論ありきでインタビューしてるんじゃねえふも！　ガキの使いか、おめーは!?」

──そんな怒おこらなくても……。とにかく、功労者ということでいいちゅー？

モッフル「だから違うふも。筆頭マスコットとして、やるべきことはやってるけど、それだけふもよ」

──というと？　ほかに功労者がいるちゅー？

モッフル「もっふ（肯こう定てい）。パークのみんなががんばってるから、とりあえず調子いいふも。でも最大の功労者を強しいて挙げるなら、やっぱり支配人代行の可児江西也になるふも」

──カニエ・セイヤ。地ち上じよう人びとでちゅね？

モッフル「もっふ（肯定）」

──そこも聞きたいところだったちゅー。官営アゲルの経営を地上人に任せた例は、過去にも何度かあるらしいちゅー。

モッフル「もっふ。ずいぶん昔のことらしいけどね。別に違い法ほうじゃないふも」

──その通り、違法ではないちゅー。でも政治的にはちょっとギリギリなんだという声もあるんだちゅー。われわれ魔法の国の住人の必ひつ須すエネルギーであるアニムスを収集するために、地上人の力を借りるのは……これは魔法の国の独立性を危機に陥おとしいれるものなのではないかと、元老院の野党各派も主張してるんだちゅー。

モッフル「ふん。野党のアホどもの主張なんぞ、ほっとけばいいふも」

──言い切ったちゅー！　これ、書いてもいいんでちゅね!?

モッフル「もっふ。こっちは最前線ふも。デジマーランドから輸入したアニムスでのんびり暮らしてる奴やつらに、ぼくらの苦労なんか分かるわけないふも」

──確かに、我がメープルランドのアニムス自給率は低下の一いつ途とだちゅー。甘ブリが閉へい鎖さされれば、もはや後あと戻もどりはできないと……。

モッフル「その通り。他国にエネルギー資源を完全依い存ぞんすることの危険性を自覚するべきふも。ここで踏ふみとどまるためには、地上人の力を借りてでもパークを存続させねばならないふも」

──しかし、魔法の国々もグローバル化が進んでるちゅー。効率の悪い官営アゲルを残すより、思い切ってアニムスは輸入のみに切り替かえ、他の分野で優位を目指すべきだとの意見も多いちゅー。

モッフル「その意見も分かるふも。でも、アニムス収集の技術は国策として残しておくべきふも。一度失われた収集技術（エンタメ技術）は、そう簡単には取り戻もどせないふも。そうなったら、いざというとき他国との外交に不利になるふも」

──それは現在の国王陛下の政策への批判でちゅー？

モッフル「違うふも。陛下には陛下の事情があるだろうから。それはもちろん尊重してるふも。まあ、あの優ゆう柔じゆう不ふ断だんのスケベ野や郎ろうの悪口なら、いくらでも言ってやるけどね」

──言い切ったちゅー！　こ、これも書いていいちゅー!?

モッフル「もっふ。書け、書け。ちゃんと王宮に送って読ませてやるふも。どうせ傷ついて落ち込むだけだから」

──うーん、すごいちゅー。さすがはかつてメープルランド軍第三師団を率いた名将でちゅね。

モッフル「おだてても無む駄だふも。あと名将って呼ぶのやめるふも」

──わかったちゅー。でもちょうどいいのでモッフルさん、あなたのキャリアについておたずねしたいちゅー。

モッフル「もっふ」

──かつては将軍を務め、かの『スウィート・ストーム作戦』を成功に導いたあなたが、いまはアゲルで子供相手にお手玉だちゅー。こういう境きよう遇ぐうの変化について、本当のところどう思ってるちゅー？

モッフル「別になにも。いまの方が性しように合ってるふも。それに参さん謀ぼう会議のお歴々と議論するのも、パークで遠足客のお相手をするのも、本質的には同じなんだふも」

──ちゅー？　と、言われますと？

モッフル「どっちもガキ相手で疲れるふも（笑）」

──（笑）。おっと、また不ふ謹きん慎しんネタで笑ってしまったちゅー。モッフルさんひどいちゅー。

モッフル「そりゃ失礼ふも」

──では話題を変えるちゅー。パークで働く方々について。近この衛え隊から出向している、イースズルハ・セントルシアさんについて聞きたいでちゅ。

モッフル「千斗いすずのことふもね」

──彼女との関係は良好でちゅか？

モッフル「まあ、いちおう良好ふも。でもからかうとすぐ撃うってくるから面めん倒どうふも」

──セントルシア嬢じようは、メープルランド元老院の有力者イースズルハ議員の孫まご娘むすめでちゅー。そのあたりでやりにくい部分や、何らかの衝しよう突とつはないでちゅか？

モッフル「ないふも。というか、いま言われて思い出したくらいふも。そういえばあいつもエラいさんの家いえ柄がらだったふもねえ……」

──ではセントルシア嬢に男性の影かげとかはないでちゅか？

モッフル「……ないふも。カタブツだし。巨きよ乳にゆうだけど」

──本当でちゅか？　実はこっそり隠かくれてだれかとつきあってたりとか……そういうのはないちゅー？　ぜひ知りたいちゅー。

モッフル「もっふ。ないって。……っていうか、おまえんとこ、いちおう全国紙だふも？　そういう下世話なゴシップとか、探さぐり入れてどうするふもよ？」

──申し訳ないちゅー。個人的な興味だったんだちゅー。……では続いて、アーカムレアルさんについて聞きたいちゅー。

モッフル「だれそれ？　アーカム……なにふも？」

──アーシェ・アム・アーカムレアルさんだちゅー。甘ブリで経理部長をやってるはずですちゅー。シュベールト皇国の元・財政次官の彼女がなぜパークにいるのか？　その辺が聞きたいんですちゅー。

モッフル「アーシェが？　元・財務次官？　マジふも？」

──知らなかったちゅー？

モッフル「もっふ。いま知った。っていうかフルネームも知らなかったふも」

──シュベールトとメープルランドは友好関係にあるちゅー。でも他国の元・高級官かん僚りようがアゲルの財政を担になっているのは、やはり政治的にいろいろ言われそうだちゅー。その辺についてコメントを欲ほしいちゅー。

モッフル「そう言われても……アーシェはよくやってくれてるし、実は可児江西也に並ぶくらいの功労者ふも。だいたい、アゲルというのは多た国こく籍せきのスタッフで運営されるのが常識ふも。デジマーランドでだってメープルランドの国民が働いてるし、別におかしくないふもよ。彼女がうちで働いてるのも……まあ、なんかいろいろ思うところがあったんじゃねーの？　人生、いろいろふもよ」

──そうでちゅか。では次、モグート組のみなさんについて聞きたいでちゅー。

モッフル「タラモたちね。連中にはいつも助けられてるふも」

──モグート組は『幻の建設会社』としてもよく知られてるちゅー。ポリーティアの前政権によって生き埋うめにされたとも噂うわさされていた彼らを、いったいどうやって発見して、しかも史上初の専属契けい約やくを結んだちゅー？

モッフル「詳くわしくは伏ふせとくけど、まあ、あれふもよ。支配人の人徳みたいなものふも」

──ラティファ姫ひめ殿でん下かのことでちゅー？

モッフル「うん。タラモたちは姫殿下に恩義を感じているふも。連中の土木技術のおかげで、普ふ通つうなら半年かかるようなリニューアル工事が一週間で済んでるふも。ありがたいことだふも」

──パーク再生の秘ひ訣けつはいろいろあるみたいだけど、やはりリニューアルの貢こう献けんは大きいと思うちゅー？

モッフル「もっふ。大きいふも」

──いま、ラティファ姫殿下の話題が出ましたちゅー。例のカニエ・セイヤに、姫殿下が魔ま法ほうを授さずけたという噂がありますちゅー。

モッフル「も、もっふ……」

──王家の女子は、接せつ吻ぷんによって地上人に魔法を授けることができますちゅー。この噂が本当だとすれば、王家にとって大変なスキャンダルになりませんかちゅー？

モッフル「そのような事実はないふも」

──さらにさらに、そのような『王統の魔法』は非常に強力とされているんでちゅー。王宮の筆頭魔術師ですら対たい抗こうは不可能とされるほどのものでちゅー。もしカニエ・セイヤが姫殿下から魔法を授かっていたら、それは国家の安全保障をおびやかす問題になるかもしれませんちゅー。

モッフル「繰くり返すけど、そのような事実はないふも。姫殿下はこの一〇年以上、純潔を守り通しているふも。また長らく療りよう養よう中の殿下には、現状、そのようなお力はないと考えるふも」

──そうでちゅか？　でもわりとお元気そうだという説もあるんでちゅ。今年三月、パークが配信した『三〇円キャンペーン』の水着動画には、殿下とおぼしき女性の姿が……。

モッフル「あ、あれは地上人のモデルふも！　それにぼくが付いていながら、姫殿下にあんな破は廉れん恥ちな格好をさせるわけがないふも」

──たしかに、モッフルさんの姫殿下への敬愛のお気持ちは、王室オタクの間では広く知られているところでちゅー。

モッフル「……勝手に言ってろふも。そろそろステージの時間だから、終わりにしたいんだけど？」

──ちゅー。では最後に、甘ブリ再生のキーマンとなるカニエ・セイヤについてコメントをお願いするちゅー。

モッフル「まあ、たいした小こ僧ぞうふも」

──ありがとうございましたちゅー。




　　　　×　　　×　　　×




［業界誌『月刊アゲル』より］





コラム：『アクワーリオ』に聞いてみた

話題の四人のナイショの話？






　昨今話題のメープルランドの官営アゲル『甘城ブリリアントパーク』でも、お父さん人気ナンバーワンのアトラクションといったら『アクワーリオ』だろう。色とりどりの四人の美女が舞まい踊おどる、そこは現代の竜りゆう宮ぐう城。

　新しいプログラムの稽けい古こで多た忙ぼうな四人のダンサーたちに、一問一答式のインタビューをさせてもらった。

（本誌編集部）




──まず自己紹しよう介かいと、チャームポイントを教えてください。

ミュース「ミュースです！　水の妖よう精せいです。いちおう、四人のリーダーをやらせてもらってます。チャームポイントは……うーん。ゆ、指？　かな？」

サーラマ「（スマホいじりながら）サーラマ。火の精せい霊れい～。チャームポイントは特にないかなー」

コボリー「あの、土の精霊コボリーです。チャームポイントは困るんですけど……強しいてあげれば、髪かみです。たまに、褒ほめてもらえるので……」

シルフィー「あたしはシルフィー！　風の精霊！　チャームポイントは丈じよう夫ぶな内臓ー！」




──ありがとうございます。では、皆みなさんの特技などは何でしょうか？

ミュース「うーん。やっぱり、歌とダンスだと思います。まだまだですけど！」

サーラマ「（スマホいじりながら）特技～？　特にないです」

コボリー「絵とか……わりと得意です。あと妄もう想そう……じゃなくて空想とか……」

シルフィー「はい、はい、はい！　ボブスレー！」




──では逆に、苦手なものや弱点は？

ミュース「そうですねえ……寒いの苦手かなあ？　あと、虫とか」

サーラマ「特にないです。（ミュース嬢から[image: しつ]しつ責せきされ）……ええ～？　めんどいなあ……じゃあ口やかましいリーダーが苦手（以後、さらにミュース嬢の[image: しつ]責。内容割かつ愛あい）」

コボリー「ダンスとか……いえ、ダンサーやってて言うのも変ですけど……」

シルフィー「うーん？　深ふか爪づめ？」




──『アクワーリオ』というアトラクションについて教えてください。

ミュース「特とく殊しゆ効果とワイヤーアクションで魅みせる、すてきなミュージカルシアターです！　ぜひ見に来てください！」

サーラマ「っつーか四大元素の精霊の話なのに『アクワーリオ』ってどうなのよ？　って思うんだけどね。水じゃん、水」

（ミュース嬢、困こん惑わく）

コボリー「あの、あの。わたしたちが来る前から、このアトラクションはこういう名前だったみたいですから……別にミュースさんのせいではないと思います」

シルフィー「提案！　『エレメンタリオ』に改名～！」




──ミュージカルの見どころはなんですか？

ミュース「見どころは、あたしたち四人の、ぴったり息のあったダンスです！　一いつ生しよう懸けん命めい練習しました。楽しみにしてね!?」

サーラマ「見どころねえ……エロい衣い装しようとか？　っつーか最近、鼻息荒あらいオッサンたちが、舞ぶ台たいのかぶりつきにひしめいてるんですけど。ストリップ小屋じゃねーっつの」

コボリー「あの。今年度に入ってから、わりと普通に工く夫ふうしてます。照明もデジタル化しましたし……スピーカーも増設したから、音おん響きようも去年とは段だん違ちがいです。実はそういう面倒、わたしが見てます。けっこうがんばりました。だから……あの、よかったら来て欲しいです」

シルフィー「ドルやん、厳しいです……。（編注：演出担当のドルネル氏のことか？　見どころではないがコメントのまま掲けい載さい）」




──『アクワーリオ』以外で、あなたがお薦すすめするアトラクションを教えてください。

ミュース「やっぱり、モッフル先せん輩ぱいのお菓か子しハウスかなあ……。あの人気は謎なぞというか、本当に勉強になります。あ、もちろん一いつ般ぱんのゲストの方々も思い切り楽しめますから、ぜひ一度行ってみてください！」

サーラマ「おすすめのアトラクション？　メリーゴーラウンドかな……。エリアの隅すみっこであんまり目立たないところにあるんだけど、実はかなり古くてレアらしいよ？　昭和の『甘城遊園』時代からあって、ヨーロッパから輸入した特注品らしいって。え……なに？　あたしがマジメなこと言ったら悪い？」

コボリー「おすすめは……個人的には『プラネット・ダイナソー』です。ワイルド・バレーにある恐きよう竜りゆうアトラクションなんですけど、案内役の五人の恐竜さんがイイ感じです。攻こう守しゆ取り揃そろっていて……いえ、トリケンさんは除外ですけど……とにかく、わたしの創作欲をかきたてます。いえ、忘れてください」

シルフィー「もちろん！　いちばんのおすすめは『アクワーリオ』！　（『それ以外』と指し摘てきされ）……オウ。じゃあ『エレメンタリオ』！」




──最後に『月刊アゲル』の読者にメッセージをお願いします。

ミュース「ええと……こうして取り上げていただけることなんて、ちょっと前までは想像もつかないことでした。本当に感激してます！　よかったら直接、ステージを見に来てくださいね！」

サーラマ「特にないです。（ミュース嬢じように[image: しつ]責され）……ええ？　うーん……じゃあ、ヒマなら見に来てー。あと、あたしのアカウント、フォローしなくてもいいから。たぶん引くっす」

コボリー「サークルのみんな、見てますかー？　こないだのサンクリはお疲つかれ様でしたー」

シルフィー「来てくれたら？　ウィ！　ボタ餅もちを進しん呈ていー！」




──きょうはありがとうございました。




　　　　×　　　×　　　×




［メープルランドの音楽雑誌

『月刊ポッキン・ロン』より］





マカロンはどこまで『音楽の妖精』なのか？

反逆児の羊さんが語る虚きよ像ぞうと実像






　ついに猛もう反はん撃げきを始めた甘城ブリリアントパーク。華はな々ばなしいリニューアルの陰かげには、その大転てん換かんを支えた『音楽』の存在があった。

　人気ナンバー２の『音楽の妖精さん』にして、同時にパークの音楽プロデューサーも務めるマカロン・マクゼカロン氏に話を聞いた。

［取材・文：ノビノ・プレーリー］




──お時間をいただき、ありがとうございますりー。きょうはマカロンさんのあれこれを聞きたいんだりー。

マカロン「答えられることなら話すろん。でもプライベートなことは勘かん弁べんろん」

──といいますと、離り婚こんした奥さんや、娘むすめさんの養育費滞たい納のう問題ですりー？

マカロン「いきなり核かく心しんに触ふれるなろん！」

──失礼しましたりー。

マカロン「それに最近は、ちゃんと養育費払はらってるろん。おかげで娘にも会えてるし」

──おっ、偉えらいりー。でもあんまりロックな感じがしないりー。

マカロン「そんなロック、犬にでも食わせとくろん」

──ひどいりー。いちおうボクの雑誌、ロックが専門なんだりー。ちょうどいいので、マカロンさんの音楽性のお話を聞きたいですりー。ロック、お好きですりー？

マカロン「別に。普ふ通つうろん」

──でも、たまにステージでスラッシュメタルとかもやってますりー？

マカロン「それが普通のお客さんには分かりやすいからだろん。本当はじっくりとギャングスタ・ラップをやりたいんだけど。回転率落ちるし。だれも理解してくれないろん……パッフ！」

──それも聞きたかったですりー。なんでラップなんですかりー？

マカロン「それが僕のルーツだからだろん。マカロニアの地元で成功するためには、ラッパーになるかマスコットになるかしかないんだろん」

──それはまた極きよく端たんな二に者しや択たく一いつですりー。

マカロン「僕も大たい概がい器用な妖精さんだから、たいていのジャンルは演やれるろん。でも、地元の仲間といつもやってたのはラップだろん。僕は自分の原体験に忠実でありたいだけなんだろん」

──なるほど。ちなみにマカロンさんが手がけているパーク内の楽曲については、どう思われますりー？

マカロン「ファミリー客向けだからね。まあ、いろいろ妥だ協きようしてるろん。もちろんこれは手て抜ぬきって意味じゃないよ。きっちりムードを大事にしてるろん」

──演奏もすべてマカロンさんが？

マカロン「だいたいは。予算も限られてるから、打ち込みで済ますことも多いろん。ハープとかはさすがに触さわったことないし」

──最近、お気に入りの楽器とかについて教えて欲しいりー。

マカロン「楽器っつーか、ブルースギターかなあ。僕の蹄ひづめに合うボトルネックが手に入ったから、ヒマな時に練習してるろん」

──エルモア・ジェームス的な？

マカロン「おっ。わかるろん？　いいよねえ。……まあ、こないだエントランスで演ってみたけど、お客さんの反応はイマイチだったろん……」

──音楽の妖精さんの苦く悩のうですりー。ところでこないだ、パークのアイドルユニットをプロデュースしましたりー？　『タスクフォースＡＢＣ』という……。

マカロン「ああ。あれは……アイドルユニットとか、そんなご大層なものじゃないろん。地元の営業回り用のネタというか……。老人ホームのお爺じいさんとか喜ぶし。本格的に売り出そうとか、そこまでの覚かく悟ごなんてあの三人には全然ないろん」

──『ＡＢＣ』の皆さんはどんな子たちなんですりー？

マカロン「バイトの新人だろん。ホント、それだけ。善意でやってもらってるろん」

──ですがマカロンさんのプロデュースした新曲『アイドン・ギブ・ア・パッフ』は、かなりの好調ですりー。特にメープルランドの方での売れ行きがすごいですりー。

マカロン「それこそ『俺の知ったことかよアイドン・ギブ・ア・パツフ』ってなもんだろん。支配人代行の可児江くんに『一曲、作れ！』って言われたから作っただけ。まああれだろん？　真ま面じ目めそうな女の子三人がかわいく『パッフ』を連呼するから、それで興奮してるんだろん？」

──まさしくそれですりー！　あれはある意味ロックですりー。『タスクフォースＡＢＣ』の三人は地ち上じよう人びとですけど、『パッフ』という言葉の意味は知ってるんですりー？

マカロン「いや。教えてもいないろん。知らないで言ってる方が面おも白しろいろん？」

──それは難しい問題ですりー。個人的には、その意味を知ってから恥はじらいつつ、涙なみだ目めで歌う姿も見てみたいりー。

マカロン「ふーむ。ティラミーも同じこと言ってたろん。いずれ考えるかなあ」

──期待してますりー。きょうはありがとうございましたりー！




　　　　×　　　×　　　×




［メープルランドの男性向け週刊誌

『週刊プレイフェアリー』より］





あのコのアソコに猛もう突とつ撃げき！

第二三八回






　最近絶好調と話題の遊ア園ゲ地ル『甘城ブリリアントパーク』。実は生ツバゴックンのギャルたちがいっぱいなのはご存じだろうか!?

　今回ご紹しよう介かいするのは、その甘ブリでひそかに人気急きゆう上じよう昇しよう中の秘書嬢、千斗いすずクン。メープルランド近この衛え隊で鍛きたえ上げられた、ダイナマイツボディの持ち主だ。

　この歩くフェロモンみたいなエロエロエリートギャルの秘密を暴あばきに、編集部が突撃取材を敢かん行こうしたゾ!?

［ポメリン・ワンコー記者］




──きょうは取材に応じていただき、ありがとうございます！

いすずクン「いいえ。営業部長の紹介だから。それより……『プレイフェアリー』？　失礼だけど、よく知らない週刊誌ね」

──はい！　紳しん士しの、紳士による、紳士のための雑誌でして。ご婦人にはあまり知られていないかもしれませんね！

いすずクン「そう……。わたしのいまの立場は秘書なので、答えられないことも多いと思うけど、いいのかしら？」

──けっこうです！　それではまず、スリーサイズを教えていただけますか!?

いすずクン「……？　それはパークのことと関係あるのかしら？」

──はい！　ティラダホ地方には古くからスリーサイズ占うらないというのがありまして。これがよく当たるのです。魔ま法ほうの国々のセレブは、みんなやっています。甘城ブリリアントパークさんの未来を占う意味でも、ぜひあなたのスリーサイズを教えていただきたいのですが！

いすずクン「あなたティラダホの出身？」

──そうですみー！　おっと、つい愛郷心から方言が出てしまいました。

いすずクン「……そう。なんだかイヤな予感がするわ。うちのキャストに、同じティラダホ出身のバカがいるから……」

──そんなことはどうでもいいのです。とにかくスリーサイズを！

いすずクン「そういわれても、知らないわ。測ったことがないから……」

──では測りましょう！　ちゃんとメジャーを持ってきました。立って、両手を上げて、そうそう……って、なぜ銃じゆうを向けるんですか？　やめてください。

いすずクン「スリーサイズ占いなら要いらないわ。別の質問にしなさい」

──失礼しました。非常に残念ですが……。では、まじめな質問です！

いすずクン「ええ」


──はじめて男の人の裸はだかを見たのは、何歳の時ですか？

（本誌記者、銃撃を受け死亡）



いすずクン「それがまじめな質問なの？」

──（復活）……失礼しました。ティラダホ地方にはそういう占いがありまして……。いえ、もう銃は向けないでください！

いすずクン「別の質問よ」

──はい！　では別の質問です。白、黄色、ピンク。それぞれの色に当てはまる、職場の人を挙げていただけますか？

いすずクン「色？　職場の人を？」

──はい。白、黄色、ピンクです。お願いします。

いすずクン「うーん……。白は……マカロンかしら」

──はい。ミュージックシアターの妖よう精せいさんですね。

いすずクン「黄色はモッフル卿きようね。ピンクはティラミーかしら」

──ティラミーさん。フラワーアドベンチャーの妖精さんですね！

いすずクン「そんなところかしら。それが何だと言うの？」


──じゃじゃーん！　実はこれは心理テストなのですよ！　白は結けつ婚こんしたい人。黄色はあこがれの人。そしてピンクは……なんと、パッフしたい人です！　あはははは！　あはははは！　あはははははははははっ‼

（本誌記者、激しい銃撃を受け何度も死亡）



いすずクン「っ……！　気持ち悪いことを言わないで」

──（復活）しかし、この心理テストはすごい的中率なのです。統計ではおよそ四二パーセント……。

いすずクン「心理テストというより、宴えん会かい用のネタにしか聞こえないわ。……そもそもわたしが挙げた三人は、体の色が対応してるだけよ。マカロンは白いし、モッフルは黄色、ティラミーはピンク。それだけだから」


──（舌打ち）なんだ。つまらないですね……！

（本誌記者、銃撃を受け軽く死亡）



いすずクン「そろそろ真面目な質問をしてくれないかしら？」
















──（軽く復活）わかりました。ではそろそろ、真面目な質問をしようと思います。……千斗いすずさんは支配人代行の秘書を務めているそうですね？　かなり大変なのではないかと思いますが。

いすずクン「それほどではないわ。大変なのはみんな一いつ緒しよだから」

──いえ。その周囲の方々です。あなたのような体の持ち主が、なんと、『秘書』という肩かた書がきで職場をウロウロしているのです！　タイトスカートのダークスーツ姿になることもあるというではありませんか！　正直、私だったら胸や太ふと股ももに視線が釘くぎ付づけ、もはや仕事になりません！

いすずクン「…………」

──私はそういう意味で『大変なのではないか』と指し摘てきしたのです。わかりましたか？　私の気持ちを理解していただけましたか？

いすずクン「なぜそこで上から目線なの？（困こん惑わく）」


──そんな調子で、男たちの視線を釘付けにする自分という女について、どう思うかお聞かせください！　赤せき裸ら々らに！　特にそのバストについて、自分ではどう思っとるんですか？　え？　けしからん乳ちちしおってからに！　ちょっと来るみー！　ちょっと来て俺にさすらせるんだみー！

（本誌記者、銃撃を受け死亡）



いすずクン「本当に気持ち悪いんだけど……」

──（復活）失礼しました！　では次の質問です！

いすずクン「もう終わりにして」


──本誌の袋ふくろとじグラビアに出演する気はありませんか!?

（本誌記者、銃撃を受け死亡）

──（復活）ギャラは弾はずみますよ……!?　ご安心ください、大事なところは修正しますから……

（本誌記者、銃撃を受け死亡）

──（復活）そ……それからですね、もし……え、ＡＶデビューをオファーされたら……

（本誌記者、何度も銃撃を受け何度も死亡）

──（復活）悪かったです、助け……

（本誌記者、銃撃を受け死亡）

──（復）やめ……

（本誌記者、銃撃を受け死亡）

──許……

（本誌記者、いつまでも銃撃を受け続ける）
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RE：抜ばつ粋すい記事まとめ




TO　営業部長　トリケン（ＣＣ　千斗いすず）

FROM　可児江西也




可児江だ。

記事に目を通した。以後、メディア対応は次のようにすること。




１・『メープルブルク・ポスト』について

　モッフルの失言を狙ねらっている節がある。というか、それに成功している。

　メープルランドの政治事情は知らないが、微び妙みような問題が多そうなので今後は逐ちく一いち情報を提供すること。

　また、今後の取材は俺を同席させること。




２・『月刊アゲル』について

　特になし。ミュースの対応は文句なし。素す晴ばらしい。

　彼女以外の三人は少し黙だまらせるか、メディア対応について教育しておくこと。




３・『月刊ポッキン・ロン』について

　音楽誌ということでコア層におもねった内容が気にかかる。一いつ般ぱん客きやくの耳に入れたくない情報も多い。

　今後の取材はトリケンか千斗が同席すること。




４・『週刊プレイフェアリー』について

　何なのだこの変態記者は。

　こないだの取材の日、千斗がやたら不ふ機き嫌げんだった理由がよくわかった。あと、この記者を紹しよう介かいしたおまえが射殺された理由もよくわかった。

　さすがに千斗が気の毒になった。

　以後、ここの記者は出入り禁止。

　ラティファに会わせなくてよかった。モッフルに殺されてたぞ。









　あとがき




　アニメの作業がほぼ終わって、なんかボケーっとしていたら、細かい仕事やら何やらでズルズルと時間が過ぎてしまって、気付けば五巻から半年たってしまいました。すみません！　人間、ちょっと気が抜ぬけるとあっという間にフヌケますね。困ったもんだ。

　ただダラダラとゲームやったり、難しい本を読んだら途と中ちゆうで寝ねてしまったり、大河歴史マンガを口半開きで読み返したり……と、年末あたりは非常に自じ堕だ落らくな日々を過ごしてしまいました。おかげでこの巻書き始めたら、調子が出ないこと出ないこと！　小説の書き方ぁ？　そんなん忘れちまったよ！　てな具合でした。まあ、野球選手が練習サボるようなものですね。あっという間に球きゆう威いが落ちます。これはいけません。反省（……なんてことをもう二〇年近く繰くり返かえしているような気が！）。

　さて、本編の話。

　二巻から五巻まで短編主体で続けてきましたので、今回はちょっと一巻ぽく、西せい也やくん主体の長編です。彼がメインだと、深刻な悩なやみのことばかりになってしまいますね。そういうのばかりだと疲つかれるので、七巻以降はまたしばらく短編主体のバカな話をいろいろやりたいなあ、と思ってます。……というか、本当はもっとそっちがやりたい！

　いろいろ人間関係にもひそかな進展（？）があるようですが、これからどうなるんですかねえ。実はまだ決めてません。リクエストは富ふ士じ見み書しよ房ぼうまでどうぞ！

　ちなみに冒ぼう頭とう部ぶに出てきた海かい賊ぞく『鉄ひげ』とサメのジョーは、甘ブリアニメの七話に登場したオリジナルキャラです。偶ぐう然ぜんなのかどうか分からないんですが、賀が東とうの前作『フルメタル・パニック！』のアニメでの、ガウルン役の田た中なか正まさ彦ひこさんが鉄ひげを、そしてクルツ・ウェーバー役の三み木き眞しん一いち郎ろうさんがジョーを演じてくださってます。まだの人はぜひごらんください！　面白いよ！

　そうそう、それでアニメなんですが、終しゆう了りようしてからあっという間に三ヶ月たってしまいました。大好評みたいでほっとしております。よかった！　ちなみにアニメは原作とは異なる展開と結末です。そのため原作の方では描えがけなかった場面や台詞せりふを書く機会に恵めぐまれました（実質最終回の一二話の脚きやく本ほんは賀東なのです）。ラティファの本ほん音ねとか、原作一巻を書いたときはあまり深く考えていなかったんですが、武たけ本もと監かん督とくとスタッフのみなさんのおかげでいろいろ掘ほり下さげることができました。感謝感激です。この六巻の内容も、アニメの作業に参加していたときに気付いたことがいろいろ反映されています。

　こういうキャラクターが多くて特とく殊しゆな舞ぶ台たいですと、作者一人の頭で思いつくことにはいろいろと限界がありまして、今回のアニメ化ではビジュアル、音声、音楽、その他でたくさんのイメージをいただきました。なんという贅ぜい沢たく。こりゃ、今後もちゃんとがんばらんと罰ばちが当たるわい。

　えー、あと二ページくらいかな。

　近きん況きようでも書いておきますか。そういえば年末にＰＳ４を買いました。起動が早いのがいいですね。『ウォッチドッグス』と『ＧＴＡ５』、あと『シャドウ・オブ・モルドール』あたりをプレイしました。

『ウォッチドッグス』は主人公が歩きスマホで通行人に迷めい惑わくをかけまくる箱庭系ゲームです。おもしろかった。『ＧＴＡ５』はトレバーさんのキャラがマジキチすぎて最高でした。スクーター・ブラザー！　『シャドウ・オブ・モルドール』は『指輪物語』の世界が舞台のゲームです。ケレブリンボールのスタンドを使って、オークを殺したりいじったり出世させたり。もう『ケレブリンボールのスタンド』というあたりで、原作ファンは意味がわからないかもしれませんが、かなり楽しいのでおすすめです。

　けっこうボリュームたっぷりのゲームを三本プレイしたとかね、もう『なに遊んでんだよ！　仕事しろよ！』とかあちこちから怒おこられてしまいそうなんですが……もう、いいじゃないですか。過ぎたことなんだし（いきなり開き直る）。

　あとは……そうですねえ。きのう行った近所のスーパーで、久く保ぼ田たの万まん寿じゆの生なま酒ざけ（かなりレア）が売ってたんだけど、二万円もするから買わなかった、とか。よくいく喫きつ茶さ店てんの常連客が店員の女の子に懸け想そうしてるっぽくて、ついつい会話に耳をそばだててしまって原げん稿こうに身が入らないとか。自作のデスクトップＰＣが壊こわれちゃったんだけど（たぶんビデオカードが逝いっちゃった）直す気力がなくて二ヶ月以上放置してるとか。

　そんなところでしょうか。いや、ほんとしょうもない話ばかりですね。すみません。

　というわけで、七巻もがんばります。……いや、がんばるというほど重たい話じゃなくて、またバカな話の連発だとは思いますが。それではー。





二〇一五年　三月　賀東招しよう二じ　　
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